2013 年 度 


〈 足 立 区 立 中 央 図書 館 〉 


程 と 実習 内 容 


図書 館 現 場 演習 報告 


文学 部 英文 学科 


丸 


山 


愛 


美 


午前 


税 
還 


理 係 


・ 実 習 と 図書 館 の 概要 説明 


・ 図 書館 広報 に つい て 
・ 館 内 案内 


Re 
MM 


果 


京 電機 大 生 


丸 書 受 け 渡し 窓 


業務 


・ メ ー ル カー の 資料 受け 入れ 作業 
・ 予 約 資 料 受 け 入 れ 作業 


返 
・ 予 


序 作 業 


約 棚 へ の 配 架 作業 


対応 状況 の 見 


9〆10 
( 火 ) 


DHS (委託 業者 ) 


・ 開 館 準 備 作業 (端末 の 』 


成 図書 館 調整 係 


・ 指 定 管理 制度 の 概要 説明 
・ 地 域 図書 館 の 集中 選書 、 廃 棄 等 の 概要 説明 


記 ち 上 げ ・ ブ ッ ク ポ スト 整 下 


B・ 清 掃 ) 


の 学校 連携 、 


不 図 書館 (や よい 図書 館 ) で の 実習 
・ 館 内 案内 
・ 特 徴 的 な サー ビス の 


説明 (お は な し 会 ・ 生 徒 の ボラ ン テ 
ティ ー ン ズボラ ンティア ) 


イア 受け 入れ な ど 


9 11 
( 水 ) 


日 


・ 予 約 ・ リ クエ スト ・ 相 互 6 


査 係 


・ レ ファ レン ス 業 務 概 要 説 明 ・ 実 習 


借 の 概要 説明 


調査 係 
・ 図 書館 ンス テム の 概要 説明 


・ 返 礼 メ ー ル の 処理 作業 


足立 区 の デー タ 作 成 省 


DHS 
・ 学 校 配送 の 作業 
・ 本 の 装備 作業 


理 の 概要 説明 


9/12 
( 木 ) 


午前 


資料 係 


・ 雑 誌 の 受入 ・ 装 備 実習 


・ 中 央 図書 館 の 分 類 説明 


・ 館 内 説明 


・ 図書 の 選定 ・ 発 


E の 概要 説明 
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午後 | 資料 係 
・ 図書 の 分 類 
受入 まで の 概要 説明 


ML 


・ 図 
DHS 

・ 本 の 修理 
9 プ 13 | 午前 | 資料 係 
( 金 ) ・ 書 架 整 理 の 作業 
子ども 読書 推進 係 

・ 読 書 推進 事業 概要 説明 
・ 特 集 棚 の 設置 
・ パ ス フ ァ イン ダー の 作成 
午後 | 資料 係 
・ 一 般 図 書 の 見 計ら い 作 業 
子ども 読書 推進 係 

・ 調 べ 学 習作 業 
・ お は な し 会 見 学 


間 茹 山上 


2. 司書 と いう 仕事 と 司書 と し て の 可能 性 に つい て 
図書 館 実 習 を させ て いた だ いた 中 で 、 ま だ まだ 未 熟 な た め 手 の 届か な い 所 も た くさ ん あり 、 
自分 の 力 不 足 を 実感 し まし た 。 け れ ど も 職員 の 皆様 が 温か く 迎 えて くだ さっ て 、 私 の 持つ 力 を 
上 手 く 生か し て くだ さり 、 と て も ゃ 充実 し た 気持 ち で 図書 館 実 習 を 終え を る こと が で きま し た 。 そ 
し て 様々 な 方 面 か ら 見 た 図書 館 で の 仕事 に つい て の お 話 を 伺い 、 非 常に 多く の 仕事 を 経験 させ 
て いた だ き 、 自 分 に 向い て いる 仕事 や まだ まだ 知識 や 経験 の 足り な い 部 分 な ど 様々 な 可能 性 が 
見 えて きま し た 。 
一 番 向 いて いる と 感じ た の は 文章 を 書い た り デ ザイ ン し た り と いう こと が と て も 好き な の で 、 
YA コー ナー で 本 の 紹介 を 作ら せ て いた だ いた こと で す 。 け れ ど 一 方 で レフ ァ レ ンス に 全然 稚 
える こと が 出来 な か っ た り と いっ た これ か ら 勉 強し な けれ ば な ら な い 点 や 見 えて きま し た 。 レ 
ファ レン ス は 特に 実習 で 初め て 触れ た た め 、 利 用 者 さん は 実際 どう いっ た 質問 を な さる の か 、 
それ に 対し て 図書 館員 は どう や っ て 対応 する の か が 見 る こと が 出来 た こと は と て も 貴重 な 体験 
に な り ま し た 。 
元々 読書 が 好き で 、 常 に 文庫 本 を カバ ン に 入れ て いな いと 落ち 着 か な い 性 分 な の で 、 図 書館 
と いう 環境 は 私 に と っ て これ 以上 な い ほ ど 理 想 の 職場 で す 。 し か し 、 お 話し し た 司書 の 方 々 の 
よう な 仕事 ぶり と 人 と し て の 器 の 大 き さ を 見 て いる と 、 自 分 が あの よう な 素敵 な 司書 に な れる 
の か と 大 変 不安 を 覚え ます 。 け れ ど 、 理 想 と し て 据え る こと の 出来 る 司書 の 方 々 と 出会っ た こ 
と で 私 も そん な 人 間 に な り た いと 思え る と いう こと は 、 き っ と 自分 に も そう な れる 可能 性 が あ 
る と いう こと だ と 思い ます 。 こ の 気持 ち を 忘れ ず に 、 こ れ か ら ゃ も 図書館 学 を 学ん で いこ うと 思 
いま す 。 
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書館 学年 報 第 39 呈 


(茨木 市 立 中 央 図書 館 〉 


文学 部 文化 史学 科 井 上 友希 子 


館 か ら 返 っ て きた 本 の 受け 入れ 
出 ・ 返 却 端末 の 使い 方 説明 


和 
・ 最新 の IC ゲー ト 、 自 動 貸出 機 等 の 会 社 の 説明 


(書庫 ) ・ 予 約 資料 を 探す 

( 木 ) (成人 室 ) ・ 他 館 か ら 返 っ て きた 本 の 受け 入れ 
(成人 室 ) ・ レ ファ レン ス 演 習 

・ リ サイ クル 本 の チェ ッ ク と 配 架 


10 プ 18 | 午前 | (成人 室 )・ 本 の 配 架 
( 金 ) (児童 室 〉・ 絵 本 、 児 童 書 の 配 架 
・ 貸 出 


午後 | (AV 資料 ) ・CD の 配 架 
・ 予 約 の 入っ た CD を 書庫 か ら 探 す 


本 の 修 選 

10 プ 19 | 午前 | 〈( 成 人 室 )・ 本 の 配 架 

( 土 ) (児童 室 ) ・ 本 の 整理 
出 


動 図 書館 と も し び 号 ) 
・ 巡 回 場所 の 白川 中 央 公園 へ 
・ 貸 出 、 返 却 
・ 図 書館 に 帰っ た あと 返却 処理 
貸出 ・ 返 却 デ ー タ を パソ コン へ 保存 


再 
藤 
で 
較 

MM 


2. 司書 と いう 仕事 と 司書 と し て の 可能 性 に つい て 

一 言 で 司書 と いっ て も 、 資 料 を 扱う 仕事 、 貸 出 や レフ ァ レ ンス な ど だ 利用 者 と 接する 仕事 、 コ 
ンピュータ の 管理 な ど 施設 に つい て の 仕事 等 、 司 書 の 仕事 は 多岐 に 渡っ て いま し た 。 私 は 本 が 
好き な の で 、 仕 事 を 通し て 多く の 本 を 知る こと が で きる こと に 魅力 を 感じ まし た 。 タ イト ル を 
見 て 興味 が わき 、 今 度 読ん で みよ うと 思う 本 や 見 つけ まし た 。 ま た レフ ァ レ ンス 演習 で 、 ど う 
や っ て 自分 の 知り た い 情 報 を 本 か ら 探し て 得る こと が で きる か わか る な ど 、 勉 強 に な る こと も 
多かっ た で す 。 


ー 92 ー 


2013 年 度 図書 館 現場 演習 報告 


司書 は 本 と 関わ る の は も ちろ ん 、 人 と 関わ る 仕事 で も あり まし た 。 特 に 印象 に 残っ て いる の 
は 、 移 動 図書 館 で 絵画 の 本 を 借り て いた 方 で す 。 職 員 の 人 が いく つか 選ん で 中 央 図書 館 か ら 持 っ 
て いっ て いた 本 を 熱心 に 見 て いて 、 毎 週 本 を 借り る の を と て も 楽し み に し て いる よう で し た 。 
どれ を 読む か 決め る の は 利 H 身 で す が 、 気 に 入っ た 本 と 出会う 手助け か が で きる の は 素敵 だ 
と 思い まし た 。 
図書 館 に 来る 人 は 本 を 読む た め 、 勉 強 を する た め 、 図 書館 の イベ ント に 参加 する た め な ど 目 
的 は 様々 で す 。 そ の た め 、 図 書館 に 求め る こと も 人 に よっ て 違い 、 図 書館 を それ ほど 必要 と し 
て いな い 人 も いる と 思い ます 。 そ れ で も ゃ も 、 図 書館 を 利用 する 人 は 多く お り 、 そ の 人 た ちの ニー 
ズ に 応え て で きる だ け 満 足し て も ら え る よう な サー ビス を し 、 図 書館 が 必要 と 思っ て くれ る 人 
が 増え れん ば 、 と て ゃ 達成 感 が ある だ ろう と 思い まし た 。 


〈 宇 治 市 中 央 図書 館 〉 


社会 学研 究 科 メデ ィ ア 学 専攻 


1 . 実習 日 程 と 実習 内 容 


に ち 実習 内 容 


8 /27 ( 火 ) | ・ 開 館 準 備 (返却 ポス ト に 返さ れ た 本 の 整理 ・ 拭 き 掃除 ) 

・ ミ ー テ ィング (自己 紹介 ) 

・ 本 返し (返却 され て きた 本 の 配 架 ・ 書 梨 整理 : 主 に 成人 書 ) 
分 館 か ら の 予約 本 の 取り 置き 業務 (予約 の あっ た 本 を 書架 か ら 探し 出 

し 取り 置き ) 

・ バ パス ワー ド 登 録 ・ イ ンタ ーネット 予約 に つい て の 説明 

・ 児 童 書 講 入 に つい て の 説明 

・ 返 却 カ ウン ター 補助 業務 

・ 貸 出 カ ウン ター 補助 業務 (貸出 処理 ・ 予 約 の 受付 ・ 予 約 本 の 受け 渡し ・ 貸 

出 券 の 発行 お よび 新規 の 利用 者 登録 ) 

・ 人 逐次 刊行 物 (新聞 ・ 雑 誌 ) の 管理 に つい て の 説明 と カバ ー 掛 け 


IM 


8/28 ( 水 ) | ・ 開 館 準備 ・ ミ ー テ ィング 

・ 本 返し ( 主 に 児童 書 ) 

・ 相 互 貸 借 に つい て の 読 明 

・ 予 約 図書 配本 サー ビス に つい て の 説明 

・ 返 却 カ ウン ター 補助 業務 

・ 貸 出 カ ウン ター 補助 業務 

・ 除 籍 作業 ・ リ サイ クル 本 の 処理 補助 業務 (古く な っ た 本 を 除籍 し 、 リ サイ 
クル 市 に 出す た め に 、 本 に 付与 され て いる バー コー ド を は が す ) 


8/29 ( 礎 ) | ・ 開 館 準 備 ・ ミ ー テ ィング 
・ 本 返し ( 主 に 成人 書 ) 

・ 予 約 配本 準備 作業 補助 (予約 本 の 貸出 手続 き を し て 、 利 用 者 ご と に 本 を 袋 
に 詰め て 配本 場所 ご と に 分 け て 連絡 車 に 乗せ る ) 

・ 配本 補助 業務 (連絡 車 に 乗り 配本 場所 に 赴 い て 予約 本 を 渡す ) 

・ 配 本 後 処理 補助 業務 ( 各 配 本 場所 か ら 戻 っ て きた 本 を 袋 か ら 取り 出す ) 
・ 成 人 書 に つい て の 説明 
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8 ブ 30 ( 金 ) | ・ 開 館 準備 ・ ミ ー テ ィング 


用 者 に 伝え る ) 
・ 返 却 業 務 補 助 
・ 貸 出 業 務 補 助 


・ 図 書 の 修理 (修理 ボラ ンティア の 方 と 一 緒 に 傷ん だ 本 を 修理 
・ 予 約 連絡 業務 補助 (予約 本 が 用 意 で きた こと を 電話 も し く は メー ル に て 利 


ュ ン 


8 グ 31 ( 土 ) | ・ 開 館 準 備 ・ ミ ー テ ィング 

・ 貸 出 業 務 補 助 

・ お は な し 会 の 読み 聞か せ に つい て の 説明 
・ 本 返し ( 主 に 児童 書 ) 
・ 予 約 連絡 業務 補助 
・ 修 理 済み の 本 の 整理 


9/1 (日 ) | ・ 開 館 準 備 ・ ミ ー テ ィング 
人 本 返し ( 主 に 児童 書 
・ 返 却 業 務 補 助 
・ 貸 出 業 務 補 助 


・ 本 返し (成人 書 ・ 児 童 書 ) 
・ お は な し 会 に 参加 (絵本 の 読み 聞か せ ) 


2 . SN 自分 の 司書 と し て の 可能 性 に つい て 


は どの よう な 場所 な の か を 感じ と る こと が で きた 。 


実習 を 通し て 、 現 場 で し か 味わう こと の で き な い 多く の こと を 体験 し 、 学 び 、 公 共 図 書館 と 


職員 の 方 の お 話 に よる と 、 公 共 図 書館 で 行う こと は 大 別して 収 書 と 奉仕 (サー ビス ) の 二 つ 
に 分 けら れ 、 所 蔵 し て いる 図書 と し て は 児童 書 (児童 生徒 向け の 図書 資料 )、 成 人 書 (大 人 向 
け の 図書 資料 ) の 二 つ が 挙げ る こと が で き 、 そ の それ ぞ れ に つい て 収 書 と 奉仕 を 行っ て いく こ 


と に な る と いう 。 収 書 と は 、 選 書 (月 に 一 回 の 選書 会 議 が あり 、 


選書 を 巡っ て は 基準 が 存在 し 


て いる ) し て 本 を 購入 し た り 、 購 入 し た 本 の 管理 を し た り し て いく こと 等 を 指し 、 奉 仕 と は 


そう し て 構築 され た 蔵書 を 利用 者 の 方 々 に 向け て どの よう に 運 


す H し て いく の か を 考え 、 カ ウン 


1 業務 を 実施 し た り 、 催 物 を 開催 し た り し て 利用 者 に 満足 し て いた だ ける 図書 館 や 環境 作り 


に 取り 組む こと を 指す 。 そ の どちら ゃ 重要 で あり 、 相 互 に 関係 
も の が 成り 立っ て いる と いう こと を 知っ た 。 


筆者 が 司書 課程 を 志 し た の は 、 物 事 に つい て 調査 ・ 分 析 す る こ 


し あっ て 初め て 、 図 書館 と いう 


と に 享受 する と いう 自身 の 特 


性 を 鑑み 、 中 で も 、 研 究 課 題 で や っ た 「 雑 誌 」 を 取り 扱っ て いる 図書 館 と いう 情報 集積 空間 に 


興味 を 抱い た か ら で あ り 、 そ うし た 観点 か ら 言 えば 、 図 書館 業務 


心 が あ っ た の だ が 、 実 慎 を し て みる と 、 カ ウン ター に 出 て 貸出 


の うち 、 も と も と は 収 書 に 関 


返却 作業 を 行っ た り 、 フ ロア に 


出 て 利用 者 の 方 と 一 緒 に 本 を 探し た り 、 お は な し 会 に 参加 し て 子ども た ちの 前 で 本 を 読ん だ り 
し て 来館 し た 方 々 と 接する こと で 、 利 用 者 の 声 を 拾う こと が で き 、 見 えて くる こと が 多い こと 
に 気付 か され た 。 そ こ で 、 ど ちら の 業務 が 好き か と の 職員 の 方 の 問い に 対し て 、 泰 仕 だ と 答え 


た 。 す る と 、「 人 が 好き な ん だ ね 」 と 言っ て いた だ いた 。 


鐘 書 館 と は 、 本 を 媒介 に し て 様々 な 人 と 出会え る チャ ンス を 与え て くれ る 場所 な の で は な い 


だ ろう か 。 そ し て 、 そ うし て 巡り 会 う 人 びと の 年 齢 層 や 置か れ た 状況 が 多様 で ある 公共 図書 館 
で の 仕事 に こそ 、 や り が い が あ る の だ と いう こと を 職員 の 方 の 背中 を 見 て 学ん だ 。 
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(大 阪 市 立 中 央 図書 館 〉 


INU 
澤 
較 
更 
還 
加 
革 
避 
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9 30 | 午前 | オリ エン テー ショ ン 


(月 ) ・ 大 阪 


yy 


立 中 央 図書 館 の 概要 に つい て で の 説明 (区 w 
トワ ー ク 等 ) 


MM 


目 内 の 見当 (開架 、 


中 重 書 書庫 、 自 動車 文庫 等 ) 


館 の 歴史 、 サ ービス 、 ネ ッ 


午後 | ・2 階 閲覧 室 の 説明 (フロ ア に つい て 


書 座 で 払出 し する 資料 を 選択 する 作業 
* 書架 中 1 F 業 
10/ 1 | 午前 | ・ 企 画 情報 担当 業務 の 概要 の 説明 (全体 の 概要 、 予算 の 管理 ・ 執 行 、 書誌 テ 
( 火 ) タ の 構造 等 ) 
・ 書誌 デー タ の 作成 
午後 | ・ 館 外 サ ービス ・ 障 が い 者 サー ビス ・ サ ービス 企画 の 業務 に つい て の 説明 
・ 書 保 整 理 作業 


10/2 | 午前 | ・ 地 下 1 階 閲覧 室 の 読 明 (フロ ア に つい て ) 


( 水 ) ・ 映 画 の チラ シ の 分 類 作業 


午後 | ・1 階 閲覧 宝 の 説明 (フロ ア に つい て ) 
・ カ ウン ター 業務 


10 グ 3 | 午前 | 府立 中 央 


図書 館 で の 実習 (協力 業務 ) 


( 木 ) ・ 大 阪 府立 中 央 図書 館 の 概要 に つい て の 説明 


・ 館 内 見 学 (閲覧 各 室 ・ 地 下 書 庫 ) 
・ ネ ットワーク 作業 (配送 仕分 室 で の 作業 ) 


双書 館 で の 


習 (児童 文学 館 業 務 ) 


・ 国 際 児 童 文学 館 の 概要 に つい て の 読 明 
庫 で の 作業 


10/4 | 午前 | ・ 高 齢 者 ボラ ンティア 講座 の 見 学 (高齢 者 施設 で の 紙芝居 」 に つい て の 説明 ) 


午後 | ・3 階 閲覧 室 の 概要 の 説明 (大 阪 担当 業務 、 調 査 ・ 図 書館 学 f 


究 担 当 業 務 内 容 ) 


2. 司書 と いう 仕事 と 
実習 の 中 で 、 図 書館 
5 日 間 の 実習 で は 、 


さと いう や も の を 感じ る 
匂 書 館 は 、 利 用 者 の 
者 か ら は 見 えな い が 


か に 動き 、 支 を てい らっしゃる か が わか っ た 。 ま た その た め に 、 利 
を 傾け 、 よ り 良 い 図 書館 と な る た め に # 


自分 の 司書 と し て の 可能 性 に つい て 


に つい て 表面 的 な か こと し か わか っ て いな いと いう こと を 実感 させ られ た 。 


毎日 まず 初め に 図書 館 の 開館 と 同時 に 入っ て くる 方 へ 挨拶 する と ころ か 
ら 始 まっ た 。 利 用 者 の 方 の 顔 を 見 な が ら 行 うこ の 挨拶 の 中 で 、 利 用 者 と 職員 の 方 と の 距離 の 近 


こと が で きた 。 
方 が 求め る 資 
、 裏 で は 、 気 持 


を 貸し 出し た り 、 資 料 の 相談 に 応じ る と いう 側面 し か 利 


ちよ く 使 っ て も ら う た め に いか に 図書 館 の 職員 の 方 が い 


ほか し て いる 姿 を 垣間見 る こと が で きた 。 


の 意見 に ゃ 積極 的 に 耳 


方 通行 の サ 


ビス で は な く 、 利 用 者 の 視点 も 入っ て いて 、 図 書館 と し て の あり 方 に 感銘 を 受け た 。 
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料 も 多く 、 中 に は 戦前 の 、 今 で は 手 に 入ら な いよ うな も の も あっ た 。 図 書館 は 人 々 の 貴重 な 財 
時 55 それ を 扱う 司書 と いう 仕事 の 責任 感 の 重 さ も 実感 させ ら 
れ た 。 

図書 館 で は ボラ ンティア の 方 ゃ 多く 活躍 され て いた 。 障がい 者 サー ビス で の 対面 朗読 や 点訳 
絵本 ・ 布 の 絵本 の 製作 、 ま た 子ども へ の 読み 聞か せ や 紙芝居 な ど 、 多 く の 中 で 支え て いら っ し ゃ 
こと を 知っ た 。 ボ ラン ティ ア の 方 に 対し て の 研修 も 充実 し て お り 、 そ の 質 の 高 さ も 感じ られ 


お 吊 
竹 喘 


また 、 図 書館 と し て 斬新 な イベ ント も ゃ 多く 企画 され 、 そ の 企画 を 通じ て 利用 者 に 新しい 本 と 
の 出会い を 持っ て も ら え る よう に 、 工 夫 を され て いた 。 た だ 利用 者 が 資料 を 探し に 来 た り 、 何 
か に 興味 を 抱く の を 「 待 つ 」 の で は な く 、 図 書館 の 方 か ら 資 料 に つい て アピ ー ル し 、 利 用 者 が 
興味 を 持つ よう に 積極 的 に 働き か け て 、 図 書館 に 来 て もら える よう に 努力 され て いる と ころ が 
と て も ゃ 印象 的 だ っ た 。 図 書館 に も こう し た 外 に 向け て いく 姿勢 が 必要 で あり 、 そ れ が 図書 館 の 
殆 力 と な っ て いく の だ と 思っ た 。 
今回 の 実習 を 通し て 見 た 実際 の 現場 で の 図書 館 司書 と し て の 業務 は 、 授 業 の 中 で 学び 、 想 像 
し て いた 図書 館 司 書 と し て の 業務 より も 、 多 岐 に 及 ん で いた 。 それ ら の 業務 に 対応 する た め ! 
は 、 私 自身 も さま ざま な 意見 を 受け 入れ る 柔軟 さや 、 幅 広い こと に 興味 ・ 関 心 を 持つ 好奇 心 、 
さら に 、 そ れ を 活か せる よう な 知識 や 技術 が 必要 で ある と 思っ た 。 私 の 図書 館 司 書 と し て の 可 
能 性 を 広げ る た め に は 、 そ うし た こと を 一 の ー つ 学ん で いく こと か 必要 な の だ と 思っ た 。 


(大 阪 府立 男女 共同 参画 ・ 青 少年 セン ター 情報 ライ ブラ リー 
文化 情報 学部 文化 情報 学科 鷹 川 約 


日 に ち 実習 内 容 


11 グ 27 ( 水 ) 蔵書 点検 の 事前 準備 の 一 環 と し て 書架 の 資料 が NDC に 則っ て 配 架 され て 

いる か 確認 し つつ 書架 整理 を 行っ た 。 ま た 、 参 考 図書 の 中 で 年 次 が 古い も の 
を 開 介 か ら 書 庫 に 移す に あたり 、 そ れ ぞ れ の 資料 の バー コー ド を 読み 取っ て 
所 蔵 資 料 デ ー タ ベー ス を 検索 し 、 書 誌 の 所 在 と 貸出 状況 を 変更 、 更 新 し た 。 


11/28 ( 木 ) 1 日 目 に 所 蔵 資 幸 デ ー タ ベー ス の 書誌 を 変更 し た 資料 を 書庫 に 配 介 す る 作 

業 を 行い 、 書 架 整理 を 1 日 目 の 続 きか ら 行 っ た 。 そ し て 自分 の ライ ブラ リー 
カー ド を 作成 する た め に 利用 者 次 録 を 行っ た 。 その後 、 請 求 記 号 ラ ベル 未 貼 
付 の 行政 資料 を 書 梨 か ら 抜き 出し 、 それぞれ の 請求 記号 を バー コー ド か ら 所 
蔵 資 料 デ ー タ ベー ス を 検索 し て それ と 地方 公共 団体 コード を ラベ ル シ ー ル に 
打ち 込み 、 で きた ラベ ル を 資料 の 背 表紙 下方 に 貼り 付け 、 上 か ら ブ ッ カ ー を 
貼る 作業 を 行っ た 。 
11 ン 29 ( 金 ) | ドー ン セ ンタ ー で 行わ れ て いる 母子 家庭 の 母親 を 対象 に し た 職業 訓練 講座 
に お ける 外部 講師 の 話 を 実際 に 開い た 。 その 後 、 返 却 、 閲 覧 され た 図書 を 書 
保 に 戻す 作業 を し て か ら 書 架 整 理 の 続き を 行っ た 。 ま た 、 2 (に 行っ て い 
た 請求 記号 ラベ ル 未 貼付 の 行政 資料 に 請求 記号 ラベ ル を 貼り 付け る 作業 の 続 
き を し て 一 通り 終了 し た も の を 書架 に 戻し 、 生 人 0 人 2 
し 、 同 様 に 請求 記号 ラベ ル を 貼り 付け 、 そ の 上 に ブッ カー を 貼る 作業 を 行っ 
た 。 


ン 
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12〆3 ( 火 ) 蔵書 点検 の 1 日 目 で 、 バ ー コ ー ド リー ダー で それ ぞ れ の 資料 の バー コー ド 
を 読み 取る 作業 を し た 。 ま た 、 ラ イブ ラリ ー ツ アー と いう こと で ライ ブラ リー 
の 説明 を 受け た 。 

12〆4 ( 水 ) 蔵書 点検 の 続き と し て 資料 の バー コー ド を 読み 取る 作業 を し 、 そ れ が 終了 
し た 後 は 読み 取り 作業 で 乱れ た 資料 を 整え る た め に 面 揃え を 行っ た 。 

12 グ 5 ( 床 ) 蔵書 点検 の 2 日 目 に 引き 続き 、 開 保 の 面 揃え を 行っ た 後 、 読 み 取っ た 資料 
と 所 蔵 資料 デー タベース を 照ら し 合わ せ た 結 果 、 読 み 取ら れ て いな いと し て 
挙げ られ た 不明 本 の 捜索 を し 、 あ る 程度 見 つか っ て か ら は 書庫 の 資料 の 面 描 
え を し た 。 
126 ( 金 ) 蔵書 点検 の 最終 日 で 翌日 か ら の 開館 に 向け て 開架 の 書名 を 拭き 、 展 示 コ ー 
ナー を 整え て か ら 12 月 に 因 ん で 館内 に クリ スマ ス の 人 委 り 付け を し 、 書 庫 の $# 
料 の 面 揃 を え を し た 。 そ し て 、 ド ー ン セン ター 内 で 行わ れる 公開 勉強 会 の 準備 
を し 、 そ の 後 実際 に 参加 者 と し て 参加 し つつ 休憩 時 間 中 は 運営 の 手伝い を し 、 
終了 し て か ら は 片付け に 携わっ た 。 


2. 司書 と いう 仕事 と 自分 の 司書 と し て の 可能 性 に つい て 
まず は じ め に 、 図 書館 と は 図書 や 雑誌 を は じ め と する 様々 な 資料 を 利用 者 に 提供 する 機関 で 
ある と 考え る 。 ま た 、 そ れ は 広く 捉え る と 情報 を 提供 する こと で あり 、 イ ンタ ーネット の 発展 
な ど で 膨 大 な 情報 が 存在 し て いる 現代 社会 に お いて 信頼 性 の ある 適切 な 情報 を 提供 する こと が 
で きる 機関 で おる と いえ る 。 司 書 は その よう な 機関 に お いて 実際 に その サー ビス を 提供 し て い 
く 上 で 欠か せな い 人 材 で あり 、 資 料 の 適切 な 維持 や 管理 な どの 点 に お いて 、 図 書館 と いう 機関 
の 維持 に 不可 欠 な 存在 で ある と 考え る 。 
また 、 イ ンタ ーネット の 発展 に 代表 され る よう に 世の中 の 移り 変わ っ て いく な か で は 図書 館 
が 提供 する サー ビス や 機能 に つい て も ゃ 従来 の も の に と ど ま る だ け で な く 、 変 化 が 必要 だ と いえ 
る 。 そ し て 、 今 後 も 様々 な 変化 が 考え られ る な か で 図書 館 の 持つ 機能 に も ゃ 変化 が 求め られ る こ 
と は 必 玉 で あり 、 そ れ に 伴い 実際 に 変化 し て いく 中 で サー ビス を 提供 する 主体 で ある 司書 に つ 
いて は どの よう な サー ビス を 提供 し て く か 、 ま た 、 求 め ら れ た 機能 を どの よう に 提供 し て いく 
か を 決定 づけ る 上 で 大 い に 可 能 性 が ある と 考え る 。 

その よう な 中 で 、 自 分 は 司書 と し て 適切 な 情報 を 利用 者 に 提供 し 、 従 来 の サー ビス は 勿論 、 
新た に サー ビス を 考え 、 そ れ を 提供 し て いく 一 助 と な る こと が で きる と 考え る 。 


〈 大 阪 府立 中 央 図書 館 〉 
文学 部 文化 更 学 科 山 田 絵 梨 


1 . 実習 日 程 と 実習 内 容 


日 に ち 実習 内 容 
8 グ 20 | 午前 | ・ オ リエ ン テ ー シ ョ ン 
( 火 ) ・ 大 阪 府立 中 央 図書 館 に つい て 説明 
・ 館 内 見 学 
・ 貸 出 カ ー ド の 申し 込み 
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午後 | ・ 中 央 図書 館 利用 案内 に つい て 説明 
・ 各 部 署 の 業務 説明 
… 閲 覧 調整 業務 資料 情報 課 業 務 国 際 児 童 文学 館 業 務 障 が い 者 支援 室 
業務 
ch 計ら い 図書 の 本 棚 を 、 障 が い 者 支援 室 で の 
業務 説明 の 際 、 対 面 朗 読 室 を 見 学 さ せ て いた だ く 
8 グ 21 | 午前 | ・ 各 室 業務 (3F 社会 自然 系 資料 室 で の 業務 実習 ) 
( 水 ) … 社 会 自然 系 資料 室 の 概要 説明 3F フ ロア 見 1F 見 計ら い 図 書 の 本 
棚 見 学 プ 社 会 自然 系 資料 室 で 使わ れる 参考 図書 の 紹介 プ こ れ ま で に 受け 
た レフ ァ レ ンス の 紹介 
午後 | ・ 地 下 書 庫 で の 業務 実習 一 書庫 出納 業務 
…1F・3F・4F へ 資料 を 出納 予約 され た 本 を 出納 地下 書庫 所 蔵 の 
返却 本 返却 処理 
8 グ 22 | 午前 | ・ 地 下 書 庫 で の 業務 実 慎 二 - ネ ットワーク 業務 
( 木 ) … 予 約 在籍 票 を 見 て 3・4F の 資料 を 取り に 行く 貸出 引当 作業 貸出 す 
る 本 の 汚れ を チェ ッ ク ン 配送 館 毎 に 貸出 本 の 仕分 け ノ 中 之 島 図 書館 か ら 
返っ て きた 資料 の 仕分 け ノ 中央 図書 館 を 経由 し て 他 館 へ 貸出 され る 資料 
の 仕分 け ノ 中央 図書 館 へ 返却 され た 資料 を 各階 へ 返却 落書 き さ れ た 本 
に 消し ゴム か け 
午後 | ・ 国 際 児 童 文学 館 業 務 
… 新 刊本 に シー ル 貼 り ノ 書庫 内 の 本 の 配置 換え 
・ 各 室 業務 (3F 社会 自然 系 資料 室 で の 業務 実習 ) 
… 社 会 自然 系 資料 室 で 使わ れる デー タベース の 紹介 
8 グ 23 | 午前 | 〈( 大 阪 市 立 阿 倍 野 図書 館 で の 実習 ) 
( 金 ) ・ 館 内 見 学 、 説 明 
・ 相 貸 仕 分 け ・ 他 館 資 料 の 借受 処理 な ど 
・ 行 事 見 学 、 手 伝い 
… ぴ よび ぴよ ひろ ば (乳幼児 向け に 多目的 室 を 開放 、 お は な し か いも 行う) 
を 見 学 片 付け の 手伝い 
午後 | ・ 現 物 点 検 
・ 返 却 図 書 書架 戻し 
・ 雑 誌 装備 
・ 商 用 DB 検定 
・ カ ウン ター 実習 
・ 寄 贈 本 装備 
8 24 | 午前 | ・YA 向け 図書 書評 執筆 
( 土 ) ※ 参 考 URL 
http://wwwr.hbrary.pref.osaka.jp/cgi-bin/benriyan/display_yayaya.cg1 
・YA 向け 資料 表紙 カッ ト 作 成 
・1F こ ども ゃ 資料 室 お は な し の へ や ー お は な し か い (24 日 14 時 開催 ) の 準備 
… お は な し か い に 使 用 する 資料 の 選択 ノ 役 割 分 担 ( 絵 本 2 人 ・ 紙 芝居 1 人 ・ 
大 型 絵本 1 人 ) 
午後 | ・1F こ ども ゃ 資料 室 お は な し の へ や ー お は な し か い 
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2013 人 


INU 
洒 


… 価 
・1F 


こ ど ゃ 資料 室 業務 実習 


朋 


所 生 
H 


剖 作 し お り 租 


館 現場 演習 報告 


人 練習 全体 リハ ー サ ルン 本 番 / お は な し か い 反 省 会 


人 作 に 使う イラ スト を 余っ て いる 表紙 か ら 切 り 抜 く 


8 27 
( 火 ) 


・ 各 室 業務 (3F 社会 


然 系 資料 室 で の 業務 実習 ) 


… 政 策 立案 支援 サー ビス の 内 容 説 明 政 策 立案 支援 サー ビス の 
レフ ァ レ ンス 演習 (9 間 ) プレ ファ レン ス の 回 答 


業務 


トブ 
会 


然 科学 系 資料 室 /1F こども ゃ 資料 室 


2 の 補 5 内 容 説 
行っ た 業務 内 容 


明 
の 読 B 


阪 市 立 阿倍 野 図 


反省 実習 4 


の 違い に つい て の 感想 ノ 


E 所 見 (配属 先 の 職員 さん より ) ノン 府 立 
主 館 へ の 就職 に 対す る 想い に つ 


区 


ヒト 


実習 報告 会 


どの よう な 資料 が 配 架 され て いる か の 説明 実 
月 プ どど の よう な レフ ァ レ ンス が あっ た の 
書館 で の 実習 内 容 の 説明 


か の 


iM 


凶 


説 


1 い \ 


FF 


書 と 
区 


う 仕 事 と 自分 の 司書 と し て の 可 


私 は 


こ お い て 、 図 


館 実 習 に 


び つ ける こと 
思い や りか が 必 
E ず 、 専 門 
識 も 含ま れ 


ご づ 


知 


る 。 例 えば 、 

の 図書 館 で 使 
ファ レン ス サ ー 
は 、 司 書 資格 


則 


通し て いる か 、 


」 で ある こと を 実感 し た 。 
要 だ と 思う 


性 


館 の 現場 を 体験 する こと で 、 上 
この 仕事 を 達成 する た め 


(に つい て 


書 の 仕事 


り 。 
性 に つい て だ が 、 
る が 、 何 より 、 そ の 図書 
が 間 わ れる と 思う 。 区 


これ は 今 ま で 司 請 
館 が 所 蔵 し て いる 
昔 館 で 行わ れる サー ビス に は 、 ど れ ゃ 専 


資格 を 得る た め 


に 学ん で きた 


は 、 専 門 介 


は 「 人 と 資料 を 結 
所作 あお 。 そし て 


牙 


料 や 区 


館 が 持つ 設 


弁 


利用 者 が 探し て いる 図書 を 1 冊 、 
っ て いる 分 類 体系 や 、 書 保 


書 崎 の 前 


ビス と な れ ば 、 な お さら 深 


衝 


の 


る は 、 よ 
た 、 最 も 専門 


験 を 積む ゆこ と で 洗練 され て いく も の で ある 。 そ れ ゆ え 、 司 書 に 必要 と され る 専 


経験 に よっ て 
重量 の ある 資 


且 


る 。 書 架 の 自 


E 


り 良 い サ ービス を 


f 


し 


第 われ る の だ と 思う 。 
縮 料 を 運ん で 、 館 内 を 歩き 


回 


目 


動 化 な ども 進み 、 


違い な く 利 


そし て 、 貸出 


ゃ も 、 思 いや り 


と 直接 コミ ュ ニ ケー ショ ン を と る 。 そ の 際 、 相 


ロ 


を 持っ て 仁 


が 変わ る 。 常 


連 の 方 の 場合 


ス の 場合 は 、 
れ な けれ ば な 
NN 
、 利 月 
さて 、 私 の 


直接 利用 者 の 顔 は 見 えな い 。 
ら な い 。 資 


ゃ も 求め られ る 。 実 習 の 昌 


舌 と し て の 可能 性 


司書 


無 だ け で は か れる も の で は な い 、 


ら な けれ ば な ら な 
に は 必要 で ある 。 利 用 者 の 求め る 情報 を 得る た め に は 、 軽 い フ ットワーク で 
還 の に 0 
] 者 の 必要 と する 資料 を 提供 する た め 
0 DP の 0 と 、 間 接 サ ービス に お いて 
事 を する べき で ある こと も 感じ た 。 


、 職 員 と の 会 話 も 楽し ん で いる こと も ある 
の 場合 、 レ ファ レン ス の た め に カウ ンタ ー へ 行く の に た め ら っ て いる 
1 つ 1 つの 作業 は 利 
料 を 間違え な いよ うに 丁寧 に 行う こと や 、 資 
F で や ゃ も 、 図 書 の 汚れ チェ ッ ク や 資 
者 に 資料 を 提供 し て いる こと が 分 か り 、 間 接 サ ービス で の 思い や り の 大 切 さ を 知っ た 。 
今 の 時 点 で は 決し て 高い と は 言え な い 。 


だ が 、 


に つい て だ が 、 


書 梨 か ら 持 っ て くる 、 


と も 思っ た 。 


と は 、 人 の 目 で の 確 


カウ ンタ 


勤務 し て いる 
展開 し た いと いら 意識 を 持っ て いる か どう か に 左右 され る 。 ま 
E が 必要 と され る で あろ うら う レ ファ レン ス サ ー ビ ス は 、 知 識 も さる こと な が ら 、 経 
、 努 力 と 


\ こ と か ら 、 や は り 、 


『 
これ だ け の こと で も 、 


kr び 方 を 知っ て いな けれ ば 、 迅 速 に は 行え な い 。 
\ 知 識 が 必要 と され る だ ろう 。 た だ し 


、 こ の 専 『 


館 情報 学 の 
に どれ だ け 精 
性 が 必要 で あ 


そ 
レ 


時 


図 


館 に 精通 す 


門 性 は 


助 き 


ロ 


誰 や 必要 で ある 。 


ー 業 務 で は 、 利 


E が 


凶 


書館 を よく 利 


し 、 あ まり 和 
こと も ある 。 


| 用 
間 
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や 施設 を 使 


体力 や 司書 
る 必要 も あ 


FF 


間 


者 の 方 
H す る 人 か どう か で も 対応 
し な い 方 
議 サ ー 
者 の こと を 考え て 行わ 
いや すい 状 
番号 の 確認 を 何 度 も 行 


ビ 


実習 


を 通し て E 


る と 感じ た 。 今 


分 ( 
う に は 、 人 努力 と 経験 が 


ー ひひ 


図書 館 学年 報 第 39 号 


と まだ 未熟 な 部 分 が ある こと を 実感 し た 。 し か し 、 司 書 と し て 必要 な も の を 


〈 大 阪 府立 中 之 島 図書 館 〉 


程 と 実習 内 容 


ほ 要 で あり 、 
まで より や ゃ 更に 、 図 書館 活動 に 情熱 を 持っ て 関わ り 、 励 ん で いき た いと 思う 。 


これ か ら ゃ や 勉強 し て いく こと で 、 高 め て いく こと が で き 


し 
MIUy 


文学 部 国文 学科 橋 本 南 


に ち 


8 グ 20 ( 火 ) 


・ 中 之 島 図 書館 の 概要 説明 
・ ビ ジネス 支援 サー ビス の 概要 説明 


・ 館 内 見 学 


・ ビ ジネス 支援 課 実務 説明 


・ 合 録 実 習 


・ 複写 室 ・ デ ジタル 情報 室 実習 
・ 新 聞 室 実習 


8 グ 21 ( 水 ) 


・ 物 流 実習 
・ カ ウン ター 実習 

・ 返 却 カ ウン ター 
調査 相談 カウ ンタ ー 


貸出 


8 グ 22 ( 礎 ) 


・ 大 阪 資料 ・ 大 
・ 大 阪 資料 ・ 古 典籍 課 の 実務 説明 
・ レ ファ レン ス 演 習 


t 籍 室 の 概要 説明 


籍 宝 の 書庫 ・ 閲 覧 室 見 


\ 籍 に 関す る 内 容 


8/23 ( 金 ) 


「 ロ 
・ カ ウン ター 実習 
・ 返却 カウ ンタ ー 
周 査 相談 カウ ンタ ー 


中 


架 整 この 


過 


昌 


・ レ ファ レン ス 演 習 (ビジ ネス 支援 に 関す る 内 容 ) 
・ 反 省 会 


2. 司書 と いう 仕事 と 


自分 の 司書 と し て の 可能 性 に つい て 


実習 を 通し て 、 司 書 と いう 付 
うこ と を 実感 し た 。 今 臣 
まで 知ら な か っ た も の を 見 せ て いた だ いた り 、 話 を 聞か せ て で て いただい たり し た 。 そ の 度 に 


自分 の 知識 の な さ を 痛 感 し 、 司 書 と いう 仕事 が 遠い 存在 に 思え た 。 中 で も 、 大 阪 資料 ・ 古 


事 は 専門 性 が 高く 、 多 く の 知識 と 経験 を 必要 と する 仕事 だ と い 


天 


の 実習 中 、 何 度 も 司書 の 方 に わか ら な いこ と を 教え て いた だ いた り 、 


1 逢 


室 、 ビ ジネス 資料 室 に お ける レフ ァ レ ンス 演習 の 際 は 、 私 が 書 梨 の 前 で 考え あぐね て いる と こ 
ろ に 司書 の 方 が 声 を か け て くだ さり 、 そ の 時 点 で の 私 の 状況 に 合わ せ て 、 次 に 見 る と よい 資料 


の ヒン 


を 出し て くだ さっ た 。 説 明 も わか りや すく 、 と て も 助かっ た 。 司書 の 方 と お 話し する 


機会 か 多かっ た レフ ァ レ ンス 演習 の 中 で 私 が 最も 驚い た こと は 、 解 答 と 解説 を 受け て いる と き 
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2013 年 度 


に 、 実 習 生 4 人 それ ぞ れ が 解答 に 辿り 着く 過程 が 異な り 、 


ス を 受け て いた と いう こと で ある 。 実習 4 
の 数 だ け 調 査 内 容 や 調査 方 法 が ある だ ろう 。 それら に 合わ せ て 適切 な レフ ァ レ ンス を 行う 司 
書 の 仕事 は 、 豊 富 な 知識 ・ 技 術 ・ 経 験 な し に は 成り 立た な い 仕 ヨ 
実際 に と て も 多く の レフ ァ レ ンス ・ ケ ー ス が ある た め 、 利 
く 、 そ れ が 司書 と いう 仁 


店 た 
ご /ー ュ 


し か し 全員 が 司 


E4 人 で すら 4 通 


く の 職 員 の 方 の お 話 を 聞い て 司書 と いう 仕事 へ の 興味 が さら に 深まっ た 。 


今回 の 3 
気持 ち も 生ま れ た 。 し か し 、 中 之 島 


た 習 を 終え て 、 図 書館 司書 と いう 職業 へ の 関心 が 高 3 


だ と 思っ た 。 
の 方 か ら 学 ぶ こ と も 多 
上 事 を し て いて 一 番 楽 し いこ と だ と 語っ て 下さ っ た 司書 の 方 も お り 、 多 


の 方 か ら ア ドバイ 
り の プロ セス が ある の だ か ら 、 利 用 


E り 、 図 書館 に 就職 し た いと いう 
選書 館 の よう に 業務 の 大 部 分 を 外部 業者 に 委託 し て いる 区 
書館 で は 、 レフ ァ レ ンス 経験 が な ない まま 司 書 と し て 就職 し て も 十分 な サー ビス を 提供 する こと 


が で き な い の で は な いか と いう 不安 が 残っ た 。 今 回 の 実習 で は 、 レ ファ レン ス サ ー ビ ス 以 外 の 


司書 の 仕事 に つい て 知る こと が で き な か っ た の で 、 今 後 様々 な 図書 館 の 司書 の 仕事 ・ 役 割 に つ 
いて 学ん で いき た い 。 
《 大 津 市 立 図書 館 〉 
文学 部 国文 学科 村 川 弘 樹 
1 . 実習 日 程 と 実習 内 容 
に ち 実習 内 容 
10/ 4 | 午前 | 開館 準備 
金 ) よちよち クラ ブ (幼児 向け の 読書 会 ) 
階 の 書架 鞭 理 
館長 より 大 津 市 立 図書 館 の 講習 
午後 | 児童 サー ビス の 講習 
一 階 の カウ ンタ ー 業 務 と 書架 整理 
10/5 | 午前 | オリ エン テー ショ ン 
( 半 ) 一 階 の カウ ンタ ー 業 務 と 書架 整理 
レフ ァ レ ンス 対応 
午後 | 一 紫 の カウ ンタ ー 業 務 と 書架 整理 
レフ ァ レ ンス 対応 
10/6 | 午前 | 開館 準備 
(日 ) 一 階 の カウ ンタ ー 業 務 と 書架 整理 
レフ ァ レ ンス 対応 
参考 資料 及び 郷土 資料 コー ナー の 講習 
午後 | 一 紫 の カウ ンタ ー 業 務 と 書架 整理 
レフ ァ レ ンス 対応 
10 グ 8 | 午前 | 開館 準備 
( 火 ) 一 階 の カウ ンタ ー 業 務 と 書架 整理 
レフ ァ レ ンス 対応 
障害 者 サー ビス の 講習 
予約 ・ リ クエ スト サー ビス の 講習 
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書館 学年 報 第 39 呈 
午後 | 移動 図書 久 
10〆9 | 午前 | 開館 準備 
( 水 ) 一 階 の カウ ンタ ー 業 務 と 書架 
除籍 、 受 入 、 雑 誌 等 資料 係 業務 
午後 | 見 計ら い 業 


一 階 の カウ ンタ ー 業 務 と 書 


則 


2. 司書 と いう 仕事 と 司 
司書 と いう 仕事 に つい て 、 私 は 、 あ まり う 
て いる と いう こと だ けが 明確 な 


い の や も の で あっ た 。 


し か し 、 実 習 を 通 


と に か く 、 利 用 者 と いう 
解決 する 人 が 、 司 書 
書 と いう 仕 
香 館 と いう 存在 を 、 


て 、 そ れ が 、 
加え て 、 区 


避 
MM 


串 


と し て の 可能 性 に つい て 


じ て 、 司 書 の 実像 を よく 理 


に よる や も の で ある 。 


ある の だ か ら 、 司 書 


大 切な こと で ある 。 


れ が 、 固 有 の 役割 を 有 し て いる 。 一 人 一 人 の 司書 が 、 
り 巻 く 環 境 を 勘案 し た 上 で 、 理 想 の 図書 館 像 を 描き 、 そ の 実現 の 為 の 道程 を 考え 、 具 
自分 は 、 ま ず 第 一 歩 
の で は な い だ ろ うな か 。 
私 は 、 大 学 で 四 


そし て 私 が 、 行 っ て きた この 視点 は 、 ま さ に 、 司 
利用 者 の 目線 に 立っ て 、 


計ら 


呈 


鞭 で あっ た 。 


の 前 の 人 の た め に 、 
本 が 相手 で は な く 、 人 が 相手 の 


E 間 、 サ ー ク ル の 活 


最大 の 壮 力 で も ある と 感じ た 。 
いか に 成長 する 有機 体 へ と 成 
で も な く 、 図書 6 


E く イメ ー ジ が 


革 の 考え 方 や 行動 一 つ で 区 


全国 各地 に 存在 する 図 


きた 。 
館 と いう 資源 の 宝庫 を 活用 し て 、 間 題 を 
汰 業 で ある と 、 痛 


* 庄 パ を 


自 


どの よう な 図書 館 と し て 考え られ て いる の か 、 


いれ ば 、 解 決 の 手 伝 


目線 で の 思考 な くし て は 、 図 


館 と し て の 発展 は な いで あろ う 。 こ の , 
て きた 、 そ し て 、 こ れ か ら も し た いと 思っ て いる こと で ある 。 

目 の 前 に いる 人 と 真琴 に 向き 合い 、 そ し て 、 そ こ か ら 、 そ の 人 を 発見 し 、 何 か 問題 を 抱え て 
\ ヽ を する 。 人 の 前 に 立つ の で は な く 、 人 の 隣 に 立つ 司 


刻 と し て 、 何 が で きる の か を 熟考 する こと で 、 図 書館 と し て の 成 ] 


【 


助 と し て 、 広 告 を 勉強 し た 。 今 、 ど の 』 
られ て いる の か 、 ど の よう な アプ ロー チ の 方 法 が ある の か 、 と いう こと は 勿論 
活 者 は 、 ど の よう な 悩み を 抱 を て いる の か 等 を 考え る こと に より 、 広 告 を 創 


の 仕 ヨ 


H 来 て いな か っ た 。E 
際 で あっ て 、 あ と は 、 本 が 好き な 人 が な っ て いる の だ ろう くら 


慌 させ られ る か は 、 司 
軍 営 し て いる の は 、 本 で は な く 、 司 書 で 
填 『 は 、 大 きく 異な る 。 
生 館 は 、 ど れ 一 つと し て 同じ 図書 


き 館 で 働い 


感 し た 。 そ し 


書 の 力量 


そし て 、 そ れ が 、 
館 は な く 、 そ れ ぞ 


分 の 図書 館 に 対し て 、 そ の 


書館 を 取 
体 的 に は 、 
評 が 始ま る 


ト う な 商品 が 求め 
の こと 、 今 、 生 
HH し て きた 。 

に 活か せる だ ろう 。 司 
邊 を 考え な けれ ば な ら な い 。 利 用 者 に と っ て 、 今 、 
どの よう な 図書 館 を 求め て いる の か 人 等 


よ 、 常 に 、 
この 図書 館 は 
、 利 用 


思考 は 、3 、 私 の し 


生 に な り た い 。 


理 


《 和 亀岡 市 立 図書 館 〉 
文学 部 国文 学科 有 
1 . 実習 日 程 と 実習 内 容 
に ち ー 
・ 館 長 に よる 図書 館 の 説明 


・ 一 般 


区 


2013 人 


INU 
漂 


書 に て 


書 整理 


・ 新 聞か ら 


貸出 ・ 返 序 


凶 


館 と 亀岡 に 関す る 記事 を 探し 、 フ ァイル に と じ る 


・ 広 
・ 市 外 
・ 予約 表 
・ 予 約 
・ 新 し 


凶 


を 書 


され て いる 本 を 取り に いく 
雑誌 の デー タ 入 力 と 過去 雑誌 の デー タ 変 更 


R の 方 か ら イ ベン ト の ちら し に つい て お 話 を 聞く 
書館 の 本 を 借り る た め に カー ド の 作成 


10 プ 31 ( 木 ) 


に = っ =3 


諾 コー ナー 


盟 館 後 の 戸 締 


LT 
HHT 


に て 本 の 貸 


に て 


・ 学 校 配 分 …3 つの 小学 校 を 周 る 
・ 返 却 


11/1 ( 金 ) 


ネ 


館 前 の 準備 


L の 挨拶 


若 こ 志 選 部 


互 貸借 
・ メ ー ル 便 の 整 下 
・ 一 般 


区 


・ 返 却 


刊 の チェ ッ ク や や 、 月 始め の た め 特 設 コ ー ナ ー の 変更 
クエ スト 本 の チェ ッ ク 
の 整理 


MM/ タ 5) 


日 行わ れる イベ ント の 準 
2 館 あ る 、 分 室 の 見 人 
・ お 話し 会 の 見 
シンプ 


由 ・ 


返 堆 


学 


貼り 


4 全 


朋 
ミン 
に 
区 


幸 の 稚 


・ 蔵書 整理 


入っ た 本 の デー タ 記 入 


出 ・ 返 却 


書 と いう 仕事 と 


自分 の 司 


司書 と いう 仕 ヨ 


者 に 


ウン ター が 


凶 


館 の 雰 


囲 気 を f 


芋 と し て の 可能 性 に つい て 
肝 は 接客 業 だ と いう こと が よく 分 か り 3 
番 見 える と ころ で あり 、 笑 顔 で 利用 者 と 接する ョ 


ほ が 大 切 で す 。 


E し た 。 カ ウン ター で の 


出 ・ 接 客 は 利 


E っ て いま す 。 予約 や 相互 貸 


と いう 要望 に 応え る た め に 行わ れ て いる こと で す 。 こ の よ 
分 か れ ば 多く の 人 が 利 


ス が 亀岡 市 立 


H す る 事 で し ょ う 。 ま た 、 
鎖 書 館 で は 行わ れ て いま し た 。 利 月 


童 は 利用 者 の 「 


常連 の 利 
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者 に は その 利 


窓口 で ある カ 


の 本 が 読み た い 」 
うな サー ビス が 行わ れ て 
者 に 適し た サー ビ 
者 の ニー ズ に 応え た 対応 は 接客 業 で は 大 事 


\ る こと が 


な 


こと で す 。 分 館 ・ 
出会う きっ か け を 
か 移動 手段 が あり 
だ と 思い ます 。 司 
、 図 書館 に 活気 


早く 手 に する こと 


「 本 が 好き な 人 間 な ら ば この 


選書 館 学年 報 第 39 呈 


分 室 を 開く こと 、 学 校 配分 を 行う こと は 中 央 館 に な か な か 来れ な い 人 に 本 と 
あたえ て いる と いう こと で す 。 和 亀岡 市 は 土地 が 広く 、 駅 前 付近 以外 は 車 で し 
ませ ん 。 亀岡 市 立 図書 館 は 土地 の 不便 さ に 対応 し た サー ビス が で きた 図書 館 
書 の 方 々 は 毎月 テー マ に そっ た 企画 コー ナー を 作っ た り 、 イ ベン ト を 催し た 
を 起こ すこ と を 行っ て お られ まし た 。 

職 は 楽し いで す よ 」 と 言わ れ ま し た 。 ま た 、 


「 新 し い 本 を いち 


と いう 点 で 私 は 司書 


た いと 思え た 自分 の 


が 出来 る の は この 仕事 だ か ら 」 と 楽し み を 教え て も らい まし た 。 本 が 好き だ 
に 
まり 本 を 読ん で いな か っ た た め 、 
いな いた め 、 知 っ て いる 本 が 偏っ て 
三 回 うけ た 質問 は これ か ら の 経験 で 
ん で も や もら うこ と は 好き で す 。 何 より 、 


向い て いる の か な 、 と 思っ て も いい の で し ょ うか 。 た だ 、 小 さい 頃 は あ 
児童 本 に つい て 詳し く な いこ と 。 自分 の 好み の 本 し か 読ん で 
\ る こと 。「 オ スス メ の 本 は な ん で すか ?」 こ の 古 日 間 に 
委 え る も の か どう か が 不安 で す 。 人 と 接する こと 、 人 に 喜 
この 五 日 間 の 経験 全て を 楽し むこ と が で き 、 や っ と 学び 
と し て 可能 性 を 見 つけ る こと が で きた か も し れ ま せん 。 


に 司書 


〈 川 崎 市 立 多摩 図書 館 〉 


程 と 


実習 内 


容 


っ と よ 
外 


『 学 部 神学 科 


ち 


9〆2 ( 胃 ) 


リエ ン テ ー シ ョ ン 


診 市 立 図書 館 及 び 多 摩 


書館 業務 説明 


説明 


9 プ 3 ( 火 ) 


・ 菅 閲覧 所 業務 (カウ ンタ ー 業 務 、 予 約 本 処理 、 


94 ( 水 ) 


・ 児 童 サ ービス 実習 
・ お は な し 会 補助 


・ 作業 実務 実習 (委託 業者 作業 


和 助 ) 


・ カ ウン ター 業務 実習 


9 グ 5 ( 直 ) 


・ 一 般 図書 業務 実習 
・ 見 計ら い 受 入 
・ 予 約 ・ リ クエ スト 業務 説 明 


9/6 


・ 行 政 ・ 郷 土 資 料 業務 実習 
・ 調 べ も の 実習 

・ チ ラ シ 作 業 

・ 逐 次 刊行 物 業務 実習 


9〆9 (月 ) 


下 助 


・ 作 業 実務 実習 (委託 業者 
・ 図 書 装備 
・ カ ウン ター 業務 実習 


) 


9 10 ( 火 ) 


・ 作 業 実務 実習 (委託 業者 
・ カ ウン ター 業務 実習 


助 


) 


9 11 ( 水 ) 


・ 岩 災 と 図書 館 
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2013 人 
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図 
陽 
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添 
避 
3 持 
入 コ 
回 


・ 作 業 実務 実習 (委託 業者 補助 ) 

・ お は な し 会 補助 

・ カ ウン ター 業務 実習 

9 プ 12 ( 木 ) | ・ 寄 贈 ・ リ ユー ス 資 料 整 理 ・ 受 入 業 務 実 習 
9 プ 13 ( 金 ) | ・ 作 業 実務 実習 

・ ま と め (質疑 等 ) 


2. 司書 と いう 仕事 と 自分 の 司書 と し て の 可能 性 に つい て 

川崎 市 立 多 摩 図書 館 で の 十 日 間 の 実習 を 通し て 実に 多く の こと を 学び まし た が 、 特 に 「 司 書 
と いう 仕事 に つい て 」 考 えた こと と いえ ば 、 司 書 と 図書 館員 と の 違い は 何だ ろう か と いう こと 
で す 。 
公立 図書 館 の 仕事 は 多種 多様 で す 。 配 架 や 書架 整理 は 体力 の 要 る 作業 で すし 、 新 書 の 装備 は 
手先 を 使う 職人 仕事 、 レ ファ レン スカ ウン ター で は 子供 か ら お 年 寄り まで いろ いろ な 人 の 話 を 
聞く コミ ュ ニ ケー ショ ン ゃ 仕事 で すし 、 時 に は 苦情 も ゃ 受け な けれ ば な り ま せん 。 そし て 選書 を 
する 際 に は 図書 館 全 体 、 更 に いえ ば 社会 全体 の こと を 考え な けれ ば な り ま せん 。 こ れ ら は すべ 
て 図書 館員 の 仕事 で す が 、 す べ て が 司書 の 、 司 書 と し て の 仕事 で は あり ませ ん 。 私 が 実習 を さ 
せ て 頂い た 多摩 図書 館 で は 、 配 架 ・ 書 架 整 理 、 返 却 ・ 貸 出 カ ウン ター 業務 は 大 手 書 店 に 委託 さ 
れ て いま し た 。 委 託さ れ て いる それ ら の 業務 は 比較 的 利用 者 か ら 見 えた や すい と ころ で 行わ れる 
仕事 で す 。 博 物 館 で 、 展 示 室 で 立っ て いる 人 を 学芸 員 だ と 勘違い され が ちな よう に 、 図 書館 で 
は カウ ンタ ー に 座っ て いる 人 を 司書 だ と 認識 し て いる 人 が 多く いま す 。 ど ちら も 利用 者 か ら 有 眼 
の 届き や すい 仕事 で 、 そ れ ら は 確か に 博物 館員 や 図書 館員 と し て の 仕事 で す が 、 学 芸 員 や 司 
と し て の 仕事 で は あり ませ ん 。 司書 と いう 仕事 は 一 般 の 利用 者 か ら は 見 え に く い 仕 事 で あり 、 
それ ゆえ に 専門 的 な 仕事 で ある の だ と 思い ます 。 そ し て 、 そ の よう な 司書 と し て の 仕事 の 基 殴 
に 、 書 架 整 理 や カウ ンタ ー 業 務 な どの 図書 館員 と し て の 仕事 が ある の だ と 思い ます 。 
図書 館 に は 学校 、 大 学 、 専 門 等 、 数 種類 の 図書 館 が あり ます が 、 今 回 の 実習 で 公立 図書 館 の 、 
公立 と し て ある こと の 難し さ を 知 り ま し た 。 利 用 者 個人 へ の 奉仕 と 社会 全体 の 公平 性 、 こ の 二 
つ を 同時 に 考慮 し な けれ ば な ら な い 難 し さ で す 。 あ ら ゆ る 場面 で これ ら の バラ ンス を 取っ た 判 
断 が 求め られ ます 。 こ の よう な 正解 の 無い 難し い 判 断 を 司書 と し て で きる か と 問わ れ た ら 、 今 
の 私 に は 到底 で きま せん が 、 実 習 中 、 仕 事 に 疑い を 持つ こと な く 、 何 より 楽し く 毎日 を 送る こ 
と が で きま し た 。 そ れ は 多摩 図書 館 の 方 々 の お 陰 と いう 面 が 大 い に あ る で し ょ う が 、 こ れ を 除 
け ば 、 そ れ が 私 の 司書 と し て の 可能 性 だ と 思い ます 。 


山宮 邊 


( 北 広島 市 図書 館 〉 
文学 部 英文 学科 西川 開 
1. 実習 日 程 と 実習 内 容 
日 に ち 実習 内 容 
8 グ 7 | 午前 | ・ オ リエ ン テ ー シ ョ ン 
( 水 ) … 平 成 24 年 度 北 広島 市 図書 館 活動 報告 に 基づく 


・ フ ィ ー ル ド ネ ッ ト 事 業 見 学 … お は な し 会 見 学 
午後 | ・ 館 内 案内 
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* 
mi 


書架 整 ビビ 


・ 開 架 書 梨 で の 実習 課題 
宅配 サー ビス ・ 稀 提 本 受け 取 


8 グ 8 
( 木 ) 


・ フ ィ ー ル ド ネ ッ ト 実 行 委 員 
… 赤 らち ゃ ん 絵本 リス ト 作 成 事業 第 一 回 実行 委員 


会 見 人 


政 


午後 | ・ 書 保 整 理 
・ 学 校区 


書館 展 は りつ き 
… 来 訪 者 の カウ ント と 豆 次 郎 用 の シー ル 作 成 


午前 | ・ 書 人 架 整 理 


・ 学 校 図 


書館 展会 場 整 備 


学 
・ 移 動 書 梨 「 豆 次 郎 」 差 替え 


・ は りつ き 


・ 豆 次 郎 差 甚 え 


本 整理 


・ 学 校区 


書館 展 は りつ き ・ ポ ッ プ 作り 


午後 * 調べ る 


学習 相談 補佐 
・ 移 動 書 梨 「 小 豆 」 納 本 選 


に を ニー 


翼 定 ・ ブ ッ カ ー 掛 け 


学校 図書 館 展会 場 片 付け 


・ 調 べべ る 当 


・ 学 校 図書 館 展 | 
学習 相談 補佐 
・ 赤 ちゃ ん 絵本 複 本 回 収 


は りつ き 


午後 | ・ ブ ッ カ ー 掛 け 
・ 手 づく り 絵 本 


作成 


・ 豆 次 郎 巡 回 共 


8 13 午前 き 端末 6 修 | 


( 火 ) 


8 14 ・ 
( 水 ) ・ 選 


[ 


2. 司書 と いう 仕事 と 


自分 の 司書 と し て の 可能 性 


(に つい て 


司書 は 専門 職 で あや る 、 と は よく いわ れる こと で ある が 具体 的 に どう いっ た 音 


め ら れる の だ ろう か 。 ゃ も ちろ ん 


図書 館 業務 に 通 陸 す る こと は 重要 で ある が 、 


に と っ て は 、 館 が カバ ー す る その 地域 に し っ か 


と 根差し 利用 


を 結ぶ こと こそ が 重要 で ある の で は な いか と 思わ れる 。 
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分 に 専門 性 が 求 
公共 図書 館 の 司 
た る 地域 住民 と 双方 向 の 関係 


2013 人 


北 広 
貸出 し 
実習 で 
ら び に 
た 。 こ の 進 
連携 が 欠か せな い 。 
要 で ある 。 


凶 


市 


っ m 品 ヨ 


選書 


赤ちゃん 絵本 の 


三 ! 


F 上 度 


館 と 連携 し て サー ビス を 行う フィ ー ノ 
リス ト を 作成 する 実行 委員 会 に 出 
長 は どちら も ゃ ボラ ンティア か ら 選 出さ れ 、 図 書館 


館 司 書 に は } 


境 
三 』 


館 現場 演習 報告 


員 


書館 で は フィ ー ル ド ネ ットワーク と いう 、 館 内 の スペ ー ス を 一 部 ボラ ンティア に 
レ ド ネ ットワーク 事業 が 行わ れ て いる 。 今回 の 
席 す る 機会 を 得 た が 、 委 員 


長 な 


則 は 会 の 進行 と 


調整 に 徹し て い 


h 域 


計 民 と 適 


旭 
能力 が 求め られ る こと が 分 か る 。 
また 北 広島 市 図書 館 


要 お ロ 


く て は な ら な い 。 司 
以上 の こと か ら 、 司 書 、 
と が 分 か る 。 こ れこ そ が 司 
達成 の た め に は 一 つの 区 


世 


理 


長い 間 、i 


講 
表 


は 、 地 域 の 小学 校 に 学級 単位 で 貸し 出す 移動 
ビス を 行っ て いる 。 こ の サー ビス は 司 
プロ ジェ クト で ある と いう 。 こ うし た サー ビス を 思い 付く た め に は 地域 の 事情 


中 で も 公共 図書 館 の 司書 に は 地域 に 対 
に 求め られ る 「 専 


行 ・ 調 整 役 は 会 の 円 滑 な 進行 に 不可 欠 な も の で ある が 、 そ れ に は 各 委 
これ は 委員 会 の 席 だ け で 達成 
この こと か ら 、 公 共 図 き 


寺 : カ ロ 
押 三 』 


員 と の 綿密 な 


日 来る も の で は な く 、 普 段 か ら の 積み 重ね が 
切な コミュ ニケ ーション を 取る 


「 豆 次 郎 」 と いう サー 
の 提案 に より 数 年 間 を か け て 立ち 上 が る こと と な っ た 


に 


ー 


0 


に 精通 し て いな 


書 に は 館内 だ け で な く 館 の 外 を や も 見 渡す 広い 視野 が 求め られ る の だ 。 


する 深い 


E 規 


が 必要 と な る 。 
る 所 以 だ と 考え られ る 。 
後に 私 の 司書 と し て の 可 


台 E 
有 1 


浴 で ある が 、 


職員 と いう 安定 し た 
この よう に 長期 間 の 養成 、 熟 練 が 求め られ る と いう 


代 


点 こ そ が 司 


BE 解 が 重要 で ある こ 
門 性 」 で ある の で は な い だ ろ うか 。 ま た 、 そ の 
体系 の 下 で 勤務 する こと 


書 が 専門 職 で あ 


自身 の 興味 や 関心 


性 質 な ど と 


る と 、 残 念 な が ら 公 共 区 


書館 司書 の 適性 は 無 


館 の 司 


が 広がっ て いる の か も し れ な い 、。 


〈 岐 阜 県 図書 館 〉 


と 所 


天 


程 と 実習 内 容 


\ よ うに 思わ れる 。 


書 に は また 違っ た 資質 が 必要 と され る の で あろ うし 、 そ こ に は 私 の 司 


部 国文 


し 合わ せ て み 


だ が 、 大 学 


団 源 


講 


館 や 専門 区 


昌 


F 


ら 
寺 
と 


し て で の 可能 性 


湯 


日 に ち 


9〆 き ( 火 ) | ・ 医 
・ 業 務 説 B 
・ 第 4 日 


書館 概略 説明 ・ 館 内 見 


学 


月 (資料 係 、 図 
目 の プ レ ゼ ン テ ー シ 


利 


] 係 、 郊 土 地区 


係 、 


調査 相談 係 ) 


ョ ン に 関す る 説明 


III3 


分 が 考え る 


E 想 の 県 


凶 


書館 に つい て 考え る 


94 ( 水 ) 


し 


 / に 


ンタ ー 開 館 


人 


M 
スト 内 区 


書 返 却 処 理 、 


MM 


排 架 、 


2 


企画 進行 係 


9 グ 5 ( 木 ) | ・ 朝 # 


・ カ ウン ター 開館 前 


備 


録音 


区 


・ 業 務 説明 (レフ ァ レ ンス 、 障 が い 者 サー ビス ) 
レフ ァ レ ンス ワー クロ ー ル プレ イン グ 
書 作 成 ・ 点 字 資 料 作成 見 


学 


- 107 - 


選書 館 学 年 報 第 39 号 


・ 雑誌 目録 遡及 入力 


9 グ 6 ( 金 ) | ・ 朝 礼 
・ カ ウン ター 開館 前 準備 
・ 貸 出 返却 
・ 業 務 説 明 (託児 サー ビス ) 
・ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 
YA サー ビス 強化 ・ 県 内 図書 館 へ の YA サー ビス 普及 に つい て プレ ゼン 
・ 相 互 貸借 業務 
・ 図 書 ラ ベル の 貼り 替え (3 類 の 細分 化 作業 ) 
9 グ 7 ( 土 ) | ・ 朝 礼 
・ カ ウン ター 開館 前 準備 
・ 貸 出 返却 
・ 書 庫 出納 
・ 図 書 ラ ベル の 貼り 替え (3 類 の 細分 化 作業 ) 
9 グ 8 (日 ) | ・ 朝 礼 
・ カ ウン ター 開館 前 準備 
資料 受入 
所 蔵 検索 ・ 重 複 チ ェ ッ ク 
録 作成 
具備 
・ 貸 出 返却 
・ 書 庫 出納 
・ 図 書 ラ ベル の 貼り 奪え (3 類 の 細分 化 作業 ) 
・ 雑 誌 目録 遡及 入力 
・ 修 理 済み 図 書 の 整理 
2. 司書 と いう 仕事 と 自分 の 司書 と し て の 可能 性 に つい て 
司書 と は 、 常 に 学び 続け る こと が 必要 な 仕事 で ある と 考え る 。 例 えば 、 レフ ァ レ ンス 業務 で 
は 日 頃 か ら 様々 な 知識 を 身 に 付け て お く こ と が 、 現 場 で の 武器 と な る 。 その他 、 資 料 収集 や 企 
画 、 直 接 サ ービス な ど 図 書館 業務 全般 に 言え を る こと だ が 、 流動 する 利用 者 の ズ を 捉え る た 
め に は 、 常 に アン テ ナ を 張り 巡ら し 、 情 報 収 集 し な けれ ば な ら な い 。 図 書館 界 の 動向 に つい て 
ゃ 同様 で ある 。 自身 の スキ ル ア ッ プ の た め 、 研 修 会 へ の 参加 も 欠か せな い 。 こ の よう に 、 司 書 
に 必要 な 資質 の ひと つ は 、 高 い 向 上 心 を 持ち 続け る こと で は な いか 。 そ し て 、 図 書館 は サー ビ 
ス 業 で ある こと を 忘れ て は な ら な い 。 人 と 接する こと が 好き ・ 得 意 、 人 の 役に立つ こと に 喜び 
を 感じ る と いう こと は 大 前 提 で ある 。 ど ん な 人 と で も 思慮 深く コミ ュ ニ ケー ショ ン を と る 能 


が な けれ ば 、 司 
業務 を 円 滑 に 進 
更に 、 司 書 は 
の 修理 、 配 架 作 
め ら れる 。 単 調 
これ ら の 条件 
た 。 そ の 点 は 、 
著 に 表れ て いる 


書 に な る こと は で き な い 。 こ の よう な 能力 は 、 利 用 者 と 接する と き は も ちろ ん 、 
め る た め に も 不可欠 で ある 。 
地道 な 作業 を こなせ る 人 で な く て は な ら な い 。 図 書館 業務 に は 、 目録 作 成 や 本 
業 な ど 、 細 か い 仕 事 が 沢山 ある 。 こ れ ら を 正確 に 、 且 つ 短 時 間 で 行う 力量 が 求 
な 作業 で も 、 根 気 よ く 続け る 精神 力も 必要 で ある 。 

の うら ち 、 私 に は 特に コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 が 欠け て いる こと を 実習 で 実感 し 
書名 の 案内 や レフ ァ レ ンス イン タビ ュー が うま く 出 来 な か っ た こと な どか ら 顕 
。 よ っ て 、 ま ず は コミ ュ ニ ケー ショ ン の スキ ル を 磨く こと に 尽力 し た い 。 常 に 
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学び 続け る 向上 心 を 持た な けれ ば な ら な いこ と は 、 す べ て の 人 に 当て は まる こと で ある 。 加え 
て 、 私 の 場合 は レフ ァ レ ンス や 資料 収集 に 必要 な 教養 も 、 図 書館 情報 学 の 知識 も まだ まだ 不足 
し て いる た め 、 将 来 に 向け て 知見 を 広げ て いき た い 。 細 かい 仕事 が で きる か に 関し て は 、 単 調 
な 作業 が 続く こと 自体 は 問題 な い が 、 ケ アレ スミ ス を 起こ し や すい た め 、 慎 重 に 行動 し た い 。 
今回 の 実習 で 、 自 分 に 欠け て いる も の が 何 か を よく 認識 する こと が で きた 。 貴 重 な 機 会 を 作っ 
て くだ さっ た 職員 の 方 々 に 、 改 め て 感謝 を 申し 上 げ ま す 。 


串 


〈 京 田辺 市 立 中 央 図書 館 〉 


内 


学部 国文 学科 久 野 智香 


1 . 実習 日 程 と 実習 内 容 


に ち 実習 内 容 

12/3 ( 火 ) | 開館 準備 。 実 習 中 の 注意 ・ 図 書館 運営 に つい て の 説明 。 

業務 説明 (予算 関係 、 管 理 、 条 例 ・ 規 則 な ど )。 カ ウン ター 業務 (返却 処理 )。 
北部 ・ 中 部 分 室 見 学 。 

閉館 業務 。 
12〆4 ( 水 ) | 開館 準備 。 選 書 会 議 見 学 。 選 書 に つい て の 業務 説明 。 レフ ァ レ ンス 業務 説明 。 
資料 装備 (ブッ ク カ バー を 付け る )。 カ ウン ター 業務 。 配 本 準備 。 

閉館 業務 。 
12〆5 ( 木 ) | 開館 準備 。 配 本 業務 。 カ ウン ター 業務 。 

障害 者 奉仕 業務 説明 ・ デ イジ ー 再 生 機 や 拡大 読書 器 の 実演 。 
移動 図書 館 乗車 。 
12 グ 6 ( 金 ) | 開館 準備 。 講 座 ・ 学 校 関係 業務 説明 と 督促 に つい て の 説明 。 カ ウン ター 業務 。 
幼稚 園 お 楽し み 会 の 補助 。 児童 奉仕 業務 説明 。 視 聴覚 資料 ・ リ サイ クル 業務 
説明 。 
施設 見 学 。 配 本 準備 。 
閉館 業務 。 
12/7 ( 土 ) | 開館 準備 。 配 本 業務 。 カ ウン ター 業務 。 映画 会 準備 。 お は な し 会 見 学 。 
利用 者 の カウ ンタ ー 列 の 整備 。 

閉館 業務 。 

12 プ 8 (日 ) | 開館 準備 。 カ ウン ター 業務 。 書架 整 理 。 
月 館 業 務 。 


ペー ニン 


2. 司書 と いう 仕事 と 自分 の 司書 と し て の 可能 性 に つい て 

司書 に 必要 な も の は 専門 性 だ と 今 ま で 授業 で も 学び 、 そ うだ と 私 や 思っ て いま し た 。 ゃ も ちろ 
ん 専門 性 は 必要 な の で 間 違 いで は あり ませ ん が 、 そ こ だ け を 特 化し て 考え る の は 違 う の で は な 
いか と 、 こ の 実習 を 通し て 感じ まし た 。 司書 が 実際 に 図書 館 で 仕事 を する と な る と 、 そ の 図書 
館 へ の 適応 性 、 公 共 図 書館 で あれ ば その 市 、 地 域 、 市 民 に 受け 入れ られ る こと が 重要 に な っ て 
くる と 思い ます 。 司書 が 図書 館 で 働く と いう こと は 、 利 の 方 に と っ て は 「 司 書 」 と いう よ 
り も 「 図 書館 員 」 と いう 存在 に な る と いう こと で す 。 よ っ て 、 ま ず 第 一 に 利用 者 の 方 と コミ ュ 
ニケ ーション を し っ か り 取 る こと が 必要 と な っ て くる の で は な いで し ょ うか 。 そ し て その 上 で 、 


則 
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MM 


巡 書 館 を より よい 施設 に し 、 利 用 者 を 増やす ため に は どう すれ ば よい か を 考え る と き に 、 司 書 
の 専門 性 を 生か さ な け れ ば いけ な い の だ と 私 は 考え ます 。 

私 は 司書 資格 を 取る た め に 勉強 し て いる 最 中 で す が 、 司 書 と し て の 可能 性 を 広げ る た め に は 
と に か く 今 は 知識 を 増やす こと が 重要 だ と 考え ます 。 そ し て 司書 資格 取得 後 も 勉強 を 怠ら な い 
の と 同時 に 、 了 臨機 応変 に 対応 で きる カカ や コミ ュ ニ ケー ショ ン 力 な ども 身 に つけ る こと が で きれ 
ば 、 図 書館 に と っ て 有益 な 司書 に な れる 可能 性 が ある と 思い ます 。 そ し て その よう な 司書 に な 
る こと が で きれ ば 、 図 書館 を より 発展 させ 、 充 実 し た サー ビス を 提供 する こと が で きる の で は 
な いで し ょ うか 。 む し ろ そ れ が で き な け れ ば 司書 と し て 働く こと は で き な い と 思い ます 。 
司書 は 表 で 大 活躍 する よう な 存在 で は あり ませ ん が 、 図 書館 の 支柱 と な ら な けれ ば いけ な い 
と 考え ます 。 


思 中 


〈 京 都市 右京 中 央 図書 館 〉 


4 


部 国文 学科 関 岡 更 織 


1 . 実習 日 程 と 実習 内 容 


に ち 実習 内 容 
10 プ 21 (月 ) ・ 実 習 に あたっ て (スケ ジュ ー ル 確認 、 注 意 事項 ) 
・ 館 内 案内 、 開 館 準 備 

・ 利 用 者 へ の アン ケー ト 配 布 
・ 図 書 の 返却 
・「 赤 らち ゃ ん か ら の お 楽し み 会 」 見 
・ 業 務 説 明 ①「 右 京 中 央 区 
・ ブ ッ ク メ ー ル 受入 


F 
S 
瑞 
上 


・ 演習 「 図 書 の 修理 」 


10 プ 23 ( 水 ) | ・ 開 館 準 備 (予約 資料 の 準備 ) 
・ 利 用 者 へ の アン ケー ト 配 布 
・ 業 務 説 明 ③「 係 の 業務 分 担 、 施 設 管理 、 ボ ラン ティ ア 連 携 、 上 映 会 他 」 
・ 図 書 の 返却 


% 明 ④ 「 カ ウン ター 業務 、 図 書 の 選書 ・ 受 入 ・ 書 架 整理 」 
の 修理 、 確 認 

の 中 西 先 生 と 面会 

・ 利 用 者 へ の アン ケー ト 配 布 

10 プ 24 ( 木 ) | ・ 開 館 準 備 (予約 本 棚 あ た り 、 ブ ッ ク メ ー ル 処理 ) 
・ ブ ッ ク メ ー ル の 受入 、 返 却 処理 
・ 業 務 説 明 ⑤⑥「 行 事 (ブッ クト ー ク ・ 講 座 等 )、 広 報 (HP、UcLib 通信 ) 他 」 
・ ブ ッ ク メ ー ル の 準備 

・ 業 務 説 明 ⑥「 児 童 ・ テ ィ ー ン ズ (お すす め 本 紹介 )、 展 示 他 」 

・AV 資料 の 返却 

生 の 返 款 


図 洒 
光 唱 深 了 
に 4 
ーー 


RO 


巡 
叶 


トト 


10 プ 25 ( 金 ) 準備 (書架 整理 他 ) 


の 返却 、 ブ ッ ク メ ー ル 準備 


呈 想 


鐘 | 添 
imy 
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・ 業務 説明 ⑥ 「 レ ファ レン ス 業 務 、 


[ 


澤 


山 

MM 
Im「 
出 | 
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、 電 子 メ ディ アゾ ー ン 」 


自動 化 


・ レ ファ レン ス 演 習 


・ 演 習 「 よ り よ いり 図書 館 づ くり の た め に 」 
・4 日 間 を 振り 返っ 
2. 司書 と いう 仕事 と 自分 の 司書 と し て の 可能 性 に つい て 


実習 を 通し て 、 司 書 と いう 仕事 
は 専門 職 で ある が 、 
う 言葉 が 司書 の 仕事 を 表し て いる 、 
私 が 実習 させ て いた だ いた 右京 
あり 、 
多く 見 せ て いた だ く こ と が で きた 。 
の 収 
ブッ クメール ( 他 館 と の 
仕事 は 大 半 が 体力 を 使う 
選書 館 で 働く 限り ほぼ すべ て の 業務 
て 仕事 を 


凶 


3 


中 央 図 
「 司 書か が いて こそ 」 と いう サー ビス を 
その 業務 は 非常 に 幅広 く 、 
門 知 識 を 要する も の か ら 、 貸 出 ・ 
書 の や り と り ) な ど 日 常 的 な 業 
填 事 で ある 。 本 を 移動 させ る 作業 が 
に 当て は まる と 言え る 。 今 まで は 
し か し 、 本 を 扱う 仕 


レフ ァ レ ンス サー ビス な ど 専 


し て いる と いう イメ ー 2 生 時 


に つい て 以下 の 二 つ の こと を 考え た 。 
その 業務 は 非常 に 幅広 いも の で ある こと 、 も うら 一 つ は 、「 日 々 勉強 」 


と いう こと で ある 。 


書館 で は 、 本 を 扱う 職員 の 方 は 全員 司書 資格 保 
標 に 揚げ て お られ る た め 


ー つ は 、 図 


書館 司書 と 
と い 


者 で 
、 司 書 と し て の 業務 を 
児童 ビス 、 郷 土 資 料 


選書 


力 が 当然 必要 な こと を 今回 初め て 実 


また 、 図 書館 司書 の 仕事 、 と くに 


感 し 、 
とこ レフ ァ 


に 避 


量 が 重要 で ある こと を 知っ た 。 
か が 分 か ら な いと 
分 野 の 知識 を 深め 自 


の サー ビス は ゃ も ちろ ん 、 
7 


私 は 「 情 報 を 提供 する 」 と いう 行為 に 興味 が あり 、 大 学 で 
司書 の 仕事 は 人 々 に 直接 
その 方 法 や 工夫 を 考え る の が これ か ら の 私 


うち に さら に 関心 が 深まっ て いる 。 
の 動機 と 一 致す る 。 ど の よう に 情 
の 課題 で ある 。 


へ 
今 


と いう 課題 を 与え られ 、 
約 85 メ ー ト ル )」 と 書か れ 
単位 に つい て の 辞典 を 
報 を 鵜呑み に せ ず 他 の 資 


する こと が わか っ た 。 


今後 は さら に 図書 館 情報 学 の 勉強 


と うと する 努力 を し て いき た い 、。 


二 - ず 


ず 、 利 
回 答 で き な い た め 、「 広 く 浅く 」 知 識 を も つこ と か 必要 で ある 。 
分 の 得意 分 野 を 
強 」 で ある 、 と レフ ァ レ ンス 担当 職 
ヨ 身 の 知識 や 教養 も 高め いく こと が で きる や り が い の あ る 仕事 だ と 


青 報 を 提供 する か 、 


Re 
て いた が 、 

NN 
で も ゃ も 確か め よ うと する こと は と て も 重要 だ 、 
私 た ち が 大 学 で 学ん で いる 「 ま ず は 疑う 」 と いう 1 


作る こと も 欠か せな い 。 
員 の 方 が お っ し ゃ っ て し 


回 の 実習 で レフ ァ レ ンス 演習 を させ て いた だ いた 際 、 
回 答 す る と いう こと を 行っ た 。 
ー ト ル へ の 換算 が 本 当 に 正しい か どう か 確か め る た 


目 か ら 鱗 が 落ち る 思 
レン ス サ ー ビ ス で は 、 
] 者 か ら の あら ゆる 質問 に 対し て それ が 何 の 分 』 


返却 の 受付 、 書 架 整 理 、 


務 ま で 様々 で ある 。 そ し て これ ら の 


区 も 体力 を 要する が 、 こ の 作業 は 

区 恒 館 司書 と は 静か に 座っ 
事 な の だ か ら 物 理 的 な 体 
い が し た 。 

物事 に 対す る 「 知 識 」 の 幅 と 
野 な の 
また 、 あ る 
日 々 勉 
者 へ 


思っ 


この 二 点 を 実現 する に は 「 
\ た 。 司 書 と いう 仕事 は 、 利 


図書 館 情報 学 の 勉強 を 重ね て いく 
主 報 を 提供 で きる 仕事 で あり 、 私 


朱雀 大 路 の 道幅 は 何 メ ー ト ル か 」 
複数 の 資料 に 「28 丈 ( 


その プロ セス を 司 


= 半生 ー 


究 の 姿勢 が レフ ァ レ ンス サー 


を 進め る こと 、 そ し て 多分 


書 の 方 に 発表 し た と ころ 、 一 つの ! 
と 評価 し て くだ さっ 
ビス に や ゃ 通用 


MM 上 9 


野 へ の 興味 の 幅 を 広げ 知識 を 持 


書館 学年 報 第 39 呈 
(京都 市 立 醍醐 中 央 図書 館 〉 
文学 部 美学 芸術 学科 可 知 朋 子 
1 . 実習 日 程 と 実習 内 容 
日 に ち 実習 内 容 
10 グ 21 | 午前 | ・ 在 架 予 約 (文庫 本 ) の 配送 受付 処理 
(月 ) ・ 返 却 ポ スト の 回 収 
・ 児 童 書 の 配 架 
午後 | ・ カ ウン ター 業務 : オペ ベレ ーション 
・ 視 聴覚 資料 の 修理 (CD、DVD の 研磨 作業 ) 
・ カ ウン ター 業務 : 返却 カウ ンタ ー 
・ 返 却 カ ウン ター 補助 と 返却 資料 の 整理 
10 グ 23 | 午前 | ・ 在 架 予約 (文庫 本 ) の 配送 受付 処理 
( 水 ) ・ 返 却 図書 の 配 四 
・ 新 着 雑誌 の 装備 と デー タ 入 力 
午後 | ・ バ ッ ク ナ ン バ ー の 入れ 奉 え 作業 (デー タ 入 力 、 ラ ベル 貼り 奉 え ) 
・ 新 着 図書 の 確認 
10 グ 24 | 午前 | ・ 在 架 予 約 (視聴 覚 資料 ) の 配送 受付 処 
( 木 ) 書庫 症 理 
・ レ ファ レン ス 資 料 の 新聞 記事 スク ラッ プ 
午後 | ・ レ ファ レン ス 演 習 
10 グ 25 | 午前 | ・ 返 却 ポ スト の 回 収 
( 金 ) ・ 新 聞 受 け 入れ 作業 
・「 読 み 聞 か せ 会 」 講 座 
午後 | ・ 児 童 書 の 修復 作 3 
・ 新 着 図書 (絵本 ) の 紹介 文 の 作成 
1026 | 午前 書庫 整 理 
( 土 ) ・ 返 却 補助 
新着 視聴 覚 資 料 の 装備 
午後 | ・ お 話し 会 へ の 参加 : 絵本 の 読み 聞か せ 
10 ン 27 | 午前 | ・ 在 架 予 約 (視聴 覚 資料 ) の 配送 受付 処理 
( ) 書庫 整 人 
午後 | ・ レ ファ レン ス 共 同 デ ー タ ベー ス の 入力 
・ 予 約 取 り 置 き 棚 チェ ッ ク : 取り 置き 期間 が 過ぎ た 資料 の 除籍 
2. 司書 と いう 仕事 と 自分 の 司書 と し て の 可能 性 に つい て 
今年 行わ れ た 図書 館 ガ イダ ンス の 中 で 、 公 共 図 書館 で 働く 司書 の 方 の 言葉 が 印象 に 残っ て い 
る 。 
「 公 共 図 書館 は 小さ な 赤ちゃん か ら 、 お じい ちゃ ん ・ お ば あちゃ ん が 訪れ 、 様 々 な 人 と の 出 
会 い の あ る 場所 」 
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この 話 を 聞い た 私 


れる か も し れ な い 。 
る と 


今回 、 


\ う こと で ある 。 


2013 人 


F 上 度 


は 、 司 書 


て た 時 で ある 。 


呈 ( に な る の な ら 是 非 、 
を し て いて も ゃ も 、 楽 し さや や り が い を 感じ る の は 、 


た り 、 お 客 様 の 役 に 立 公共 


図 


間 


公共 図書 館 で 
様々 な お 客 机 
香 館 に は 、 地 域 の 


凶 


それ は つま り 、 利 


区 習 を 


館 で の 


さ な 子 供 の た め 

で あっ た り NR 調べ 学 

公共 図書 館 が 、 地 域 【 
た っ た 6 日間 で は 

と が で きた 。 業 務 の 


因 で ある と いう こと 
今回 の 実習 に お い 


今 


子供 た ち へ の 読み 聞か せ は 初め て の 経験 だ っ た 。 
ヨ 分 に 合っ た 絵本 を 選 記 と いい 」、 そ の よう 


で し まり 。 
私 は 母 が 幼い 
あっ た が 、 夢 明 
る 中 で 、 絵 本 で 使わ 
で きた 。 
分 の 読ん で いた 
嬉し いこ と で ある 。 
える 。 とり 
り た いと 思う よう ! 
か っ た り 、 充 実 し て 
央 区 
本 に 
今回 、 


分 に 


YA に 関 


わけ 、 私 は YA! 


書館 で は YA コー ナー が 1 
は 「YA」 の ラベ ル が 貼っ て ある 。 
する 取り 組み や 絵本 の 読み 聞か せ と い っ た 


に 住む 様 
あっ た が 、 


PH に は 、 司 


ま 々 な 利 月 


日 


革 の 付 


ゃ も 感じ た 。 


て 特に 貴重 


に よく 


に な っ て 絵本 を みつ め る 子 
生 し さや リズ ム の 


れ て いる 日 本 語 の 


も の が 20 年 近 

それ は 絵本 だ け 
0 
に な っ た の は 、 こ れ に 昌 
NF* 
固 別に 設置 


ス に お いて 


分 の 司 


誠 書 
分 が 


に 出会っ て 読 


ある 。 自 
ろう か 。 


ーー 
日 


白 


〈 京 都市 伏見 中 央 図書 館 〉 


1. 実習 過程 と 実習 


『 内 容 


終え 、 そ こ で 様々 な 利用 
に 絵本 を 探し に 訪れ る 母親 で あっ た り 、 落 語 の CD を 借り 
習 に 関し て 質問 し に 来 た 小 ・ 中 
者 に 「 開 か れ た 」 区 
様々 な 業務 


な 経験 で あっ た と 思 


読ん で くれ て いた も の を 選ん だ 。 


者 に 応じ た 柔軟 な 対応 が 公共 


ーー 


働き た いと 思っ た 。 


アル バイ ト 
K ま と の コ ミュ ニケ ーション で あっ 


様々 な 年 齢 、 職 業 の 利 


者 が 訪 


丸 書 館 司 書 


に 必要 


者 の 方 を 見 る こと が で き 
に 来る お 


学生 、 対 


上 


| 書 


理 


に 携 わ ら せ て いた だ 


上 


それ 


う の は 、 絵 
「 自 分 が 楽し 


に 児童 


不安 
E た ちら の 姿 は 今 で も 
印 


と され 


た 
こ o 


小 


4 


朗読 で 訪れ る 障害 者 の 方 な ど … 


才 で ある と いう こと を 実感 
仙 ご すこ 
事 と は 思え な いよ うな も の も あり 、 司 書 の 方 々 が 
想像 以上 に 多く の 業務 を 担っ て いる と いう こと を 知っ た 。 


き 、 充 実 し た 一 週間 を 


と 同時 


し た 。 


自分 の 


に 、 人員 不 足 が 


NN 
く な いと 、 子 ち に も ゃ 


ヾ 


と 上 監 張 の 中 行っ た 読み 開 
忘れ られ な い 。 ま た 、 


ば 


経っ て 小さ な 子供 た ち に 受 
に 限ら ず 、 小 学 


生 向け の 児 


け 継 が ん れ て いく 。 こ れ は 
YA の 本 も ゃ も 同じ こ 


に ニー モー = 
= 刻 い 


れ が あり 、 


自分 が 読書 の 楽し さ に 気付 き 、 司 


HH 会 っ て か ら で あ る 。 
書館 を 見 る と 、 残 念 に 
され て お り 、 一 般 


庄 
画 


ノロ 是 


旦 と し て や り た いこ と を 発見 で きた よう (【 
の 楽し さ に 気付 いた よう に 、 
いと 感じ て 勧め た 本 が 読 3 


まれ る 、 こ こ に 司書 


目 番 


だ か ら 、YA サ ービス 
思う こと が よく あっ た 。 
に 配 架 され て いる YA 


サー ビス に 携わり 、 


后 9 


部 英文 学科 林 佑 


に こ -4 
児童 


に 感じ る 。 そ れ は 、 私 が YA 
IS 
芋 の や り が い が あ る の で は な い だ 


つの ) 


3 


小さ な 
伝わっ 


お 


か せ で 


読ん で い 
和 白 さ と いっ た も の に も 気付 く こ と が 


と て も 
と が 言 
に な 


画 


体 が な 


醍醐 中 
向け の 


サー 


に ち 


8 グ 26 | 午前 


館内 説明 、 ブ ッ ク メ ー ル 、 


(月 ) 


ブッ クメール 、 古 書 


芋 リ ス 


| 員 


作 架 へ 返却 


8 28 


ブッ クメール 、 


返却 、 古 


書 リ スト 作り 


( 水 ) 


] 


子 細目 


褒 録 の た め の 稚 


備 ( 目 次 の 読み な ど 


調べ る ) 


=HHS3- 


選書 館 学年 報 第 39 号 


前 | 予約 本 探し 、 
後 | 全集 の ラベ ル 作 り 、 新 し い 本 の 受け 入れ 処理 


庫 へ の 返却 、 新 聞 の 月 末 処 理 
作 - 

8 30 | 午前 | 絵本 棚 の 整理 、 ブ ッ ク メ ー ル 、 本 の ラベ ル 作 り 
午 
人 


理 


MM 


ブッ クメール 、 9 月 の イベ ント 準備 
前 | 予約 本 探し 、 新 聞 で 紹介 され た 本 の 登録 
後 | 本 の ラベ ル 作 り 、 本 の 修理 ( 背 付 け ) 


2. 司書 と いう 仕事 と 自分 の 司書 と し て の 可能 性 に つい て 

今回 の 5 日 間 の 実習 で は 、 短 い 期間 で は あり まし た が 毎日 異な る 業務 を 体験 させ て 頂き 、 い 
つも 新鮮 な 気持 ち で 取り 組む こと が で きま し た 。 司 書 課程 を 受講 し て 図書 館 実習 に 行く 前 まで 
は 、 図 書館 の 利用 者 と し て し か 司書 と いう 仕事 を 考え る こと が で きず 、 司 書 と いえ ば カウ ンタ ー 
で 返却 処理 や レフ ァ レ ンス を 行っ た り 、 本 を 書架 へ 返し に 行っ た り 新 し く 受 け 入 れる 本 を 考え 
た りす る 仕事 と いう イメ ー ジ で し た 。 実 際 に 実習 に 行か せ て 頂い た こと で 、 こ れ ら の 司書 イメ ー 
ジ は 間違っ て は いま せん が 視野 が 狭 す ぎる と いう こと に 気づき まし た 。 司 書 に は も っ と 沢山 の 
表 に 出 な い 仕 事 が か あり 、 そ れ ら の 仕事 は と て ゃ 重要 な も の で し た 。 ま た 、 図 書館 で 働い て お ら 
れる 司書 の 方 々 の 気配 り を 感じ る 仕事 も あり まし た 。 例 えば 、 今 回 実習 で 行っ た 全集 の ラベ ル 
作り は 、 利 用 者 が わざ わざ 1 冊 ず つ 本 を 開い て どの 作品 が 収録 され て いる か 確認 し な く て も す 
むように 、 本 の 背 表 紙 に 収録 作品 の ラベ ル を 貼る と いう も の で し た 。 い つも 利用 する 人 々 の こ 
と を 考え る と いう こと は どう いう こと な の か 、 学 ば せ て 頂き まし た 。 大 学 で の 講義 や 実習 を 通 
し 、 司 書 は 本 その も の の プロ で あり 、 情 報 探索 の プロ で あり 、 サ ービス の プロ で な く て は な ら 
な い の だ な と 思い まし た 。 

私 の 司書 と し て の 可能 性 と いう 点 で は 、 大 変 あ り が た いこ と に 、 現 在 実習 館 で の アル バイ ト 
を させ て 頂い て お り 、 そ の 中 で 学ん で いる 途中 で す 。 ア ル バ イ ト で は 、 実 習 で は で き な か っ た 
カウ ンタ ー 業 務 に も 少し 関わ る こと が で き 、 ま た 違っ た 司書 の 仕事 を 経験 で きる こと が 楽し い 
で す 。 司書 課程 は 想像 し て いた より と て も 大 変 な も や の で 、 受 講 し た こと を 後悔 し た こと も あり 
まし た が 、 自 分 の 視野 も 広がり 、 資 格 に 関係 し た アル バイ ト も ゃ 経験 する こと が で き 、 今 で は 受 
講 し て よかっ た と 思っ て いま す 。 私 は 現在 就職 活動 中 で す が 、 司 書 課程 で 学ん だ こと を 生か せ 
る 場 は 図書 館 だ け で な く 、 幅 広い 分 野 に 広がっ て いる と 感じ て いま す 。 ア ル バ イ ト で は 、 人 簡単 
な レフ ァ レ ンス は 自分 で 調べ て 答え られ る よう に な り た いと 思っ て いる の で 、 ま ず は その 目標 
に 向け て 頑張 り た いと 思い ます 。 


還 菩 山 | 


由 


(京都 府 立 総合 資料 館 〉 


了 
- 員 
半 
選 
遇 
- 
半 
の 

吊 
認 
当 


8 20 | 午前 | オリ エン テー ショ ン 
後 | カウ ンタ ー 業 務 

8 グ 21 | 午前 | 図書 受入 業務 

( 水 ) | 午後 | カウ ンタ ー 業 務 
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2013 年 度 図書 館 現場 演習 報告 
8 グ 22 | 午前 | 逐次 刊行 物 受入 業務 
( 小 ) 午後 | メー ル マ ガ ジン ・ カ ウン ター 業務 
8 23 | 午前 | レフ ァ レ ンス 実習 
( 金 ) | 午後 | カウ ンタ ー 業 務 
2. 司書 と いう 仕事 と 自分 の 司書 と し て の 可能 性 に つい て 


私 は 今回 の 実習 を 通 


て や 知識 と し て 図書 館 
が 、 


や は り 実 際 に 業務 に 携わっ て みて 分 か る こと は 沢 


凶 


する も の だ け で は な く 、 


れ ば 、 


し て 、 座 学 だ け で は 分 か ら な い 多 く の こ と を 学ん だ 。 
で の 業務 、 あ る い は 司書 の 専門 履 


山 


館 を 動か す 『 人 』 に つい て も 言え る 。 利 
(に つく の は カウ ンタ ー に 座っ て いる 職員 くら 


\ で ある 。 し か 


普段 の 授業 に お い 


E な ど に つい て 学ん で いる わけ で は ある 


あっ た 。 と いう の は 業務 その も の に 関 
者 と し て 職員 を 見 て み 
し 実際 に は 様々 な 課 に 属 
書 の 受入 業務 や 資 桂 の デジ タル アー カ 


に 


者 か ら は 見 えな い 内 部 で 


する 多数 の 職員 が お り 、 利 


加 


イプ 化 な ど そ れ ぞ れ が 区 


接 的 な 関わ り が あり や り が 
な い が 、 
り 立 ち 、 利 


の で は な く 、 複 数 の 作業 が 繋が っ て 、 積 み 


れ は 今回 


開 


また 、 現 在 、 


久 書 館 を は じ め 多 く の 


区 


凶 


府立 総合 資料 館 で は 、 貴 重 


全 な ど 窓 


門 


ーー 
es 


な 記憶 や 革 % 


を 引き 出し 見 事 に 


的 な 知識 が 必要 な 業務 の 委託 は 気 が 進 まな い が 、 
ば むし ろ 共 成 で ある 。 専 門 的 な 知識 が 必要 な 業務 と 言え を ば レフ ァ レ ンス 業務 が まず 浮か ぶ が 、 
れ は 実際 に カウ ンタ ー 業 務 や レフ ァ レ ンス 実習 を 行っ て みて ま ざ 
利用 者 か ら 寄 せら れる レフ ァ レ ンス に は も ちろ ん 簡単 な も の の 場合 も や ある が 、 一 方 で あい まい 
な 情報 か ら 必要 と し て いる 資料 を 見 つけ 昌 
で 聞い て いて も さっ ぱり 分 か ら な いわ け だ が 、 ベ テラ ン の 職員 さん は 、 利 


館 に 月 


付け て いく の で ある 。 


こと で ある 。 し か ゃ も それ は 


業務 だ け を 行っ て いる の で は 


的 の 資料 を 提供 し て いた 。 こ れ ば か り は 数 々 の 経験 を 経た 人 に し か で き 
、 単 に レフ ァ レ ンス の 経験 を 積め ば いい と いう わけ で は な く 、 
f 蔵 され て いる 膨大 な 資料 を ある 程度 把握 し て お く 必 要 も ある の で ある 。 つ まり は 一 つ 
な く 、 様 々 な 業務 を 行っ て いく こと で 知識 を 吸収 し 専門 性 を 身 


H さ ね ば な ら な い 場 合 も や ある 。 私 な ど 


赴 の 運営 に 関わ る 大 切な 業務 を 行っ て いる 。 重ね て 、 利 用 者 と の 直 
\ を 感じ る こと が 出来 る の は カウ ンタ ー で の 業務 が 大 き 
先ほど 述べ た よう に 、 見 えな いと ころ で 働い て いる 人 た ち 皆 の 力 に よっ て 
者 サー ビス が 行え て いる の で ある 。 そ れ も ゃ も 一 人 一 人 が 独立 し た 仕 
な っ て 、 一 つの 業務 が 行わ ん れ て いる の で ある 。 
の 実習 で 様々 な 業務 を 体験 させ て いた だ いた か ら こ そ 分 か る こと で あり 、 教 室 で 話 を 
いて いる だ け で は な か な か 実感 で き な い こと で ある 。 
同志 社 大 学 の 


か も し れ 
選書 館 が 成 
事 を 行っ て いる 


ー 
= 


館 で 業務 委託 が 行わ れ て いる が 、 京 都 
で 行う 一 部 資料 の コピ ー 作 業 が 業務 委託 され て いた 。 専 
この よう な 作業 の 委託 は 効率 等 を 考慮 すれ 


ま ざ と 感じ る こと と な っ た 。 


時 
まく 情報 
な 
区 


者 か ら う 


今回 の 実習 を 通し て 、 司 


理 


と いう 仕事 に は 職員 と 職 


、 職 員 と 利 


H 者 と いっ た 『 人 』 と の 関 


わり 合い 、 そ し て 様々 な 業務 を 通し て 塔 わ れる 専門 性 が 大 切 で ある と 感じ た 。 そ し て 改め て 司 


MM 


書 と いう 仕事 に 魅力 を 感じ 、 
大 切な こ 
司 

可能 性 に 


庄 


理 


と 、 そ れ は どちら も 司 


曲 ] 


書 と し て 働き た 


。 
思う 。 
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\ と いう 思い が 強まっ た 。 私 が 思う 司 
書 に な っ て か ら 得 られ る も の で ある 。 な ら は ば 今 私 に 出来 る の は 
と な る た め に 少し で も 多く の 知識 を 身 に 付け る こと で あり 、 そ れこ そ が 私 の 司書 と し て の 
繋が っ て いく の だ と 


書 と し て 


凶 書 館 学 年 報 第 39 号 
(京都 府立 図書 館 〉 
文学 部 文化 史学 科 演 美 果 
1 . 実習 日 程 と 実習 内 容 
日 に ち 実習 内 容 
11 プ 19 | 午前 | ・ オ リエ ン テ ー シ ョ ン 、 館 内 案内 
( 火 ) ・ 閲 覧 業務 ( 各 フ ロア の 業務 説明 ) 
子 下 1 階 カ ウン ター 業務 (書庫 出納 、 複 写 サ ービス 等 ) 
午後 | ・1 階 カウ ンタ ー 業 務 (貸出 、 返 却 、 予 約 の 手続 き 等 ) 
・ 地 下 1 階 カ ウン ター 業務 (書庫 出納 、 複 写 サ ービス 等 ) 
11 グ 20 | 午前 | ・ 書 架 整 理 (開館 代 備 ) 
( 水 ) ・ 地 下 1 階 カ ウン ター 業務 (書庫 出納 、 複 写 サ ービス 等 ) 
午後 | ・1 階 カウ ンタ ー 業 務 (貸出 、 返 却 、 予 約 の 手続 き 等 ) 
市 町 村 支 援 業 務 の 説明 、 実習 (貸出 依頼 を 受け た 資料 の 収集 、 学校 支援 セッ 
の 資料 整理 等 ) 
11 グ 21 | 午前 | ・ 書 梨 整 理 (開館 代 備 ) 
( 木 ) ・ 特 定 資料 の 業務 説明 、 実 習 (マル チ メ デ ィ ア 閲覧 室 の 説明 、 新 聞 ・ 雑 誌 の 
取り 扱い に つい て の 説明 、 逐 次 刊行 物 の 受入 業務 等 ) 
午後 | ・ 図 書 整理 担当 の 業務 読 明 、 実 習 (図書 受入 に つい て の 説明 、 目 録 作成 、 ラ 
ベル 貼り 等 ) 
11 グ 22 | 午前 書架 整理 (開館 準備 ) 
( 金 ) 地下 1 階 カ ウン ター 業務 (書庫 出納 、 複 写 サ ービス 等 ) 
午後 | ・ レ ファ レン ス 実 習 (京都 府立 図書 館 の 事例 か ら 6 題 、 回 答 の 発表 ) 
・ 懇 談 
2. 司書 と いう 仕事 と 自分 の 司書 と し て の 可能 性 に つい て 
司書 と いう 仕事 は 、 本 を 選び 購入 し た 後 、 目 録 を 作成 し 、 書 架 に 並べ て 図書 館 に 来館 し た 人 
に 資料 を 貸し 出す と いう の が 主 な 仕事 で 、 時 に は レフ ァ レ ンス サー ビス も 行う と いう の が 、 大 
学 に 入る まで の 私 に と っ て の 司書 と いう 仕事 へ の 認識 で あっ た 。 大学 で 司書 課程 を と り 、 図 書 


館 の 立場 や 役割 な ど を 学ぶ に つれ 、 私 の 中 の 司書 
な ネッ トワ ー ク を 駆使 し て 、 ど ん どん 多忙 に な っ て いっ た 。 そ ん な 司 
で 行わ れる サー ビス で は な く 、 
と は 、 そ の 館 に 足 を 運ん だ 人 た ち だ け を 


ゃ 魅力 を 感じ る の は 、 


行わ れる サー ビス で ある 。 図 書館 の サー ビス の 利用 


指す も の で は な い 、。 


図書 館 と いう 建物 の 


私 が 京都 府立 図書 館 へ の 実習 を 希望 し た の は 、 


を 行っ て いる か ら で あ る 。 京 都 府 立 


と いう 職業 は 、 よ り 高 度 な 専門 性 を 持ち 様々 


書 の 仕事 の 中 で 、 私 が 最 


館 の 外部 に 対し て 


京都 府立 図書 館 


吊 


凶 


館 で 行わ れ て いる 市 町 村 


区 


が 地 最 
書館 支援 事業 に は 、 例 えば 、 


振興 の た め の サ ービス 


選書 館 ( 室 ) に 運搬 する 事業 や 、K-Lib ( 京 


町 村 リ クエ スト 、 小 中 学校 ・ 高 校 に 対す る テー マ 


連絡 協力 車 を 巡回 させ 相互 貸借 資料 や 文書 類 を 各 

都 府 図書 館 総合 目録 ネッ トワ ー ク ) に よる 

別 の 学校 支援 セッ ト の 貸出 、 市 町 村 図 書館 等 の 職員 1 

て 、 市 町 村 お よび 学校 図書 館 等 を 支 

提供 し よう と いう 京都 府立 図書 館 の 考え が 、 と て も よく 理解 で きた 。 
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修 な ど が 挙げ られ る 。 今回 の 実習 を 通し 


援 す る こと で 、 間 接 的 に より 多く の 人 々 に 対し サー ビス を 


選書 館 は 、 そ の 種類 や 規模 に よっ て 利用 


2013 年 度 


ービス の 内 容 が 異な っ 


に 対し て 行う こと が で きる 1 


て くる 。 


分 が 所 属す る 館 が 、 そ の 地域 に と っ て どう いう 存在 で ある の か 、 ま た 、 
在 に な る べき な の か を 常に 模索 し 続け 、 よ り 多 く の 人 々 に 図書 館 と いう 存在 を 知っ て 利 


どう いう 存 
1] し て 


も らい 、 満 足し て も ら え る よう な サー ビス を 考え 実現 する こと が 、 司 書 に 求め りら れる も の で は 


な い だ ろ うか 。 


文学 部 国文 学科 水 田 慎太郎 


実習 内 容 


10〆8 ( 火 ) 


実習 の 全体 の 説明 を 受け 、 各 課 の 普段 の 仕事 の 概要 的 な 説明 を 受け た 。 そ 
の 後 は 書庫 等 ゃ 含め た 県 立 図書 館 の 施設 内 の 案内 を し て いた だ いた 。 


10〆9 ( 水 ) 


午前 中 に 子ども 室 で スト ー リ ー テ リン グ 人 勉強 会 に 参加 し た 。 そ こ で は 円 
な っ て 1 人 1 人 意見 ・ 感 想 を 言う と いう こと だ っ た の で 思い 思い の 事 を 言 
せ て や も ら っ た 。 そこで 読み 聞か せ に も ゃ 応用 で きそう な ポイ ント を 学ん だ 。 
後 か ら は カウ ンタ ー に 座っ て 貸し 出し ・ 返 却 に つい て の 説明 を 受け 、 実 際 
や っ て みた 。 返却 処 理 か ら 2 度目 の チェ ッ ク 、 パ ラバ パラ か ら 棚 に 戻す まで 
実際 に や っ た 。 


民有 本 


10 プ 10 ( 木 ) 


成人 室 で カウ ンタ ー 業 務 。 は じ め に 貸し 出し ・ 返 却 の 手続 き に つい て も う 
1 度 説明 を 受け 、 座 っ た と ころ 高地 新聞 記事 デー タベース 利用 の 依頼 が き て 、 
その 場 で 説明 を 受け な が ら 手 続き を し て も ら っ た 。 その後 も な に か ひと つの 
こと の 説明 を 受け て 頭 の な か で 反 征 し な が ら 次 の 方 の 対応 に 移る と 、 ま だ 説 
明 を 受け て いな いこ と の 依頼 を 受け る と いう こと が 多く 、 ま だ 慣れ 始め る こ 
と も で き な か っ た 。 


10 プ 11 ( 金 ) 


新着 図書 の 受け 入れ 入力 作業 を し 、CD-ROM や DVD が 付録 と し て つい 
て いる 図書 の 処理 の 仕方 、 古 コー ト 加 工 の 仕方 の 説明 を 受け 、 実 際 に や っ た 。 


10 プ 12 ( 土 ) 


再び 成人 室 カ ウン ター で の 実習 。 貸 し 出し ・ 返 却 か ら 最 終 的 に 書庫 か ら の 
出納 まで 行っ た 。 貸 し 出し ・ 返 却 に 関し て は 少し 時 間 は か か る も の の 一 応 問 
題 な く 行え る よう に な っ た 。 


10 プ 13 (日 ) 


子ども 室 で 読み 聞か せ を 行っ た 。 読み 聞か せ で は 準備 し て お いた 絵本 で は 
な い 絵 本 を 読 ゆ こと に な っ た 。 子ども 相手 だ と この よう に 了 臨機 応変 な 対応 が 
求め られ る よう に な る よう だ 。 


10 プ 14 (月 ) 


書 館 大 会 の スタ ッ フ と し て 運営 の お 手伝い を し た 。 


2. 司書 と いう 仕事 と 自分 の 司書 と し て の 可能 性 に つい て 


司書 と いう 仕 3 


生 は た だ 貸し 出し ・ 返 却 を し て いれ ば いい わけ で は な い 。 レ ファ レン ス 等 を 通 


じ て 利 用 者 に 本 を 届け る 。 子 ども 相手 の 場合 は も し か し た ら 初 め て 本 を 手 に 取る 子 が いる か も 


し れ な い 。 そ の 子 に と っ て の 最初 の 出会い で 今後 本 の 世界 に 入っ て くる か どう か が 決ま っ て し 
まう か も し れ な い 。 そ の 出会い が どう な る か は 司書 次 第 で か わる だ ろう 。 私 は も し 司書 と し て 
働く こと が で きる な ら 子 ども を 相手 に し た い 、。 実 習 中 本 を 借り て 帰っ て いく 子ども た ち は 皆 笑っ 


ミー 


図 書館 学年 報 第 39 号 
て いた 。 そ の 笑顔 の 手伝い が で きる の が 司書 の 仕事 だ と 思う 。 幼 いこ ろか ら 図 書館 に ずっ と 通っ 
て いて 、 中 学生 の 時 に 職業 体験 で 図書 館 に 行っ て 実際 に 少し 仕事 を 体験 させ て も ら っ て 、 そ し 
て 今回 図書 館 実習 で 県 立 図書 館 へ 。 そ の 間 ず っ と 司書 に な り た いと いう 思い を 持ち 続け て いた 。 
自分 に 適性 が ある か な ん て わか ら な い が 、 少 な く と も ゃ 今回 の 実習 で 行っ た こと は 楽し く で や り 
が い の あ る こと ば か り だ と 感じ た 。 こ の よう に 自然 と 感じ られ た の だ か ら お そら く 司 書 と し て 
勤 い て いけ る 可能 性 は ある の か な と 思う 。 
ちょ うど 今 、 新 図書 館 が 高知 県 に 建つ と いう こと で 司書 求人 が 拡大 し て いる 。 こ れ は 司書 と 
し て の 就職 率 が 低い と 言わ れる 中 で すご く 珍 し いこ と で 、 本 当 に チャ ンス な の だ 。 こ の チャ ン 
ス は ぜひ と ゃ 活か し た い 。 司書 と し て 図書 館 に 勤め 、 す べ て の 人 が 本 を 受け 取る 事 が で きる 場 
所 づく り 、 環 境 づ くり を し た い 。 それに 自分 の よう に 司書 に な り た いと 思う 子ども の 手助け し 
た り 、 今 回 の よう に 実習 で 関わ っ た り し て 、 司 書 に な り た いと 思う 人 が 増え る こと を 願っ て い 
る 。 
(神戸 市 立 中 央 図書 館 〉 
社会 学部 教育 文化 学科 笹井 梨 衣 
1 . 実習 日 程 と 実習 内 容 
に ち 実習 内 容 
9〆3 | 午前 | ・ 館 内 案内 
( 火 ) (資料 係 ) 
・「 書 誌 ・ 検 索 」 実 習 
・ 所 蔵書 誌 ゲ デー タ 、 参 考 書誌 ゲー タ の 有 和 3 
午後 | ・「 韻 録 ・ 受 入 」 入力 
ラベ ル 、 バ ー コ ー ド 、 天 地 印 、 ブ ッ カ ー 
・「 分 類 」 に つい て 学習 
9〆4 | 午前 | (調査 ・ 相 談 係 ) 
( 水 ) ・3 階 書架 の 案内 ・ 代 表 的 な 参考 図書 の 説明 
・ デ ー タ ベー ス 端 末 の 利用 方 法 ・ 返 本 作業 
・ 地 下 に て 窓口 業務 の 練習 ・ 予 約 本 の 貸出 準備 
午後 | ・ レ ファ レン ス ・ ク エス チョ ン の 練習 問題 
9 グ 5 | 午前 | (利用 サー ビス 課 市 民 サ ービス 係 〉 
( 木 ) ・ 開 館 準 備 に つい て ・1 階 書 梨 ・ 視 聴 邊 コー ナー の 案内 説明 
・ 予 約 票 の 出力 ・ 自 動車 図書 館 NM Mobile) 「 み どり 号 」 と 
自動 車 図書 館 理 ] 語 保 の 見 生 
午後 カウ ンタ ー 業 務 
バッ クア ッ プ (返却 され た 本 の うち 、 予 約 の 入っ て いる も の を 抜き 出し て 
別 置 、 他 館 に 戻す 本 を 専用 の ボッ クス へ ) 
9/6 | 午前 | ・ 朝 礼 に 参加 、 自 己 紹介 ・1 階 の 本 の 選書 に つい て 
( 金 ) 児童 図書 の 返 本 作業 ・ 昨 日 学ん だ こと の 復習 
・ 司 書 職 以 外 の 仕事 に つい て ・ ボ ラン ティ ア 団 体 に つい て 
午後 | ・ カ ウン ター 業務 (返却 窓口 、 バ ッ ク ア ッ プ ) 
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・ 返 本 作業 


INU 
肖 
図 
陽 
還 
添 
避 
3 失 
入 コ 
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9 グ 7 | 午前 | ・ 児 童 図書 の 返 本 作業 
( 電 ) ・ 視 聴覚 資料 の 貸出 方 法 


・ 返 本 作業 、 予 約 本 の 回 収 


・ 予 約 連絡 票 の 出力 ・ 連 絡 方 法 別に 仕分 け 


午後 | ・ カ ウン ター 業務 (貸出 ) 

・ お は な し 会 見 学 

・ 返 本 作業 、 予 約 本 回 収 、 書 
・ パ ン フ レッ ト の 修正 


了 


2. 司書 と いう 仕事 と 自分 の 司書 と し て の 可能 性 に つい て 


今回 の 実習 経験 は 、 公 立 図書 館 に お ける 司書 の 専門 性 


に つい て 考え を 見 志す 機会 と な っ た 。 


実習 前 は 、 大 学 図書 館 な ら まだ し ゃ 公立 図書 傍 に お ける 図書 館員 の 仕事 に 、 司 書 の 専門 性 は あ 


まり 生か され て いな い の で な いか と 感じ て いた 。 司 書 の 仕事 は 多岐 に わた る が 、 司 書 資格 を 所 


ざ 図 書館 に 赴 い て まで 調べ よう と する 人 が いる の か と 常 


が 、 読 み 開 かせ や お は な し の 会 は ボラ ンティア 団体 も 運営 


し て いな く と も こなせ る も の も 多く 、 実 際 司 書 資 格 を 持っ て いな く と も 活躍 し て いる 図書 館 
員 は 大 勢い る か ら だ 。 司書 の 専門 性 が 生か され る 仕事 と し て 代表 的 な も の は 、 レ ファ レン ス ・ 

サー ビス 関連 で あろ う 。 し か し 、 自 分 の 身の回り で 公立 図書 館 の レフ ァ レ ンス ・ サ ービス を 利 
H し た こと が ある 人 を 聞い た こと が な か っ た 上 、 イ ンタ ーネット が 普及 し て いる 現在 、 わ ざわ 


に 疑問 を 感じ て いた の で ある 。 余 談 だ 
する こと が 可能 で あり 、 書 誌 デ ゲー タ 


や 検索 シス テム の 構築 は 外部 に 業務 委託 する 方 が 便宜 が 図れ る 。 


し か し 実習 館 で は 、 貸出 返却 カウ ンタ ー と は 別 階 に 「 調 査 ・ 相 談 」 窓口 を 設け て お り 、 人 
レン ス ・ サ ービス が 受け や すい つく り に な っ て いる 。 イ ンタ ーネット が 使い こなせ な い 人 に 
て 、 知 り た いこ と を 自力 で 調べ る の は 相当 な 手間 で ある と 考え られ る た め 、 調 査 ・ 相 Ni 
の よう な 人 々 に 対す る ニー ズ に 応え て いる と いう 側面 も も る 。 と ころ が 、 イ ンタ ーネット で 調 


べ れ ば は 大概 の こと は 分 か る と 考え て いた 私 は 、 そ こ に 集まる 質問 の 特殊 さ に 驚い た 。 0 


ネッ ト 上 の 検索 エン ジン だ け で は 分 か ら な いよ うな も の が 多々 ある よう だ っ た 。 例 え 戦 


の 時 に お 世話 に な っ た 上 官 の 行方 が 知り た いと いう レフ ァ レ ンス だ 。 そ の よう な こ ea 


レフ ァ レ ンス ・ ブ ッ ク が ある こと を 知っ て いな けれ ば 到底 


避 答 で き な い 。 あ ら ゆ る 質問 に 対し 


て 適切 な レフ ァ レ ンス ・ ブ ッ ク や デー タベース を 取捨 選択 で きる に は 、 司 書 と し て の 専門 性 は 
必須 で あり 、 公 立 図 書館 で も それ は 生か され て いる の だ と 理解 で きた 。 


司書 職 に つい て 学ん で きた 中 で 、 1 番 や り が い の あ る 介 


事 だ と 考え て いた の が レフ ァ レ ンス ・ 


サー ビス で あっ た た め 、 今 回 の 実習 で 練習 問題 と は いえ 実際 に 取り 組め た こと や 、 レ ファ レン 


ス ・ ブ ッ ク の 知識 が 増え た の は 有意 義 で あっ た 。 そ の 上 で 自分 の レフ ァ レ ンス ・ ブ ッ ク の 活用 


度 の 低 さ 、 レ ファ レン ス ・ ク エス チョ ン の 幅広 さ を 思い 知り 、 本 当 に 必要 と され る た め に は 実 


践 経験 を 積ん で いか な けれ ば な ら な いと 感じ た 。 


ー こ HH9 ニ 


〈 国 際 日 本 文化 研究 セン ター 図書 館 〉 


凶 書 館 学 年 報 第 39 号 


社会 学部 教育 文化 学科 森 仁 樹 


日 に ち 実習 内 容 
11 プ 19 | 午前 | オリ エン テー ショ ン 1. 日 程 説明 2. 図書 館 概要 説明 3. 館内 見 学 
( 火 ) 書 ・ 雑 誌 の 整理 業務 (受入 ・ 目 録 ) 概要 説明 
昌 業 務 の 流れ (発注 王 検収 一 目録 )、 図 書館 ンス テム 他 ) 


久 書 (和書 ) の 受入 実習 


区 
( 
区 
検収 、 装 備 ( 地 印 、 資 料 ID、 タ トル ) 実習 


目録 、 年 鑑 ) の 受入 実習 
検収 、 装 備 ( 地 印 、 資 料 ID、 タ トル ) 実習 
日 文 研 図書 館 で の 図書 の 収集 、 方 針 、 方 法 説明 


11/20 | 午前 | レフ ァ レ ンス サー ビス 、ILL サー ビス 演習 


( 水 ) 


課題 「『 売 茶 菊 集成 』 と いう 図書 に 


配 架 ・ 書 架 整 理 (蔵書 点検 で 異常 が あっ た も の を 整理 


" 仏 果 焼却 " に つい て 書か れ て いる か 調 


ミン 


配 架 ・ 書 架 整理 


午後 | 国際 研究 集会 展示 リハ ー サ ル (資料 仮 民 示 ) 


11 グ 21 | 午前 | 目録 作成 の 読 明 (資料 目録 係 の 仕事 


( 木 ) 


検索 実習 
書 の 目録 作成 実習 


可 4 1 


も 説明 ) 


ゴイ 


和 キ 録 作成 演習 


SH っ H 


の 修 補 演 習 ( 和 緩 ) 


の 目録 作成 の 説明 ・ 


解 計 


11 グ 22 | 午前 


上 応 


中 唱 


製本 の 装備 
・ 書架 整理 


ES 
F 
浴 


庫 の 温度 ・ 湿 度 チ ェ ッ ク 、 各 書 


配 架 ・ 書 和 架 整理 
質疑 応答 


作り 


カウ ンタ ー 実 習 (図書 館 1 階 カ ウン ター) 
デー タベース 周知 ポス ター 


2. 司書 と いう 仕事 と 自分 の 司書 と し て の 可能 必 


今回 の 実習 を 通し て 、 図 書館 職員 の 業務 、 


する こと が で きた 。 本 当 に 


E に つい て 


現場 で し か 経験 する こと の で き な い 貴重 な 体験 を 


セン ター 図 計 


め 、 あ まり 多く の 人 々 が 利用 し て いる と は 


人 は 、 本 当 に 


この 4 日 間 で 感じ た こと の 一 つと し て 、 


\ え な い 。 


内 容 が 濃く 、 充 実 し た 実習 を 送る こと が で きた 。 国 際 日 本 文化 研究 
館 は 専門 図書 館 と いう こと も あり 、 院 4 


E や 研究 者 と いっ た 方 々 が 利用 対象 者 の た 
し か し 、 そ の 分 、 日 文 研 図書 館 を 訪れ る 


文 研 の 資料 ・ サ ービス を 求め て いる 人 が 多い 印象 を 受け た 。 


文 研 図 き 


館 は 本 当 に 利 と 図書 の こと を 考え て 
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図 


蘭 S 惑 吐 


いる 図書 館 だ と いう こと で ある 。 ど の 仕事 ゃ 設備 も 利用 者 と 図書 を 意識 し て お り 、 例 えば 
の 保管 環境 も 一 般 の 公共 図書 館 と は 比較 に な ら な い 程 、 し っ か り と 管理 され て いた 。 ま た 、 
重 書 な ど は デー タベース 化 さ れ て お り 、DVD・ レ コー ド ・ カ セッ ト な ど 、 ど の よう な 媒体 
資料 で や 利用 で きる 設備 が 整っ て いる 。 他 に も ゃ 様々 な 設備 や サー ビス が ある が 、 ど れ も ゃ 利用 
と 図書 を 想っ て の も の で 、 図 書館 の ある べき 姿 を 垣間見 た 。 
その よう な こと や ゃ も あり 、 私 が 実習 を 通し て 必要 と 感じ た 、 司 書 の 資質 は 「 利 用 者 と 図書 を # 
心 」 で ある 。 受入 や 目録 な どの 業務 で は 、 常 に 「 利 用 者 と 図書 の こと を 考え て 」 と いう 言葉 
聞い た 。 図 書 が 痛ま な い 配 慮 を 疾 ら し た 受入 、 利 用 者 が 検索 し や すい 目録 と 本 当 に 利用 者 と 
書 を 想う 心 が 大 切な の だ と 痛感 し た 。 
また 、 こ れ ま で は レフ ァ レ ンス サー ビス な ど で は 、 膨 大 な 知識 が 求め られ る と 考え て いた 。 
ゃ も ちろ ん 、 知 識 は 豊富 に ある ほう が 良く 、 あ まり に 無い と 資質 と し て 足り な い だ ろ う 。 し か し 、 
最も 必要 な の は 「 誠 意 ある 行動 」 だ と 担当 者 の 方 に 教え て いた だ いた 。 司書 の 業務 を し て いる 
と 、 答 えよ う の な い レ ファ レン ス を 求め られ る こと が ある 。 そ の よう な と き に 、 ど の よう な 情 
報 を 提供 で きる か は 、 利 用 者 を 想い 考え る 行動 か ら 起 こる 。 利 用 者 の た め の 泥 臭い 活動 は 、 誠 
意 と し て 伝わる 。 そ の た め 、 レ ファ レン ス サ ー ビ ス の 際 は 、 知 識 の 有無 に 関わ ら ず 、 誠 意 あ る 
行動 が 大 切 だ と 知っ た 。 
これ は 、 レ ファ レン ス サ ー ビ ス だ け で な く 、 全 て の 図書 館 業 務 に 必要 と され る こと だ ろう 。 
今回 の 実習 は 、 普 段 の 授業 で は 実感 で き な い こと や 、 学 べ な いこ と も ゃ 多く 、 私 に と っ て 大 変 貴 
重 な 経 験 と な っ た 。 


5 帝 


較 RW 


(国立 国会 図書 館 国際 子ども 図書 館 〉 


社会 学部 教育 文化 学 科 木 村 攻 実 


/ 代 


に ち 実習 内 容 
9〆3 | 午前 | 企画 協力 課 の 方 か ら 館 内 を 利用 する に あたっ て の 説明 な ど を 受け た あと 、 
( 火 ) 国立 国会 図書 館 に つい て の DVD を 観 て 、 国 立国 会 図書 館 の 全体 的 な 業務 や 
役割 、 連 携 機関 な ど に つい て 説明 を 受け まし た 。 
午後 一 般 の 方 と 一 緒 の 館内 ツア ー で 一 通り 見 学 し た あと 、 ミ ュー ジア ム と ホー 
ル の カウ ンタ ー 業 務 を 体験 し まし た 。 館 外 貸出 は 行っ て いな い の で 簡単 な 案 


内 と 来 室 者 の 人 数 を カウ ント する 作業 を し まし た 。 

94 | 午前 児童 サー ビス 課 の 方 に つい て 実習 を 行い まし た 。 ま ず 、 業 務 に つい て の 説 
( 水 ) 明 を 受け 、 担 当 す る メデ ィ ア ふれ あい コー ナー、 子 ども の 部 屋 、 世 界 を 知る 
部 屋 、 お は な し の 部 屋 と 、 書 庫 に ある 学校 貸出 セッ ト を 見 学 し まし た 。 

午後 10 月 以降 、 小 窓 に 展示 する 飾り の 制作 を し まし た 。 1 冊 の 本 を 選び 、 折 り 
紙 な ど で 本 の 世界 観 を 表現 し まし た 。 

9〆5 | 午前 | 絵本 の 読み 聞か せ を する 際 の 絵本 の 選び 方 、 読 み 聞か せ の 方 法 な ど に つい 
( 木 ) て 説明 を 受け 、 最 終日 に 発表 する た め の 本 を 1 冊 選 びました 。 

午後 企画 推進 係 の 業務 説明 を 受け 、 学 校 図書 館 セ ッ ト 貸出 の た め の 本 の 箱詰め 
を 行っ た あと 、「 エ ン ザ ロ 村 の か ま ど 」 と いう 本 を 読み 、 解 題 を 考え まし た 。 
9〆6 | 午前 | 資料 情報 課 の 方 に つい て 実習 を 行い まし た 。 初 め に 業務 内 容 に つい て 説明 
( 金 ) を 受け まし た 。 情 報 サ ービス 係 の 業務 に つい て の 説明 も 受け まし た 。 
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レフ ァ レ ンス サー ビス に つい て の 説明 を 受け た あと 、 


資料 室 の 蔵書 を 


パソコ ン と 第 一 、 第 
HH て レフ ァ レ ンス の 演習 を 行い まし た 


1 
( 土 ) 


児童 サー ビス 課 の 方 に つい て 実習 を 行い まし た 。 
で 、 来 館 者 が 多く 、 フ ロア ワー ク と し て 書 森 の 整 


を しま (し だ 。 


は 土曜 日 だ っ た の 


理 を 行い 、 カ ウン ター 実習 


お は な し 会 の 練習 と 、 
ら を 踏ま を た うえ で 最終 
に 書架 整理 も 行い まし た 。 


実際 に お は な し 会 の 見 学 も 行い まし た 。 ま た 、 そ れ 
表す る 読み 聞か せ の 練習 を 行い まし た 。 最 後 


9 


国際 子ども 図書 館 の 休館 
内 を 利用 する に あたっ て の 端末 や 複写 サー ビス に つい て 


料 室 、 新 聞 、 議 会 
また 、 実 際 に 一 利 


巨 庁 資料 な どの 資料 室 を 見 学 し 、 
] 者 と し て 資料 の 請 


な の で 東京 本 館 へ 見 学 に 行き まし た 。 ま ず 、 館 
説明 を 受け 、 参 考 資 
書庫 の 中 も 見 学 し まし た 。 
求 を 行い まし た 。 


収集 書誌 5 調整 課 の 方 か ら 納本 や 購入 、 寄 稽 な どの 本 の 収集 に つい て の 説明 


を 受け 、 収 集 さ れ た 図書 


書誌 作成 な どの と ころ や 見 学 さ せ て いた だ 


9 10 
( 火 ) 


書庫 を 最上 階 か ら 


0 


の 論 内 容 の 説明 を 受け 、 
。 ま た 、 資 料 の ラベ ル を 


に mi 


レ の 貼り 付け を 行い まし た 。 


午後 は 外 国 で 刊行 さ れ た 県 
つい て 説明 を 受け まし た 。 


、 児 童 関連 資料 の 収集 


潤 


9 11 
( 水 ) 


東京 本 館 か ら 子 ども 図 計 


、DVD、 


児童 書 や 教科 書 、 教 師 用 指 


沿 


し た 。 子ども 人 SS 
各部 屋 の 対象 者 な どの 利用 案 


0 0 US NSR 
雑誌 な ど が あり ま 
情報 サー ービス 係 の 業務 や 開 公 の 
つい て に つい て 説明 を 受け まし た 。 


や 時 間 、 


自分 で 好き な 本 を 決め 、 検 索 、 請 
納 を 行い まし た 。 


o ひよ 人 て ヽ ュ 


また 。 


第 二 資 料 室 の カウ ンタ ー 実 
請求 の 出納 を 行っ た り 複 写 の 手続 き を 行っ た り し まし た 。 


二 を 


唱 


庫 へ 行き 、 出 
習 も 行い 、 利 用 者 か ら の 


9 ノ 12 


まとめ の 作成 を し ま 


( 木 ) 


「 ど ろ ん こ ハリ ー」 の 読み 聞か せ の 発表 を 
だ きま し た 。 ま た 、 企 画 協力 課 の 方 を 中 


江 員 の 方 か ら 講 評 を いた 
0PD EL 


2. 司書 と いう 仕事 と 自分 の 司書 と し て の 可能 
私 は 小さ い 頃 か ら 学 校 の 先生 に な り た か っ た が 、 
教育 に 携わり 、 か つ 本 に 携わる 仕事 と 
さら に 大 学 の 授業 を 受け る 中 で 図書 館 の 持つ 4 
た 。 一 概 に は 言え な い が 、 
情 表現 、 語 緊 
える と 考え られ る 。 
な 何 か 知 識 を 得る と いう より 、 


教え る こと に 向い て な いと 思い 
芋 を 考え る よう 【 
性 に と て や 興味 を 持っ 


\2 こ と で 将来 の 夢 と し て 司書 
E 涯 学習 の 場 と し て の 可能 
私 の 昔 の 記憶 か 生 和 0 較 0 9 くさ el 


豊富 で あっ た の で 幼少 期 に 
今 多く の 学校 で 朝 の 読書 


と 考え る 。 文 字 や 本 を 読む と いう こと 


様 な 意見 、 


視点 を 取り 入れ 、 


動 は 子ども の 教育 面 
較 用 き 9PGUA2 の 
で を 和 ち 者 け 、 も の を 恋 b と いう こと か ら 了 | 
青 報 を 得る こと の 基本 で 、 多 く の も の を 読む こと で 多 


上 た と が で きる 。 


用 


重要 な 情報 を 見 極め 、 


、 子 ども の 
に な っ た 。 


R や よく で き 、 感 
に 大 き な 影 響 を 与 
を 読む こと で 具体 的 
昌 さ れ て いる の だ 


フロ 
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出す 能力 は この 情報 が あふ れる 世の中 に こそ 必要 で ある 。 そ の た め に も 自分 か ら 情 報 を 探し 求 
め 、 読 み 解 く 力 は 不可 欠 で ある が 、 子 ども の 頃 に この 習慣 が つく か は その 子 自身 の 努力 と いう 
より ゃ 親 や 学校 な ど 周 り の 環境 次 第 だ と 考え る 。 強 要する の で は な く 、 そ の 環境 を 整え 、 選 択 
肢 を 広げ る と いう の は プラ ス と な り 得 て も マイ ナス に は な ら な い 。 家庭 で その よう な 環境 を 作 
る の は 難し い の で 図書 館 が ここ で 必要 に な っ て くる 。 図 書館 は 昔 の 人 の 考え や 思っ た こと 夢見 
た こと か ら 最 近 の で き ご と まで あり と あら ゆる 本 が 並ぶ 知 の 宝庫 で ある 。 司書 は その 膨大 な 本 
と 人 と を 結び つけ る 仲介 者 で ある 。 世 の 中 に 出る 本 の 中 か ら 選 書 を 行う に は 偏り を 持た せ て は 
いけ な い の で 重大 な 責任 を 負う 。 如 びる の で は な く 、 ど の 視点 か ら の 資料 も 入れ る こと で 考え 
る と いう 力 を 義 の せる こと に つなが る か ら だ 。 そ の た め に は まず 本 を 知ら な く て は な ら な い 、。 
世の中 の 流れ や 利用 者 に つい て 知ら な けれ ば な ら な い の で 知識 欲 が 求め りら れる 。 自 分 は 人 を 育 
て る こと に 興味 が ある と 同時 に 、 本 が 好き で 、 も っ と 多く の 人 に その 世界 を 知っ て も ら え た ら 
と 願っ て いる 。 これら を 満た す 仕事 が 司書 で あり 、 私 は 司書 に な り た いと 考え る に 至っ た 。 


〈 国 立国 会 図書 館 東京 本 館 〉 


文学 部 英文 学科 川 環 


1 . 実習 日 程 と 実習 内 容 
に ち 実 折 内 容 
8 グ 19 (月 ) ・ 国 立国 会 図書 館 プ 関西 館 の 概要 説明 
・ 電 子 情報 に 係る 業務 説明 
・ 資 料 デ ジタル 化 に 係る 業務 説明 
会 図書 館 の 施設 に つい て 説明 
8 グ 20 ( 火 ) ・ 所 管 シ ステ ム の 説明 
・ 情 報 シ ステ ム の 業務 説明 見 学 
・ 収 集 書誌 部 業務 説明 見 学 ン 実習 
・ 書 誌 調整 及び 書誌 ビス 業務 説明 
8 21 ( 水 ) ・ 郵 便 物 開封 作業 
・ 和 図書 の 記述 標目 作業 
・ 取 次 納入 資料 の 受入 整理 前 作業 
・ 選 書 購入 作業 説明 
8 グ 22 ( 東 ) ・ 利 用 者 サー ビス 部 概要 説明 見 学 
・ 館 内 サー ビス 説明 実習 
・ 館 内 サー ビス シス テム プリ サー チ ナ ザビ 概要 説明 
8 グ 23 ( 金 ) ・ 複 写 課 業 務 説 明 実 習 
・ 図 書館 資料 整備 課 業 務 説 明 プ 実習 
8 グ 26 (月 ) ・ 国 会 サー ビス の 概要 調査 課 見 学 
・ 議 会 館長 資料 室 概要 説明 見 学 実 習 
・ 国 会 関係 デー タベース 概要 説明 


まま 1 


W 


8 グ 27 ( 火 ) ・ 国 会 分 館 実 習 見 学 
・ 国 会 議事 堂 見 学 
・ 利 用 者 サー ビス 部 レフ ァ レ ンス サー ビス 実習 
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選書 館 学年 幸 


第 39 王 


8/28 ( 水 ) 


・ 科学 技術 経済 課 業 務 説 
・ 古 典籍 資料 室 見 

・ 新聞 資料 説 明 

・ 窓 政 資料 室 見 学 

・ 地図 案 概 要 説 明 ノ 実習 


明 


8 グ 29 ( 礎 ) 


・ 人 人 文 課 レ ファ レン ス サ ー ビ ス 実 習 


・ 音楽 映像 資料 室 / 電 子 資料 室 見 


8 グ 30 ( 金 ) 


・ 図 書館 協 カ ノ 支 部 図書 館 制 度 概 


要 説明 


2. 司書 と いう 仕事 と 自分 の 司 


芋 と し て の 可能 性 に つい て 


10 日 間 に わ た り 、 国 立国 会 図書 館 の 様々 な 部 署 ・ 業 務 に つい て お 話 を 伺い まし た 。 図 書館 で 


働く 際 の 専門 属 


まし た が 、 使 用 する 本 の 選び 方 や 資料 へ の た ど 
の 業務 で ある と 思い 3 


E に つい て は 、 様 々 な 部 署 の 職員 さん の お 話 か ら 感 じゃ こと が で きま し た 。 印象 
に 残っ て いる こと は 専門 室 の レフ ァ レ ンス サー ビス 実習 で 、 今 まで の レフ ァ レ ンス 事例 を 伺い 


り 着き 方 な ど 、 職 員 の 知識 ・ 経 験 が か あっ て こそ 
E し た 。 伺 っ た お 話 で は 国立 国会 図書 館 の 本 質 と し て 、 利 用 する 資料 と 、 


それ を 保存 する 書庫 の 2 点 を 挙げ られ て いら っ し ゃ いま し た が 、 資 料 や 書庫 と いう 物 は 知識 や 
\ る の だ と 思い まし た 。 


経験 の ある 職員 が いる た め に 効果 的 に 利用 され て 


多く の 職員 の 方 が 資料 の 保存 と 利用 の バラ ンス に つい て 話し て くだ さっ た の も ゃ 印象 的 で し た 。 


は 司書 次 格 カ 


疫 人 は 


資料 の 利用 や 保存 に 限ら ず 、 情 報 シ ステ ム や 書庫 な どの あり 方 に つい て も これ が いい と いう よ 
う な 決定 版 が な く 、 そ れ ぞ れ の 一 長 一 短 な と ころ を 踏 3 
国会 図書 館 で は 委託 の 職員 も 多い た め 、 限 られ た 予算 や 人 手 、 施 設 、 時 間 の 中 で 働く と い 
と に お いて 職員 に 専門 性 が 備わっ て いる こと の 


要 性 を 感じ まし た 。 国 立国 会 図書 館 の 職 上 


き 」 


必須 条件 で は あり ませ ん が 、 司 書 と いう 仕 
的 効果 的 に 行え を る の で は な いか と 思い まし た 。 


E え て 業務 を 行っ て いる よう で し た 。 


呈 
還 


いい Y 


『 を 学ぶ こと で 制約 の ある 業務 を 効 


《 国 立 女性 教育 会 館 女 性 教育 情報 セン ター・ 女 性 アー カイ ブ セ ン ター〉 


文学 部 英文 学科 小 南 理 恵 
1. 実習 日 程 と 実習 内 容 
に ち 実習 内 容 

9〆2 | 午前 | ・ 事 務 連 絡 
(月 ) ・ 会 館 概要 説明 、 施 設 見 学 

・ 情 報 課 業 務 説 明 

午後 | ・ 埼 玉 県 私 立 短期 大 学 協会 ・ 国 立 女性 教育 会 館 連 携 プ ログ ラム 
『 女 子 学生 の た め の キ ャ リア 形成 講座 』 に 参加 

9 3 | 午前 | ・ 新 聞 ク リッ ピン グ 業 務 
( 火 ) | 午後 | ・ 図 書 の 配 架 、 書 架 整理 

・ 女 性 アー カイ ブシ ステ ム 目 録 入力 

・ 女 性 アー カイ ブ セ ン ター 資料 美 備 
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9 4 | 午前 | ・ カ ウン ター 業務 ( 開 室 準備 、 前 日 の デー タ 入 力 ) 
( 水 ) ・ レ ファ レン ス 業 務 
・ 背 玉 県 私 立 短期 大 学 協会 ・ 国 立 女 性 教育 会 館 連 携 プ ログ ラム 
『「 女 子 学生 の た め の キ ャ リア 形成 講座 』 に 参加 
午後 | ・ コ レク ショ ン 形 成 と 資料 選択 の 方 針 ・ 受 入 
9 グ 〆5 | 午前 | ・ 雑 誌 受入 、 目 録 業 務 
( 木 ) ・ILL 業務 
午後 | ・ 文 献 デ ー タ ベー ス 作 成 、 運 用 、 管 理 
9 グ 6 | 午前 | ・ 雑 誌 配 加 、 書 架 整 理 
( 金 ) ・ 女 性 関連 施設 デー タベース 作成 、 管 理 
午後 | ・ 図 書 パ ッ ケー ジ 和 貸出 業 務 
・ 広 報 業 務 (ホー ムペ ー ジ 管理 ) 
・ 実 習 を 振り 返っ て 
2. 司書 と いう 仕事 と 自分 の 司書 と し て の 可能 性 に つい て 
司書 と いう 仕事 に つい て 考え る 時 、 公 共 図 書館 な ど で は 利用 者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン や 重 
視 さ れる こと か ら 、「 司 書 は サー ビス 業 で ある 」 と 言わ れる こと も 少な く な い 。 し か し 、 今 回 


の 実習 で は 、 む し ろ 、 
私 が 実習 を 経験 し た 女性 教育 情報 セン ター は 、 女 性 や 家庭 、 男 女 共 同 参画 に 
に 関わ る 人 々 研究 者 に 対す る 、 専 門 的 な 


ーー 


専 旧 


ト 詩 
を 行う と と も に 、 


と 収集 、 提 供する 専門 
情報 サー ビス の 提供 、 
f 日 本 
館 の 情報 謀 と し て 、 


全 


門 職 と し て の 司書 


に つい て 考え させ られ る こと が 多かっ た 。 


関わ る 


錠 書 館 で ある 。 男 女 共 


司 参画 


国 に 存在 する 男女 共 


料 を 主 


司 参画 


に お ける 男女 共 


会 館 の 事業 を 情報 


后 か 


実習 の 中 で は 、 デ ー タ ベー ス の 作成 、 
国立 女性 教育 会 館 全 体 の 業務 の 両方 に 


ング は 、 司 書 の 専門 必 
女性 教育 情報 セン ター で は 、 全 国 
に 関わ る 記事 を 切り 抜き 、 資 料 と し て 


E に つい て 考え る 


閥 わ 


司 参 画 の 推 


= 
圭 堆 、 


上 で 非常 に 
紙 お よ び 地 方 紙 の 中 か ら 、 女 性 や 家庭 な ど 、 男 女 共同 参画 


際 存 する と と も に 、 新 聞 記 事 見 出し の デー タベース 化 を 


進 を 


ら サ ポー ト 
レフ ァ レ ンス と いっ た 


目的 と し て 設立 され た 、 
し て いく 役割 も 担っ て い 
包 書 館 に 


る 


セン ター 内 の 資料 室 や 図書 室 に 対す る 支援 
国立 女性 教育 会 


関わ る 業務 と 、 


る こと が で きた 。 そ の 中 で ゃ も 、 新 聞 記 事 の クリ ッ ピ 


良い 経験 だ っ た 。 


目 を 通し 、 


行っ て いる 。 
記事 を 選択 し て 


提 


紙 一 紙 く ま な く 
\ く の か を 判断 し 、 
いく 作業 は 、 実 際 に や っ て みる と 非常 に 難し く 、 時 間 が か か っ た 。 そ の 情報 が どの よう に 利用 
され る か 、 を 常に 考え な が ら 進 め て いく 必要 が あり 、 
を 行う 司書 と し て 、 専 門 性 が 問わ れる 瞬間 だ と 感じ た 。 
また 、 メ ー ル で の レフ ァ レ ンス 対応 も 非常 に 興味 深い 体験 だ っ た 。 海外 に お ける 企業 の 女性 
傘 用 に つい て の 問い 合わ せ で 、 ど の よう に 調べ て いく べき か 、 は じ め は 3 
か っ た が 、 職 員 の 方 と 、 


「 企 業 の 女 司 


記事 の 


中 か ら 検 索 の 際 に 使わ れ そ うな キー ワー ド を 選ん 


男女 共同 参画 や 、 女 性 、 家 庭 と いっ た 視点 か ら ど の 
で 


日 常 の 業務 で あり な が ら 、 情 報 の 整備 、 


E っ た く 見 当 が つか な 


E 交 用 」 や 「 ダ イ バ ー シ ティ 」 を キー ワー ド と し て 、 館 内 


の 資料 だ け で な く ウ ェ ブ で 英語 の 文献 も 当たり な が ら 調 べ て いっ た 。 情 報 探索 能力 だ け で な 


語学 力 と 一 定 の 前 提 知 識 も 必要 と され る レフ ァ レ ンス で 、 専 門 


よう に も 感じ た 。 
女 : 


生 教 育 情報 シン ター の 実習 で は 、 


凶 思 


に 


館 の 本 領 が 発揮 され て いる 


分 E 


身 が 図書 館 の 業務 を 経験 する だ け で な く 、 専 門 


ら 


MM 


書館 
寺門 
私 


思 


し い 、 高 度 な 情報 サー ビス の 
生 を 間近 に 感じ 、 


身 が 、 今 後 


端 を 


選書 館 と の 関わ り に お いて 、 司 書 


二 間 見 る と と も に 、 職 員 の 方 々 の 司書 


司書 の 専門 性 に つい て 考え る 、 貴 重 な 機会 と な っ た 。 
と いう 選択 を する か どう か は 未知 数 だ が 、 
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凶 


と し て の 高い 


凶 書 館 学 年 報 第 39 号 


司書 と いう 仕事 が 、 非 常に 魅力 的 な 仕事 で ある と いう こと は この 実習 を 通じ て 断言 で きる 。 ま 
た 、 ど の よう な 形 で あっ て も 、 図 書館 に 関わ っ て いき た いと の 思い が 強まっ た 。 自分 の 将来 に 
お いて 、 実 習 で の 経験 や 司書 課程 で の 学び は 、 仮 に 直接 的 で は な か っ た と し て も ゃ も 、 確 実に 生き 
て いく と 言え る だ ろう 。 


本 3 


(札幌 市 中 央 図書 館 〉 


レミ 


フト 


文学 部 国文 学科 西 川 緒 


程 と 実習 内 容 


8 グ 21 ( 水 ) 【 集 中 講義 】 

開講 挨拶 

の 役割 

直 サ ービス に つい て 

目 シ ステ ム 概 要 説 明 

店 覚 資 料 の 検索 

利用 案内 ・ 館 内 見 学 

: 15>11 :15 1 階 カ ウン ター 実習 

:15 講義 「 逐 次 刊行 物 の 取扱 い 」 
:00 1 階 カ ウン ター 実習 
:00 講義 「 一 般 資料 選定 発注 
:15 1 階 カ ウン ター 実習 
:00 講義 「 児 童 サ ービス 」 


:30 1 階 カ ウン ター 実習 
:30 1 階 カ ウン ター 実習 
:15 講義 「 資 料 登録 ・ 装 備 に つい て 」 
:00 1 階 カ ウン ター 実習 


my Yiy 


ET RT 


YTy 


較 癌 選 選 
級 ML 貞和 人 


吊 
Yiy 


8 グ 22 ( 礎 ) 


に = 


8 23 


8 グ 24 ( 土 ) : 00 講義 「 郷 土 資 料 の 取扱 い 」 
: 15 講義 「 相 互 貸 借 ・ 図 書館 協力 」 


:00 講義 「 障 が い 者 サー ビス ・ 郵 送 貸 


Mi 石 呈 中 


出 」 


15 : 00 
: 00 


児童 カウ ンタ ー 実 習 


1 階 カ ウン ター 実習 


8 26 


(月 ) 


17 : 00 


2 階 カ ウン ター 実習 


で 


8 27 


( 火 ) 


: 15 て 1 


7 :00 


予約 班 実習 


8 28 


( 水 ) 


ギ き 呈 


電子 図 


【 集 中 講義 


三 志 ヨ 
の 読 


活動 


傘 進 計画 に つい て 


レフ アァ レン ス 実 習 
普及 事業 実習 ・ 札幌 市 立 伏見 中 校 と の 共 H 


書館 に つい て 
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2. 司書 と いう 仕事 と 自分 の 司 


2013 年 度 図書 館 現 場 演習 報告 


書 と し て の 可能 性 に つい て 


今回 の 実習 を 通し て 、 公 共 図 書館 司書 と いう 仕事 に 特に 必要 な 要素 は 3 つ あ る と 感じ まし た 。 
1 つ 目 は 、 和 柔軟 性 で す 。 障 が い 者 サー ビス の ひと つと し て 郵送 貸出 に 携 わ ら せ て いた だ きま 


し た が 、 そ の 際 
年 行わ れ て いる 


に ひと り ひ と り の 利用 者 へ の フレ キシ ブル な 対応 に 驚か され まし た 。 それは 近 


串 


「 リ スト 対応 」 と いう も の で 、 郵 送 貸出 の 利用 者 へ 送付 され る 新刊 区 


案内 だ 


け で な く 、 検 索 


| I 


が 不 自由 で 情報 入手 が 偏っ て し まう 図書 館 障 が い 者 の 方 々 の ニー ズ を 積極 的 に 


拘 い 取っ て 、 一 人 一 人 資料 の リス ト を 送付 する と いう も の で し た 。 単 な る 郵送 貸出 で は な く 、 
各 利 用 者 に 対し て 柔軟 に 対応 し て いる と ころ が 印象 的 で し た 。 ま た 、 郵 送 貸 出 以 外 に も カウ ン 


ダー 定 様 々 な と 


2 つ 目 は 、 多 楓 


ころ で 和 柔軟 に 対応 を な さっ て いる と ころ に 出会い 、 広 い 視野 を も っ て 利用 者 へ 
向き 合う 姿 奉 の 大 切 さ を 学び まし た 。 


まな 能力 で す 。 そ れ は 例え ば 、 書 梨 か ら 迅 速 に 資料 を 見 つけ 出す 能 し っ か 


り 資 料 装 備 を 行う 手先 の 器用 さと いう よう な も の か ら 、 郊 土 資料 や 貴重 書 を 扱う 際 に こ 古 文書 を 


読む 能力 、 障 が 


\ 者 サー ビス を 行う 際 の 福祉 の 知識 、 手 際 よ く 返 本 作業 を 行う た め の 腕 っ 節 の 


強 さ や レフ ァ レ ンス の 際 の 会 話 力 な ど 、 多 岐 に 渡る も の で す 。 図 書館 司書 は 専門 職 と し て 知ら 
れ ま す が 、 そ れ は た だ が 図書館 サ ービス に 関す る 知識 に 対し て 専門 的 な の で は な く 、 情 報 プ ロフ ェ ッ 
IITIOITT エ ET ヤ TO 


じ た こ と で す が 、 


し て いま し た 。 ま た 、 耳 が 遠い 人 へ は 大 きく ゆっ くり 、 子 ども へ は 分 か りや すい 言葉 づか いで 、 
な ど 様 々 な 利用 者 へ 合っ た 接し 方 を な さっ て いま し た 。 こ こ で 、 図 書館 が 利用 者 に と っ て 快適 


で ある た め に は 、 
学び まし た 。 
以上 の 3 点 が 、 


後に 、 人 と 接する 仕事 で あや る と いう 点 に つい て で す 。 こ れ は 、 カ ウン ター に お いて 特に 感 


利用 者 へ の 物腰 の 柔らか さ 、 は き は き と し た 話し 方 が 全て の 職員 の 方 で 共通 


その 運営 を 行う 図書 館員 の 利用 者 に 対す る 接し 方 が 大 き な 要 素 と な る こと を 


私 が 公共 図書 館 司書 と いう 仕事 に お いて 特に 重要 だ と 感じ た 要素 で す 。 


「 第 2 次 札幌 市 図書 館 ビ ジョ ン 」 に つい て の 講義 の 中 で 、 公 共 図 書館 は 、 生 涯 学 時 


度 情報 通信 社会 


・ 少 子 高 齢 化 社会 ・ 国 際 化 社会 に あっ て 変革 が 求め られ て お り 、 そ れ に は 図書 


館 の 社会 的 存在 意義 を 図書 館員 と 市 民 と の 間 で 共有 する こ 本 け け お 0 


だ 。 で の よう な 、 


社会 変化 に 合っ た 図書 館 運営 や 図書 館 の 意義 の 社会 共有 は 、 札 幌 市 だ け で な 


全国 的 に 重要 な こと と 思い ます 。 こ の た め に は 、 図 書館 の 広報 な ど 外 部 へ の 動き も ゃ ちろ ん 


必要 な こと で する ヵ 


切な アプ ロー チ で あろ うら と 思い まし た 。 
来年 か ら 、 県 立 図書 館 司 書 と し て 働く こと が 決ま り ま し た 。 そ こ で は 、 図 書館 は どの よう 


S、 上 記し た 3 点 に 代表 され る よう な 公共 図書 館 司 書 の 在り 方 も 基盤 と な る 大 


な 社会 の 中 で 、 ど の よう な 認知 を され て いる の か と いう ら こ と を 常に 客観 的 に 考え な が ら 、 実 習 
で 学ん だ こと を より 良い 図書 館 サ ービス を 行う た め に 生か し て いき た いと 思い ます 。 


1 . 実習 日 程 と 実習 内 容 


日 程 内 容 
8 20 | 午前 | 〇 総務 部 で の 業務 
( 火 ) ・ 返 却 本 の 確認 、 和 朝礼 


・ 返 却 ポ スト ・ ボ ックス の 確認 
・ 館 内 案内 (雑誌 、 リ サイ クル デー\ リ 、 マ イブ ッ ク フ ェ ア “?、 コ ミセ ン 便 きり 、 
施設 に つい て の 説明 ) 
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・ レ ファ レン ス 対 応 の 見 学 
・ 予 約 本 の 抜き 取り 
・ 本 の ラベ ル 、 シ ステ ム 上 の 手続 き や 意 味 に つい て の 説明 


〇 総務 部 で の 業務 
・ 館 長 と の 講話 
・ コ ミセ モン 便 の 処理 
・ 予 約 本 の 抜き 取り 
・ 利 用 者 券 登録 
・ 督 伸 、 リ サイ クル 業務 、 利 用 者 提案 対応 に つい て の 説明 


8 グ 21 
( 水 ) 


・ 資料 を 書 梨 に 返却 、 書 梨 整 理 、 朝 礼 
〇 資料 部 I で の 業務 
・ 雑 誌 、CD の 装備 


・ 殺 誌 の 所 蔵 録 に 
・ 添 付 資 料 の 型紙 を 入れ る 袋 の 作成 
・CD、CD ケー ス の 装備 
* ヨ メン トシ ー ル (「 小 ] 


子 あ り 」 など) の 作成 


8 22 
( 木 ) 


・ 資 料 を 書架 に 返却 、 朝 礼 
〇 資料 部 1 で の 業務 
・2 階 カウ ンタ ー 業 務 
・ 図 書 の 修理 (は が れ て いる ペー ジ の 
・ 新 し い 本 の 検品 


直 修 ) 


〇 資料 部 I で の 業務 

・ 図 書 の 修理 (は が れ て いる ペー ジ の 補修 ) 
・ 新 し い 本 の 検品 、 受 入 作業 

・2 階 カ ウン ター 業務 


・ 資 料 を 書架 に 返却 、 朝 礼 
〇 相互 協力 部 で の 業務 
・ 2 階 カウ ンタ ー 業 務 


〇 相互 協力 部 で の 業務 
・ 相 五 協力 業務 の 概略 説明 

・ 他 の 図書 館 か ら の 借受 本 の 処理 
・ 城陽 市 立 図書 館 へ の 借受 依頼 の 処理 
・ レ ファ レン ス の 練習 


8 グ 24 
( 土 ) 


午前 


・ 資 料 を 書架 に 返却 、 朝 礼 

〇 事業 部 で の 業務 

・2 階 カウ ンタ ー 業 務 

・ お は な し オル ゴ 
読み 聞か せ 実 習 
・ 学 校 巡 回 本 作業 (除外 対象 の 本 の 処理 


上 に 


ルポ 5 備 、 見 


ュ ン 


〇 事業 部 で の 業務 
・ お り が み ラ ンド "の 折 図 作成 
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2013 人 


・ お は な し オル ゴー 


ビ 


報告 


館 現場 演習 


の ポス ター 作成 (自分 


レ に な ぞ ら えて 作成 ) 


の 読み 聞か せ を お は な し オル ゴー 


8 25 | 午前 | 〇 事業 部 で の 業務 


・ ポ スタ ー 作 成 の 続き 
・ 写 真 の デー タ を パソ 
〇 相互 協力 部 で の 業務 
・ リ クエ スト 用 紙 


の 処 


・ 子 ども ライ ブラ リー"WSP の ポス ター 貼り 


コン に 取り 込み 、 印 刷 


理 (借受 要求 ) に つい て の 説明 


・ 視力 障 が い 者 


の 録音 


巡 書 の 処理 に つい て の 説明 


〇 事業 部 で の 業務 


SP 準備 ・ 見 学 ・ 片 付け 


さ 
ブロ 


* ず 副 衝 マ イブ ラリ 


・ 学 校 巡 回 本 作業 ( 籍 出し ) 
・ 2 階 カウ ンタ ー 業 務 


者 が 持 
回 、』 
ゃ に 対 


3 
記 


ど 


由 図 較 当 翌 


も 向け の 催し 物 の 総称 ( 今 


と いう 仕事 と 自分 の 司書 


と いう 仕事 


籍 と な っ た 資料 で 気に入っ た も の を 利用 者 に 持ち 
ち 寄 っ た 資料 で 気に入っ た も の を 他 の 利用 者 に 持ち 帰 
内 五 か 所 の コミ ュ ニ ティ ー セ ンタ ー と や 
し て 読み 聞か せ や スト ー! 
館員 が 子ども に 折り 紙 を 教え る 催し 物 

回 は マジ ッ ク シ ョ ー) 


舌 と し て の 可 稲 
に は 三 つ の 特徴 が ある 。 
人 は 党 の iiE は 、 カ ウン ター 業務 や レファレンス の 応対 な ど 、 利 


負っ て も や もらう] 取り 組み 


と りさ れる 資料 
ー テ リン グ を 行う 催し 物 


Eg 性 に つい て 


の 特徴 は 、 


だ 


新しい 本 の 検品 や 他 館 か ら の 億 


成り 立つ 業務 も あれ ば 、 資 料 の 装備 や 修 
ク ヤ ー ド で 地道 に 作業 する 業務 も ある 。 
デス クワ ー ク も あれ ば 、 学 校 巡 回 本 の 箱 
シー ル の 作成 の よう な 単純 作業 も あれ ば 
られ る 業務 も ある 。 こ の よう に 、 
Y② う 
レン ス で 短い 時 間 で 適切 な 情報 を 利 月 
と 考え 、 資 
る 。 ま た 、 
別 な 技術 が 必要 で ある 。 
つ 目 の 特徴 と し て 
で ある 。 直接 サ ービス は も ちろ ん 、 間 
その 奥 に は 利用 者 さん へ の 血 


様々 な 仕 
目 の 特徴 と し て は 、 専門 的 な 知識 や 技術 を 要する 付 
者 さん に 提 人 f 
索 に 関す る 知識 が 必要 で ある 。 さ ら に 資料 の 修理 に は 専 
読み 聞か せ を する の に も ゃ も 、 子 ども の 注意 


は 、 全 て の 業務 が 最終 的 に 利 


虐 が ある 。 


また 、 


ボ ポス ター の 作成 な ど 、 


、 読 み 聞 か せ や 、: 
司書 の 仕事 で ある 。 


ト 習 


事 が ある の が 、 


意 を 引き つけ て 、 か つ 楽 し ま 


者 さん の た め 


貸出 業務 で 「 お 待た せ し 3 


コメ ント シー ル を 作成 する と いっ た 一 
る 業務 で ある 。 
これ ら の 司書 の 仕事 

ず 、 司 ほ が 多様 で も や る と いう 面 
うな 、 人 と 接する 仕事 に や り が い を 成 
裏方 の 仕事 は 私 の 性 に 合っ て いる 。 
美術 部 や 演劇 部 に 所 属 


の 仕 


呈 


理 し て いた 経験 が 役 


は 


見 砦 細 な こと で あっ て も 、 利 


ほ の 特 徴 を 踏ま えた 上 で 、 私 の 司書 


箕 と し て の 可 痕 


上 事 だ と いう こと で ある 。 
する に は 、 ど の よう な 資料 を 使え ば いい か 
門 的 な 技術 が 必要 で あ 
E せ る た め に は 特 


創造 1 上 


特 


多様 な 業務 を 行う こと で ある 。 司 
者 さん と の 交流 
本 の 処 


に よっ て 
理 な ど 、 バ ッ 
資料 の 受け 入れ 作業 や 、 雑 誌 の 所 蔵 信 録 な どの 
邊 出し の よう な 体 を 使う 業務 も ある 。 そ し て 、 コ メン ト 
E が 求め 


(に 、 レ ファ 


に 行わ れ て いる と いら こと 
議 サ ービス で 資料 の た め に 行わ れ て いる 業務 で あっ て も ゃ 、 
し た 。| と 一 言 添 える こ と や 、 


者 さん の こと を 考え て い 


EE 性 に つい て 考察 する 。 ま 


に つい て 考え る 。 私 は カウ ンタ ー 作 業 な ど に 見 られ る よ 


る 。 一 才 で 。 肖 分 コロ つら つる 


0 ー 作 成 な どの 創造 的 な 業務 


Gi 


立つ 。 力 仕 


事 に 関し て は 、 そ こま で E 


2 
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お いて は 、 


R い 


わけ で は な い が 、 そ の よう な 作業 を する こと は 苦 で は な く 、 む し ろ 汗 を 流す こと に は 喜び を 感 
じ る 。 そ し て 、 何 より どの よう な 業務 で あっ て も 積極 的 に 目 む こと が で きる 。 こ の 面 で 、 司 書 
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の 仕事 は 私 に 向い て いる と いえ る 。 


次 に 、 
こま だ 司 


専門 的 な 知識 や 技術 が 必要 な 仕事 で ある と いう 面 に つい て 考え る 。 今 回 の 実習 で 、 ま 


書 に 必要 な 知識 や 技術 が 足り な いこ と が わか っ た 。 知識 に つい て は 大 学 で 得 た 知識 を 
きち ん と 身 に つけ る 必要 が ある 。 一 方 で 、 経 験 を 重ね な いと 身 に つか な い 知 識 や 技術 も ある 。 


それ ら は 今回 の 実習 で 学ん だ こと を ベー ス と し て 、 こ れ か ら 経 験 を 重ね て いく こと が 必要 と な っ 


て くる 。 


友 後 に 、 司 書 は 利用 者 さん の た め の 業 務 を 行っ て いる と いう 面 に つい て 考察 する 。 利 用 者 さ 


ん が 図書 館 を 利用 し て も らい や すい よう に 気配 り を する こと は 、 Re いこ 


と だ 。 し か し 、 私 は 前 述 し た よう に 、 人 と 接する 仕事 に や り が い を 感じ て お 


と 喜び を 感じ る 。 そ の た め 、 [利用 者 さん の た め の 業 務 」 を 行う 司書 の 仕事 
と 思わ れる 。 


は 私 0 


この よう に 、 今 回 の 実習 を 通し て 、 司 書 の 仕事 の 三 つ の 特徴 に つい て 学び 、 自 分 の 司書 と し 
て の 可 能 性 を 見 出 した だ 。 
(天理 市 立 図書 館 〉 
文学 部 文化 史学 科 吉 田 幸 恵 
1 . 実習 日 程 と 実習 内 容 
日 に ち 実習 内 容 
10〆9 | 午前 | 開館 準備 ( 机 ・ い す ・ 本 棚 の 上 の 水 拭き ) 
( 水 ) 館内 案内 (開架 ・ 閉 架 ・ 貴 重 書 室 ・ 移 動 図 書館 ) 


実習 スケ ジュ ー ル 説明 

天理 市 ・ 天 理 市 立 図書 館 に つい て の 説明 
本 の 返却 の 説明 
刺 旬 の 説明 と 実施 


さ 
隊 
深 


選書 館 と 著作 権 に つい て の 説明 と 問題 回 答 ・ 答 え 合わ せ 


10 プ 10 | 午前 | 開館 準備 
( 木 ) 本 の 返却 (以後 雑誌 バッ ク ナ ン バー 整理 含む )・ 整 架 
電算 シス テム に つい て の 説明 
本 の 発注 ・ 受 入 に つい て の 説明 


午後 | カウ ンタ ー 作 業 (貸し 出し を 担当 ) 
本 の 返却 ・ 整 名 


レフ ァ レ ンス 問題 調査 
10 プ 11 | 午前 | 開館 準備 
( 金 ) 本 の 返却 ・ 整 架 


レフ ァ レン ス 問 題 調査 続き 


午後 | 移動 図書 館 
学童 保育 へ の 団体 貸し 出し 本 配達 
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2013 人 


INU 
洒 


10 プ 12 | 午前 
( 土 ) 


開館 準備 
本 の 返却 


めで の 歩み ・ 活 字 離 れ ・ 指 定 
べ ベスト セラ ー の 貸し 出し に つい て ) 
小さ い 子 向け の お は な し 会 (4 オー 
大 きい 子 向 け の お は な し 会 ( 小 2 て 


劉 書 館 の 現状 に つい て の 説明 (中 小 レ ポー ト 


MM 束 


凶 


館 へ の 導入 


前 後 の 図書 館 か AM 學 選 


は 


(y 表 


で 
VN 


本 の 返却 ・ 整 架 


レフ ァ レ ンス 答え 合わ せ 


2. 司書 と いう 仕事 と 


自分 の 司書 と し て の 可能 性 に 


今回 の 実習 で 、 司 書 の 仕事 を 改め て よく 考え 直す こと が で きた 。 司書 は 本 の 貸し 出し 返却 を 


行う 人 、「 困 っ た と き に 助け て くれ る 人 」 と 考え られ が ち だ が 、 司 書 課程 の 授業 で 、 そ の 専門 


的 側面 を 多く 学ん で きた 。 
を 通し より 利用 者 


利用 者 は 、OPAC で うま く 探 せな い 、 


し か し 、 確 か に 司書 
に 身近 な 存在 で ある と 気付 か され た 。 
る 人 」 と いう の は 、 簡 単 な 言 い 方 で は ある が 、 


先 に 述べ た 


司書 の 専門 性 


欲し い 本 が 見 つか ら な い 、 


芋 と は 専門 的 知識 を 多く 持つ プロ 集団 だ が 、 実 習 
「 困 っ た と き に 助け て くれ 
を 示し て いる 。 図 書館 で 
本 の 複写 や O 〇 才 の 子 に お す 


すめ の 本 が 欲し いな ど 、 様 々 な 問題 に ぶつ か る 。 ど うし て いい か 分 か ら な いと き 、 そ っ と 助け 


て くれ る の が 語 


に 存在 し て いる 。 


天理 市 立 図書 館 で は 、 人 と 人 と の つなが り を 踊 
る 高齢 の 方 な ど は と て も に こ や か で 
た 。 い つも 笑顔 で 声 を か け や す いじ 雰 囲 
E や 知識 を 持っ て いた と し て も ゃ も 、 利 
市 立 図書 館 で 働く 全て の 方 が 話し か け 
くれ る 利用 者 に 


素晴らし い 専 門間 


つく られ た 信頼 関係 が か あっ た 。 


て いる と 感じ た 。 


関す る 棚 が 特別 


りお は な し を 聞く と いう 


て 心地 


また 、 実 習 か ら 、 司 書 
それ は 図書 館内 の 全て の も の ・ こ と 
どの 作業 を と っ て も 「 利 有 
どの よう な 本 が 求め られ て いる か だ け 
絶版 の 可能 性 が ある 絵本 を 収 刈 
まで 考え て 行わ れ て いる 。 排 架 や 


天理 市 立 図 ョ 


で 、 こ の 時 間 も E 
気 に す る こと 


生 は 、 利 用 者 に 親 


NN 幅広 い 分 野 の 知識 を も っ て 利用 者 
の 求め る も の へ と 導い て くれ る 。 授 業 


し みや すい 形 で 常 


者 に 提 人 
MR 談 
と 強 く 感 じ た の が 、 
生 0ONEUUTNY NG ここ で は 、 子 
図書 館 側 が 名 前 で 呼び か けた り 、 前 回 
000 ツ 系 と 
小学 一 年 生か ら 長 い 時 間 か け て 


や すい 、 
と っ て な く て は な ら な い 人 だ っ た 。4 
選書 館 に 遠い 地域 の 小 中 学 校 に 2000 冊 の 本 0 
ども ゃ も た ちと の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 目の当たり に し た 。 
昔 り られ た 本 の シリ ー ズ を 
いっ た よう に テー マ で 頼ん だ り 、 学 校 の 話 を 笑顔 で し て いる 。 


意 し て お く 工 夫 を 行い 、 


に と っ て 特に 大 切 で ある も の は 「 利 用 者 を 思う 気持 


火 で き 、 そ れ 


と 。 カ ウン ター で 気候 や 健康 の 話 を す 
館 に 来る 楽し み の 一 つ 
司書 に と っ て 大 切 で ある と 考え る 。 例 え 
で き な く て は 意味 が な い 。 天 理 
に きち ん と 答え て 


に 違い な いと 思っ 


租 館 で ある 。 


MM 


移 


5 
月 灸 


に お いて 必要 で あり 、 天 


選 う 気持 ち 」 


で な く 。 
する な ど 、 利 


者 に と っ て 図書 館 と 


思う 気持 ち 」 が ある こと で 、 


ち 」 だ と 考え た 。 
E 市 立 図書 館 で 働く 全て の 方 が 持っ 
に より 行わ れ て いる 。 選書 は 、 
革 店 に は な いよ うな 本 や 読み 続け て 欲し い 本 、 
H 者 が 望む こと か ら 、 ゆ く ゆ く 利 用 者 が 喜 記 こと 
、 通 常 の NDC の 棚 と 合わ せ て 、 よ く 利 
に 作ら れ て ある 。 お は な し 会 で は 、 保 護 者 と 離れ 、 子 ども ゃ たち だ け で 部 屋 に 入 
特別 な 経験 を し て も ら う 。 利 有 
め の 場 所 、 興 味 の あ る 面白 い 本 を 読ま せ て くれ る 場所 、 地 域 の 人 や 友達 に 会 える 場所 な ど 、 仁 
人 に よっ て 異な る 存在 で ある 。 し か し 、「 利 用 
ト い 空間 で 有る こと は 共通 し て いる 。 
館 で の 実習 を 通し 、 司 書 の 方 々 の 考え を 聞く こと が で き 、 利 用 者 と の 接し 方 を 


HH され る 料理 な ど に 


は 、 知 識 を 得る た 


全て の 人 に と っ 


見 て 学 選 ぶ こ と が で きた 。 専門 性 と 、 利 
この 3 つが そろ っ て こそ 、 素 晴らし い 司 書 


私 は この 実習 で 、 


司書 の 素晴らし さ を 感 じ る と 共に 、 


者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 、 
で ある と 言え る と 思っ た 。 
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「 利 用 


を 思 持ち 」、 


NMYY 
多 


分 の 足り な いと ころ を 痛感 する こと 


に ゃ な っ た 。 授業 で 習っ た だ け で 知っ て いる 気 に な っ て 


少な いこ と 、 学 ぶ べ き 事 が た くさ ん あり 、 司 
の バッ ク ナ ン バー を 整 
動 で は な いか と 思い 、 
書館 に 関わ る 仕事 を する こ 
駄 に は な ら な い 。 い つ で も ゃ 図書館 を 利 
書館 を どん どん 利用 し て 


区 


庄 
画 


ほし て いる と き 、 あ と 、 
「 利 


これ も 利 


\ き た い 、。 


《 同 志 社 国際 学院 〉 


実習 


1 。 


程 と 


と いう 仕事 が どれ ほど 難し いか 分 か っ た 。 雑誌 


\ た こと や 、 ロ ング セラ ー 本 の 知識 が 


] 者 が 使い や すい よう に 配慮 し て の 行 


] 者 を 思う 気持 ち 」 が 少し は ある の で は と 思っ た 。 卒業 後 す ぐに 
と は な い が 、 司 書 課程 で 学ん だ こと 、 実 習 で 学ん だ こと は 決し て 無 
する こと が で きる か ら で あ る 。 学 ん だ こと を 活か し て 


区 


部 国文 学科 有 山 尚 利 


に ち 


10 グ 8 ( 火 ) 


・ 返 却 
・ 貸 出 ノ 返 


図書 の 点検 ノ 配 名 
作業 
書 ラベ ル 用 の デー ク 作 成 


目録 へ の 雑誌 データ 記 入 作業 


10〆9 ( 水 ) 


・ 返 却 
・ レ ファ レン ス 対 応 プ カウ ンタ ー 業 務 
・ 成 書 
・ 貸 出 プ 返 堆 


凶 


書 の 点検 / 配 架 


記入 作業 


録 へ の 雑誌 デ ゲー タ 
作業 
E 誌 の 装備 ( バ 


4 


ド の 貼り 付け ) 


10 プ 10 ( 木 ) 


・ 返 却 
・ 貸 出 ノ 返 


・ 時 間 
・ 保 護 者 会 寄贈 本 の リス ト 作 成 作業 
・ 寄 贈 本 の PC へ の 登録 


区 


書 の 点検 / 配 架 
! 作 業 

理 本 の 登録 デー タ 変 更 手続 き 
の 所 蔵 確認 


10 プ 11 ( 金 ) 


・ 返 却 


区 


書 の 点検 ン 配 架 


・ 貸出 返却 作業 
・DVDs 
・ 寄贈 本 の リス ト 作 成 作 業 
・ ブ ッ ク カ バ 上 
・ レ ファ 


科 の 装備 


に 
用 


レン ス 対 応 


壮 E 
装 フロ 


2. 司書 と いう 仕 3 


ほ と 


自分 の 司 


書 と し て の 可能 性 に つい て 


久 凶 証 


同志 社 


国際 学院 と 


\ う 私立 小 学校 の 


書館 で の 


書館 実習 を 


し て 、 学 校 


書館 司書 と いう 


仕事 を 考え る に 学校 


巡 書 館 の 司 
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と いう の は 本 当 に 「 孤 軍 秦 闘 」 で ある な と 感じ まし た 。 現 在 


2013 年 度 図書 館 現 場 演習 報告 


の 学校 図書 館 法 第 五条 に お いて 十 二 学 級 以 上 の 学校 に は 、 司 書 教諭 また は 学校 司書 の 配置 が 義 
務 付 けら れ て いま す 。 今 回 お 世話 に な っ た 同志 社 国際 学院 に は 司書 教諭 と パナ ソン ニッ クエ クセ 
ル か ら 派 遣 さ れ た 学校 司書 の 方 の 両方 が いら っ し ゃ っ た の で す が 図 書館 で 勤務 され て お られ る 
の は 学校 司書 の 方 の み で し た 。 ま だ 開校 三 年 目 と いう こと で 蔵書 の 整備 な ど ゃ 完全 に は 終わ っ 
て お ら ず 、 図 書 資料 の 貸出 ・ 返 却 ・ レ ファ レン ス 作 業 に 合わ せ て 資料 の 装備 ・ 背 ラベ ル の 張 共 
え 作 業 、 購 入 図書 の 検討 ・ 発 注 を すべ て 学校 司書 の 方 が 一 人 で 行わ れ て いま し た 。 そ れ だ け で 
ゃ 非常 に 驚い た の で す が 、 昨 年 か ら 一 人 で 一 万 冊 以 上 の 図書 を 図書 館 の 二 随 部 分 か ら 一 階 部 分 
へ 移動 し 、 ラ ベル の 張 礁 え や 蔵書 目録 へ の 登録 作業 を こなさ れ た と の こと で 、 お 話 を 伺い な が 
ら た だ 居 気 に と られ る ば か り で し た 。 し か し これ は この 同志 社 国際 学院 図書 館 に 限っ た 話 で は 
な く 、 蔵 書 量 の 差 や 公立 と 私 立 の 違い は あれ どど の 学校 図書 館 で も 同じ 現状 に ある の で は な い 
か と 思い ます 。 
学校 図書 館 は 学校 教育 を 支え る 重要 な 機関 で あや る が た め に 、 そ こ で 勤務 する 司書 に は 通常 の 
選書 館 業 務 に 加え て 生徒 へ の 読書 指導 や 図書 館 の 利用 教育 、 さ ら に は 学校 で 勤務 する 教員 へ の 
サポ ー ト な ど 教 育 機 関 の 中 で 特殊 な 業務 を 行う 責務 が あり ます 。 し か し 学校 図書 館 の 司書 は 基 
本 的 に 一 学校 に 一 人 か 二 人 で あり 、 ど うし て も 手 が 足 りな い 状 況 に C あ る と いい ます 。 い まま で 
知識 の み で 学校 司書 の 苦労 を 理解 し て いま し た が 、 同 志 社 国際 学院 で お 世話 に な り 改 め て その 
大 変 さ を 実感 し まし た 。 
で す が 学 校 図書 館 は 学校 教育 を 支え る 一 つの 機関 と し て 教育 に より 深く 関与 する こと が で き 
る 図書 館 で あり 、 そ こ に 勤務 する 司書 も 一 人 の 教員 と し て 学校 教育 を 支え る こと が で きる 存在 
に な る の で は な いか と 思い ます 。 学 校 司書 に は 公立 や 大 学 図書 館 に 勤務 する 司書 と は また 違っ 
た 大 変 さ が あり 、 四 日 間 と いう 短い 実習 期間 の 中 で も その 苦労 の 片鱗 を 知る こと が 出来 まし た 。 
確か に 困難 な こと が 多い 仕事 で す 。 で も その 分 や り が いと 使命 感 に あふ れ た 仕事 で ある よう に 
私 は 思い ます 。 実際 に 勤務 され て いる 司書 の 方 や 図書 館 に 本 を 借り に 来 た 小学 生 と 談笑 され な 
が ら と て も 楽し そう に 働か れ て いま し た 。 司書 と し て 、 ま た 教員 と し て の 二 面 性 を 持ち 、 図 書 
と 生徒 の 両方 を 愛し 学校 図書 館 が 持つ 責務 を 果たそ うと する 熱意 を 持て る か が 学校 図書 館 司 
に と っ て も ゃ 最も 大 切な こと で は な いか と 今回 の 実習 で 感じ まし た 。 私 も いつ か その よう な 司書 
に な り た いと 思い ます 。 


IM 


(同志 社 国際 中 学校 ・ 高 等 学校 コミ ュ ニ ケー ショ ン セ ンタ ー)〉 
文学 部 文化 史学 科 南 彩 夏 


1 . 実習 日 程 と 実習 内 容 


日 に ち 実習 内 容 
10 ン 21 (月 ) | ・ 音 


の ミー ティ ング ・ 挨 反 


・ 開 館 準 備 … 新 聞 の 差し 替え 
・ 返 却 ・ 貸 出 手続 の 確認 

・ 図 書 の 書架 返却 

・ カ ー ド 目録 の 繰り 込み 

・ 図書 の 装 

・ 現 有 確 認 

・ 義 館 作 業 


10/22 ( 火 ) | ・ 朝 の ミー ティ ング 
・ 開館 準備 


邊 330ー 


書館 学年 報 第 39 号 


・ デ ー タ 入力 
・ 納 品 (業者 対応 ) 
コー ド 貼 り 付け ) の 流れ 確認 
・ 主 任 本 田 先 生か ら の 「 図 
の お 話 
2 
館 作業 


カロ 


反 却 


ーー 受け 入れ ・ 落 丁 チ ェ ッ ク ご 登録 番号 付与 (バー 


書館 司書 に な る に あたっ て 何 を 考え て 働く べき か 」 


10 グ 23 ( 水 ) の ミー ティ ング 


利信 
・ 展 示 
リプ カー 

・ 装 備 (蔵書 印 ・ 表 紙 カ バー 処置 ・ 返 却 期 限 票 
・ デ ー タ 入力 

"目録 の 繰り 込み 

作業 


け て の 準備 作業 


・ シ ー ル 貼り ) 


10 プ 25 ( 金 ) 


館 準備 
の 


反 却 


F 


2. 司書 
図書 館 


と 


言う 仕事 と 自分 の 司書 と し て の 可能 性 に つい て 


習 を 通じ し て 、 大 学 の 講義 ・ 演 習 だ け で は 知る こと の で き な い 司 


の 仕事 を 多く 学ぶ 


理 


こと が で きた 。 私 が 今 ま で 受講 し て きた 大 学 の 講義 で は 図 
第 三 者 の 視点 か ら 見 た 図書 館 や 司 
に な っ た と 思う 。 


理 


今回 の 実習 先 は 学校 図書 館 で あり 、 


本 来 で あれ ば 学校 図書 館 司 


館 や 司書 の 役割 や 使命 、 歴 史 な ど 
で し か な か っ た と いう こと に 気付 か され 、 大 変 貴重 な 


林 験 


教諭 の 知識 も 実習 前 に 身 に 


ニニ 


つけ て お か な けれ ば な ら な か っ た が 、 職 員 の 方 の ご 配慮 に より 区 
架 返 却 か ら カ ー ド 目録 の 繰り 込み 、 図 書 の 装 


代 司 書 の 実習 を 中 心 に 、 
まで 実に 多く の こと を 学ば せ て いた だ いた 。 


穴 近 
主 に 3 つの 点 が 至ら な いと いう こと に 気付 か され た 。 1 つ 


の 際 、 
る 。 利 用 者 の 目 か ら 見 る と 、 司 書 の 仕事 は あま りな く ゆ っ くり と 
き に 同志 社 国 


際 は 多忙 で あり 、 特 E 
常に 多忙 で ある 。 同志社 国際 中 学校 ・ 


際 中 学校 ・ 高 等 学校 コミ ュ ニ ケー ショ ン セ ンタ ー に B 
高等 学校 コミ ュ ニ ケー ショ ン セ ンタ ー で は 一 般 の 学校 


書館 と 異な り 、 人 と 人 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 意識 し 、 従 来 の 


理 


区 


は 、 ス ケ ジ ュ ー ル 管理 で あ 
し て いる よう に 見 える が 、 


だ 3 


夫 
恨 っ て は 非 
較 


書館 、 コ ンピュータ 教室 、 


視聴 覚 教室 な どの 機能 を 備え 、 放 課 後 や 特別 な 授業 の みな ら ず 、 
いて いる た め 、 常 に 教師 と の 連携 が 欠か せ ず 、 
ば な ら な い 職 員 の 姿 を 知る こと が で きた 。 
な ど ほ と ん ど が ルー ティ ン ワ ー ク で あり 、 


2 つ 目 
だ 


業 に 慣れ て か ら は 特 ( 


ー 
(6 


通常 授業 で の 利 
次 々 と 来る 要望 に 迅 
は 、 忍 耐力 で ある 。 


速 か つ 的 確 に 対 
デー タ 入 力 や 
注意 散漫 に な ら な いよ う 、 
持続 的 な 集中 力 を 必要 と する こと に つい て 身 を も っ て 実感 する こと が で きた 。 


を 第 一 に お 
応 し な けれ 
図書 の 装丁 


2 の 


は 、 司 上 


と し て の 使命 を 持っ て 働く こと で ある 。 実習 期間 中 、 初 め て の こと が 多く 慣れ な いこ と ば か り 


で あっ た た め 、 目 の 前 の 作業 を こなす こと で 精 一 杯 で あり 、 司 書 
て いた と 思っ た 。 同志 社 国際 中 学校 ・ 
司書 に な る に あたっ て 何 を 考え て 働く べき か 」 に つい て お 話す る 3 


働く べき な の か 深く 考え た こと が な か っ た 。 以 上 
これ ら は 図書 館 司 
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E で 、 司 


高等 学校 コミ ュ ニ ケー ショ ン セ ンタ ー の 主任 と 「 


扇 
志 


と し て 働く と いう 意識 に 欠け 


久 書 館 
と し て どの よう に 


分 に 足り な い 3 つの こと に つい て 述べ た が 、 
に 限ら ず 、 企 業 や 公共 機関 の どの 職業 に も 求め られ る 要素 で ある 。 そ の た 


2013 年 度 図書 館 現場 演習 報告 


め 、 そ れ ら を 意識 し て 日 々 精進 する こと で 司書 だ け で な く 、 そ の 他 の 職業 で も 通 


形成 され て いく で あろ うと いう 可能 性 を 感じ た 。 


〈 同 志 社 女子 大 学 図書 ・ 情 報 セ ンタ ー〉 


程 と 実習 内 容 


1] す る 人 間 が 


彩 藤 


10/22 ( 火 ) [今出川 図書 館 ] 


・ 同 志 社 女子 大 学区 


館 の 概要 説明 、 


実習 内 容 説明 


* 負 内 の 見 人 
発注 
複 点検 

品 ・ 受 入 ・ 検 収 


TI 


さ 、 


lml 


ヨ く 
7 半 っ いり 
や 


NN 
は 
男 


選 


(寄贈 な ど ) 


庄 
・ 選定 作業 
行 


物 の 受入 れ (検収 ・ 装 備 


) 


10/23 ( 水 ) [京田 辺 図書 館 ] 
・ 図 書館 の 説明 
* 大 内 見 
・ 図 書館 見 全 
・ カ ウン ター 業務 (貸出 ・ 
・ 購 入 希 望 図書 の 処理 
・ 新着 図書 の 確認 、 装 備 
・ 雑 誌 の 検収 、 装 備 、 配 架 
・ 図 書 扱い 逐 刊 の 検収 

・ 庶 務 に つい て の 説明 


10 プ 24 ( 木 ) 


[京田 辺 図書 館 ] 

・ カ ウン ター 業務 (貸出 、 返 却 ) 

・ レ ファ レン ス サ ー ビ ゼス 

・ILL 業務 (文献 複写 、 閲 覧 依頼 ) 
・ 延 滞 ・ 朱 促 

書 制 度 の 準備 、 サ ービス 
・ 資 料 の 修理 


10/25 ( 金 ) [京田 辺 図書 館 ] 


- 納 架 (新刊 図書 、 返 却 図書 ) 
書架 点検 

・ カ ウン ター 業務 

・ 予約 


・ 書架 コン トロ ー ル (図書 


ュ ン 
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・ 館 内 巡視 
・ オ リエ ン テ ー シ ョ ン (新入 生 向け と 上 級 生 向け ) の 説明 


・AV ライ ブラ リー 業務 (発注 申 
・ 音 楽 文献 室 業務 (カー ド 目 録 の 


選書 館 学年 幸 


第 39 


込み 、 装 備 な ど ) 


作成 な ど ) 


自分 の 司 


へ 、 
7 


の 実習 を 通し て 、 司 
利用 する こと の 多い 大 学区 
る 程度 は 分 か っ て いる つも り で いた が 、 移 
て イメ ー ジ する カウ ンタ ー で の 
2 事務 作業 が 大 半 で カ 
の 職員 は ほとん ど が 業務 委託 で あり 、 専 任 職 
る と いう こと を 知り 、 和 驚い た 。 司書 は 専 『 


MM 


芋 と し て の 可能 司 
生 と いう 仕事 の 実情 を 知る こと が 出来 た よう に 思う 。 実 習 先 が 普 段 


MM 


上 事 も た くさ ん ある と 


E に つい て 


館 と いう こと で 、 ど の よう な 業務 や サー ビス を 行っ て いる の か あ 
Hh ら な いこ と も 多かっ た 。 具体 的 に は 、 司 書 と 言わ れ 
ぎ 出 ・ 返 却 業 務 だ けが 司書 の 仕事 で な く 、 パ ソコ ン を 使っ て 行 
\ う こと を 知っ た 。 ま た 、 同 志 社 女子 大 学 図書 館 
員 は 非常 に 少な く 司 書 資格 を 持っ て いな い 人 も い 
有職 と 言わ れる よう に 、 レ ファ レン ス 補 資料 の 補修 と 


いっ た 長年 培っ た 知識 や 技術 が 必要 な 職業 で ある 。 今 回 の 実習 で も それ は 実感 し た 。 し か し な 
が ら 、 業 務 の 中 に は 外部 委託 し て いる も の が ある よう に 、 必 ず し ゃ 司書 と いう 仕事 を する 上 で 
司書 資格 が 必要 で は な く な っ て き て いる の か な と も 思っ た 。 


四 日 間 を 通し て 実習 は と て も 楽し いや も の で あり 、 私 は も と も と 司書 に な る こと は 考え て いな 


か っ た が 、 将 来 の 可能 性 と し て 司書 と いう 職業 も 視野 に 入れ る よう に な っ た 。 職 員 の 方 の お 話 


で 、 司 書 資格 は 持っ て いて 損 は な い 資 格 だ し 、 


人 た ち で 、 今 資格 を 生か し 


ここ で 働い て v 


剛 員 は ほとん ど 過 去 に 違う と ころ で 働い て いた 


\ る と いう こと を 聞き 、 そ うい う 道 も ある の か と 思っ 


た 。 ま た 、 こ の 実習 を 通し て 、 


に すれ ば 快適 に 図書 


館 を 利 


同志 社 女 子 大 学 図書 館 は 利用 者 が 何 を 求め て いる か 、 ど の よう 


し て も ら え る か を よく 考え 、 そ の た め の 働 きか け を 積極 的 に 行っ 


て いる 了 図書館 で ある と 感じ た 。 そ の た め 、 も し ゃ 司書 に な る な ら ば 、 同 起 社 女子 大 学 図書 館 の 
よう な と ころ で 働き た いと 思っ た 。 司書 は 待遇 が 非常 に 良い と いう 訳 で は な いよ うな の で 、 職 
に つく と し て も 結婚 ・ 退 職 後に な る と 思う が 、 将 来 や っ て みた い 仕 事 に 出会え た た こと は と て も 


良かっ た と 思う 。 


(同志 社 女 子 中 学校 ・ 高 等 学校 図書 ・ 情 報 セ ンタ ー〉 


1 . 実習 日 程 と 実習 内 容 


文学 部 国文 学科 辻 野 夏 奈子 


11 グ 5 ( 火 ) 


・ 開 館 準 備 
・ 礼 振 
・ カ ウン ター (貸出 ・ 返 却 業務 ) の 説明 を 受け る 。 


を 行う 。 


・ 授業 準備 


・ 上 付け の 説明 を 受け る 。 
・ ハ ンド ブッ ク を 用 いた 利用 規定 の 読 明 を 受け る 。 
に 習 で の 業務 内 容 を まとめ た ビデ オ を 鑑賞 する 。 


書 を 1 冊 選 び 、 資 料 の デー タ 入 力 を 行  。 


に ラベ ル を 貼 


・ 書架 整理 を 行う 。 


、 装 
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を する 。 


2013 年 度 


当 
因 
上 
回 
還 
放 
避 
3 持 
涼 コ 


・ 掃除 、 閉 館 作 業 を 行う 。 
・ 明 日 の 予定 を 確認 。 


11〆6 ( 水 ) | ・ 開 館 準 備 を 行う 。 (電子 機器 等 の 電源 を 入れ る ) 

・ 礼 拝 

・ 菅 促 状 の 作成 を 行う 。 

・ 図 書館 の 業務 に つい て 説明 を 受け る 。 
ブッ クリ スト 、 デ ー タ ベー ス の 作成 、 図 
クト ー ク に つい て 説明 を 受け る 。 
ブ 
ジコ 


展示 、 ブ ッ 


則 


ゴ 
隊 
時 


館 便り の 発 


ゲッ クリ スト に 載せ る 資料 集め を 行う 。 
・ 企画 展示 の テー マ を 考え る 。 
・ 掃 除 、 閉 館 作業 を 行 う 。 


11/7 ( 木 ) | ・ 開 館 準 備 を 行う 。( フ ロア の 電気 を 点け 、 扉 を 開け 、 返 却 ボ ックス を 片 付 
ける ) 

・ ブ ッ ク リ スト 、 デ ー タ ベー ス を 作成 する 。 

・ 企 画展 示す る 図書 を 選び 、 ポ ッ プ を 作成 する 。 

・ 中 学 2 年 生 の 聖書 の 授業 を 見 学 する 。 

・ 書 架 整 理 を 行う 。 

・ 生 徒 が 残っ て いな いか を 巡回 し た 後 、 閉 館 作 業 を 行う 。 


11/8 ( 金 ) | ・ 開 館 準備 を 行う 。 (新聞 の 整理 を 行う ) 


・ 企 画展 示 の 飾り つけ を 行う 。 

・ ブ ッ ク リ スト 、 デ ー タ ベー ス を 作成 する 。 

・ 図 書館 便り の 内 容 を 考え る 。 

・ 館 内 閲覧 用 の パソ コン の 電源 を チェ ッ ク し 、 閉 館 作 業 を 行う 。 
・ 明 日 の 予定 の 確認 を 行う 。 

11 プ 11 (月 ) | ・ 開 館 準 備 を 行う 。( 新 聞 の 整理 を 行う ) 

・ 礼 拝 
・ ブ ッ ク リ スト 、 デ ー タ ベー ス を 作成 する 。 

・ 図 書館 便り を 作成 する 。 

・ ス タッ フ プ 会 議 を 見 学 する 。 

・ ブ ッ ク ト ー ク の 発表 と 、 課 題 提 出 。 

・ 館 内 閲覧 用 の パソ コン の 電源 を チェ ッ ク し 、 閉 館 作 業 を 行う 。 
・ 明 日 の 予定 の 確認 を 行う 。 


2. 司書 と いう 仕事 と 自分 の 司書 と し て の 可能 性 に つい て 

司書 と いう 仕事 は 、 利 用 者 か ら の 求め に 応じ て 答え を 提供 する こと が 仕事 だ と 思っ て いた が 、 
実習 を させ て 頂い た こと で 自分 の 考え を 改め る こと と な っ た 。 実習 館 は 中 高 一 貫 校 の 図書 館 で 
ある た め 、 主 な 利用 者 は 生徒 で ある 。 毎 日 図書 館 に 顔 を 出し て いる よう な 生徒 か ら 、 授 業 で し 
か 図書 館 に 来 た こ と が な い 生 徒 ま で 利用 顔 度 が さま ざま で ある た め 、 誰 が 来 て も 心地 よい よう 
に 、 安 心 で きる よう に と 、 図 書館 スタ ッ フ の 方 か ら 生徒 に 声 を か け て いく 姿 は 正直 意外 な 思い 
が し た 。 生徒 の 中 に は 、 引 っ 込み 思案 で 自分 か ら 声 を か ける こと の で き な い 性 格 の 子 も お り 、 
そう し た 生徒 の 様子 を 素早 く 察 知 し 、 困 っ て いる こと は な いか ? と 心 を 配る こと 。 そ うし た 、 
いわ ゆる 「 図 書館 の 仕事 」 以 外 の 雰囲気 作り を 行う こと も 司書 の 仕事 に 含ま れ て くる こと を 実 
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唱 


等 角 の 場 人 、 どの よう な 人 が 
は な いか と 思う 
実習 を し て いて 一 番 感じ た こと は 、 と に か く 時 間 が な い 、 仕 事 に 切 が な いと いう こと で ある 。 


通常 の 図 


鋭 書館 学 


館 業 務 を こなし な が ら 、 季 


ら の 依頼 に 


を 期日 に 


E 報 第 39 号 


どの よう な コレ クシ ョ ン が 揃っ て いる か 、 と いう こと ゃ 重要 な こと で ある が 、 学 校 図 
選書 館 に いる の か と いう こと も 同じ くら い 重 要 に な っ て くる の で 


No MS 優先 


せ よ 、 計 画 性 と E 


NRN 


で に は 、 相 当 の ! 
徒 が 本 を 読み た く 
的 に は 近しい 距 普 
を 不思議 


和 間 


授業 で は 見 る こと の で き な い 生徒 
あり な が ら 、 生 徒 の 意思 を 尊重 し 見 守る こと が で きる 司 


いる 。 


《 同 志 社 大 学 図書 館 〉 


多く の 仕 


節 や 行事 


能力 の 


に 応じ た 企画 展示 の 準備 を 行い 、 教 科 の 先生 か 
貫 位 と 所 要 時 間 を 考え な が ら 作 業 
E 握 が 必要 で ある と 思っ た 。 そ の よう な 点 で 、 


き を 同時 進行 で こなし て いく 司 


に ある も の が 、 授 業 の 枠組 み の 中 で は 全 
に 思っ た た め 、 図 書館 を 利用 し た 授業 を 行い た いと 考え 司書 課程 を 受講 し た の だ が 、 


が か か り そ う だ と 感じ て いる 。 や も と も と 私 は 国語 教員 を 目指 し て お り 、 
和音 324 の 


和 軸 0 


の 姿 を 実習 』 


く と 言っ て よい ほど 接点 が な いこ 


上 
2 


に 見 る こと が で き 、「 大 人 」 と し て の 教育 者 で 
書 と し て の 立ち 位置 に も 魅力 を 感じ て 


文学 部 英文 学科 吉 野 瑞 恵 
1 . 実習 日 程 と 実習 内 容 
日 に ち 実習 内 容 
10 プ 15 [今出川 ] 
( 火 ) ・ オ リエ ン テ ー シ ョ ン (一 資料 の 収集 と 選択 、 発 注 、 検 収 、 支 払 管理 と デ 
タ の 作成 に つい て の 説明 ) 
・ 選 書 (一 5 冊 ほ ど 説 明 を も と に 選書 作業 ) 
後 | ・ 選 書 の 続き 
・ 人 逐次 刊行 物 管理 業務 実習 (一 業務 説明 、 受 入 業 務 の 実習 ) 
・ 目 録 整 理 業務 実習 (一 図書 資料 の 目録 デー タ を Web OPAC に 表示 する 
作業 ) 
・ 図 書館 装備 実習 ( つ ブ ッ ク カ バー の 装備 ) 
10 プ 16 [ラー ネッ ド ] 
( 水 ) ・ 閲 覧 業務 全般 の 説明 ( つ 基 本 姿勢 や 、 開 館 準 備 な ど 業 務 全般 の 説明 ) 
・ 納 本 、 配 列 規制 実習 (一 返 却 図書 の 納本 、 本 棚 の 配列 規制 ) 
・ メ イン カウ ンタ ー 実 習 (一 貸出 、 返 却 処理 作業 の 説明 と 実習 ) 
・ レ ファ レン スカ ウン ター・ILL 実習 (一 他 機 関 へ の 閲覧 申込 、 事 前 調査 依 
頼 、 他 機関 か ら の 閲覧 受付 、 事 前 調査 受付 な どの 説明 。 学 内 ILL 依頼 の 
演習 ) 
10 プ 17 [今出川 ] 
( 木 ) ・ 学 術 情 報 、 電 子 情報 に 関す る プレ ゼン テー ショ ン (図書館 の シス テム に 


関連 する 業務 概要 、 事 前 実習 の 解説 
・ 新 着 処 理 作業 実習 ( つ 一 


・ メ イン カウ ンタ ー 実 


車 の 作業 の 説明 、 デ ー タ の 作成 ) 
た 習 ( つ カ ウン ター 業務 ) 
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2013 人 


・ レ ファ レン スカ ウン ター 実習 (実習 サン プル を 用 いて 、 閲 覧 依頼 書 の 作成 ) 


図書 館 現場 演習 報告 


INU 
漂 


午前 | [今出川 ] 


・ メ イン カウ ンタ ー 実 習 ( つ 返 却 ポ ボス ト の 図書 の 整理 ) 


・ 利 用 者 教育 に つ v 


e-learning に つ し 


・ 資 料 管理 (一 貴重 室 の 管理 、 資 料 の 説明 、 貴 重 室 見 学 ) 
き 展示 ドス ペー ス に つい て で て の 説明 


\ て の 説明 
ヽ て の 説明 ) 


(っ レフ ァ レ ンス カウ ンタ ー、 図 書館 講習 会 、 


MM 


で や 


調査 、 解 説 


・ILL 実習 ( つ 文 献 複写 作業 ) 
・ レ ファ レン ス 演 習 と 解説 (一 資 料 、 パ ソコ ン を 用 いた レフ ァ レ ンス の 回 答 


・ デ ィ ス カッ ショ ン 


2. 司書 と いう 仕事 と 自分 の 司書 と 


まし た 。 
業務 の 説明 や 重要 点 を 教わっ た 際 
や すい 場所 で ある よう 


へ 


し て の 可能 性 に つい て 


実習 は 四 日 間 と いう 短い 間 で し た が 、 様 々 な 業務 の 実習 を 行い 、 図 書館 に つい て 多く を 学び 


* 回 の 実習 を 通し て 、 司 書 


に 、 司 書 の 方 は 利用 者 の こと を よく 考え て 、 図 
に と 、 様 々 な 工夫 を 疾 ら し て いる こと に 気づき まし た 。 例 えば 、 文 庫 本 


に 必要 な も の は 利用 者 に 対す る 「 心 遣い |」 だ と 感じ まし た 。 
租 館 が 利用 し 


W 


の ブッ ク カ バー 装備 (文庫 本 を 見 つ 


と め て 配置 する )、 複 写 の 際 は 折り 
り が され て いる こと に 感動 
を 行っ て 頂き まし た 。 そ の 様 な 心 
書館 の 業務 で は 、 他 の 職員 


で 気配 


また 図 


け や す くす る 人 為 ) や 、 本 棚 の 配置 の 工夫 (理系 の 図書 は ま 


が 中 央 に くる よう に コピ ー を する な ど 、 基 細 な と ころ ま 


トニ 


し ン 


ン 


レフ ァ レ ンス カウ ンタ ー や メイ ンカ 
を 置い て いま し た 。 情 報 を 書き 込ん 
を 共有 し 、 作 業 の 円 滑 化 を 図っ 
の 回 答 や 、 未 解決 の 資料 を 保存 し 、 全 員 で 協力 し て 仕事 を 行っ て いる こと に 気づき まし た 。 よ 


情報 


ゆい 図 


ま 


た 。 今 4 


だ 。 


書館 を 作 
司書 だ け に 限ら な いこ と だ と 思い ます が 、「 経 験 の 積み 重ね 」 も 重要 で ある と 感じ ま 


回 


まし た 。 利 用 者 だ け で な く 、 実 習 生 に も 丁寧 に 優し く 説明 


遣い が 司書 に お ける 重要 な 姿勢 だ と 思い まし た 。 


と の コミ ュ ニ ケー ショ ン や 重要 な も の で ある と 感じ まし た 。 
ウン ター の 実習 を 通し 、 司 書 の 方 た ち は 情報 の 共有 に 重き 
だ ホワ イト ボー ド や 、 共 通 の メー ル ア ド レス な ど 利 用 者 の 
て いる こと が 印象 的 で し た 。 レ ファ レン ス の 際 に も ゃ も 、 過 去 


E り 上 げ る に は 職員 の チ 


ム ワ ー ク の 良さ ゃ も 必要 で は な いか と 感じ まし た 。 


レン ス の 受け 答え を 見 学 し まし た が 、 
繰り 返し 作業 を し 、 利 用 者 と 接し て 
お いて の コツ を 掴 や こと が で きる の 
験 を 重ね る と は 言え ませ ん 。 日 々 の 

この よう な 経験 を 路 ま えて 、 自 分 
必要 だ と 感じ まし た 。 図 書館 業務 に 


に 、 


丁 
的 な 


へ 


、 デ ー タ 作成 や 情報 探索 な ど 慣 れ な い 業 務 に 大 変 苦労 し まし た 。 デー タ 処 理 や レフ ァ 


司書 の 方 た ち は 、 作 業 を スム ー ズ に 行わ れ て いま し た 。 
いく 中 で 、 ど の よう に 行う と 確実 に 早く 業務 を 終え を る か に 
で は な いか と 思い まし た 。 た だ 業務 を こなす だ け で は 、 経 
努力 や 向上 心 が 必要 だ と 思い ます 。 


他人 へ の 配慮 や 日 々 の 努力 が 必 
に 作業 を 行っ て いる と いら 印象 
常 生活 を 見 直す こと が 、 司 書 


分 の 司書 と し て の 可能 性 を 考え た と き 、 私 に は 大 き な 成 長 が 
対す る 知識 や 技術 の 勉強 は も ちろ ん 必要 で す が 、 そ れ 以 前 
要 だ と 強く 思い まし た 。 今 回 の 実習 で は 、 司 書 の 方 た ち は 
を 受け まし た 。 私 は 大 雑 把 な 性 格 な の で 、 そ の よう な 基本 
の 道 へ の 第 一 歩 で ある と 思い ます 。 


7 


役に立つ こと も 学ぶ こと が で きま し 
か も 考え 、 知 る 良い 機会 に も な り ま 


回 の 


書館 実習 を 通し 、 図 書館 に 


に お ける 業務 を 学ぶ だ け で な く 、 隊 生生 活 に 


に 関わ っ て いき た いと 思い まし た 。 


た 。 ま た 自分 の 欠点 や 、 こ れ か ら の 自分 に は 何 が 必要 な の 
人 NARA 


ー189 ニ 


館 学 


高等 学校 メデ ィ ア セン ター 知 創 館 〉 


7 


《 同 志 社 中 学校 ・ 


と 実習 内 容 


E 報 第 39 号 


学科 山 本 弥 生 


理学 部 心 地 


天 


の 説明 を 受け 、 実 際 に 新聞 の 配 架 
を 行う 。 

冊 し て 請求 記号 等 を 書 
人 久 


出 
he 


開館 業務 
図書 の 装 


10〆7 (月 ) 


芋 き 込み 、 


吉利 き 、 原 仁 『 入 力 と 登録 番号 の ラベ ル 貼 り を 行う 。 
・ 返却 業務 、PC 貸 


ど を 行う 。 
ブッ カー を か ける 。 


|「 ヽ 


コピ ー 業 務 を 行う 。 


10/8 ( 火 ) | 開館 業務 。 


前 日 受け 入れ た 図書 の 書 
の 作成 と 貼り 付け を 行う 。 
受入 か ら 配 介 ま で を 一 通り 経験 する 。 


誌 情 報 ダ ウン ロー ド と デー タ 入 力 、 


カウ ンタ ー 業 務 。 閉館 作業 。 


課題 の 準備 。 


開館 業務 。 
錠 書 の 受入 、 カ ウン ター 業務 
引き 続き 、 課 題 に 取り 組む 。 
閉館 業務 。 


10〆9 ( 水 ) 


開館 業務 。 
カウ ンタ ー 業 務 。 


10 プ 10 ( 木 ) 


閉館 業務 
会 を 2 
『 個 


に 


4 
課題 の 放 


= 生 主 導 で 行っ て 頂く 。 


lo 


課題 で ある 館内 展示 の コー ナー 設置 と 広報 


上 明 プ リン ト 、 ブ ッ ク リ スト の 提出 。 


書 と し て の 可 


能 性 
交 区 


書 と いう 仕事 と 自分 の 司 
回 実習 先 と し て 行っ た の は 学校 図書 館 の た め 、 
II 貸出 ・ 返 却 業 務 や 図書 の 装備 、 
。 カ ウン ター に 座っ て 貸出 業務 を し て いる と 、 貸 出 
全便 の っ 
司書 と いう と 、 ど うし て も 「 本 相手 の 仕事 」、 あ ま 
実際 は 貸出 ・ 返 却 業 務 夏 だ け で な く レ ファ レン ス な ど 対 語 
展示 や 案内 プリ ント な ど は 見 た 人 が どう 感じ る か 、 
考え て 作る こと が 大 前 提 と な る 。 
人 
は 達成 感 も や 感じ た 。 
こん な 風 に 人 と 


(に つい 
公共 


事 :」 


肝 | 


実習 中 、 
お 礼 を 言わ れ た 時 に 
た の が 、 今 回 の 実 
だ っ た 。 


人 
も うら ひと つ 楽 し か っ た の は 、 了 図 


E と 話す こと 、 利 
これ まで 、 人 と 
話す こと を 楽 


習 で 、 


し ン 


書 の 装備 / 


単純 作業 


SN 
内 /ーo 


その 人 に 何 を 伝え た い の か 、 


志 
図書 館 と は 業務 内 容 に 差 が ある 。 そ れ 
そし て 「 人 と か か わる 仕事 」 と いう こ 
の 際 少 し の 時 間 で も お し ゃ べり を し て 
々 な タイ プ に 出会っ た 。 


人 と 関わ ら な いと いう イメ ー ジ が ある 。 


よっ て 成り 立つ 業務 も ある し 、 館 内 
と 人 の こと を 


方 法 に つい て 説明 する こと は 楽し く 、 
積極 的 に 関わ ろう と する こと は な か っ 
\ と 思う よう に な っ た の は 大 き な 変 化 


の くり 返し で は ある が 大 切な 業務 だ し 


司書 の 仕事 と し て イメ ー ジ し や すい も の の ひと つ だ と 
と は な か っ た が 、 主 だ っ た 業務 に は 一 通り ふれ られ た 。 


iu 
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中 ら 。 今 


レフ ァ レ ンス 業務 を 行う こ 
F で 、 カ ウン ター 業務 と 図書 装備 


日 ヽ 


その 


胡 宛 


まく いか な か っ た た め に 苦手 意識 を 持っ て し 3 
べ る の な ら そ れ よ りや も カウンター 業務 の 方 を 受け 持ち た い 、 
ゝ る と か 向い て いな いと か いう の で は な く 、 得 手 不得 手 が か あ る の な ら 、 


全面 的 に 


し れ な い 、。 


司書 に 向い て 
全般 の 業務 を こなす 学校 図書 館 よ り も 、 業 務 担 当 を 分 ける 公 


2013 年 度 図書 館 現場 演習 報告 


《 名 古屋 市 鶴舞 中 央 図書 館 〉 


程 と 実習 内 容 


と 


分 に や ゃ 合っ て いる と 思え た 。 反対 に 、 苦 手 だ と 感じ た の が テー マ を 設定 し て の 館内 展示 だ 。 
E っ た だ け な の か も し れ な い 。 そ れ で も 、 も し 
思っ て し まう 。 
共 図 書館 の 方 が 合っ て いる の か も 


デ 


に ち 


午前 


〇 開館 準備 


般 書 架 で の 書架 返却 、 書 架 整 理 


〇 オ ! 


ジテ ー ジ ショ ンジ 


・ 鈴 が 


〇 情報 シス テム 係 で の 業務 
・ ホ ー ム ペー ジ に つい て の 説明 
・ ホーム ペー ジ 作 り の 体験 


中 央 図書 館 の 概要 説明 、 館 内 見 学 


・ 実 際 の 図 
〇 奉仕 第 一 係 (児童 ) で の 作業 
・ お は な し 会 の 参加 、 児 童 室 見 
・ 具 体 的 な 取り 組み の 説明 


11 プ 21 
( 木 ) 


午前 


〇 開館 準備 


・ 児 童 室 で の 書架 返却 、 書 保 整 理 


〇 情報 整理 係 ( 収 書 ) で の 作業 


区 
書 担 当 の 業務 説明 
購入 する 図書 の 注文 リス ト 作 成 


由 


H 
R 会 議 ざ "の 為 の 図書 照合 


〇 情報 シス テム 係 で の 作業 
区 4 


吊 


・ 図 書館 シス テム に 関す る 説明 


・ 実 際 の サー バー を 見 な が ら の 説明 


〇 奉仕 第 一 係 で の 業務 


7 


の 常務 内 容 の 流れ 説明 
ウン ター で の 貸出 作業 


午前 


〇 開館 準備 


般 書 人 梨 で の 書架 返却 、 書 四 整 理 


〇 奉仕 第 一 係 (展示 文庫 ) で の 業務 
・ 展 示 文 庫 の 説明 、 取 り 組 み 


ここ 3 


で 


際 の 作業 部 屋 、 書 庫 の 見 人 
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・ サ ビエ きり に よる 新規 点字 


〇 奉仕 第 二 係 で の 業務 


奉仕 第 二 係 の 業務 説 B 


稚 舞 図書 館 二 階 、 書 


ほ の 詳し い 説 明 


・ 実 際 の 図書 を 使っ た レフ ァ レ ンス の 練習 


〇 開館 準備 


・ 児 童 室 で の 書架 返却 、 


第 一 奉仕 係 で の 業務 


・ 書庫 か ら 予 約 本 を 取り 
・ 予 約 本 の 返却 処理 ( 他 
・ 仮 登録 を 本 登録 に 修 


F 楽 


・ 他 館 か ら 持 ち 込 まれ た 


・ 予 約 本 の 整理 


・ 寄贈 本 の 確認 ( 華 が 挟 


等 の 分 類 


まっ て いな いなか 等 ) 


〇 開館 準備 


般 書 梨 で の 書 梨 返 


却 、 書 架 整 理 


〇 第 一 奉仕 係 (児童 ) で の 作業 


・ 返 却 本 の 書架 返却 


・ 予 約 本 を 書庫 か ら 取り 


〇 第 一 奉仕 係 で の 作業 


・ ヨ ン デ ルー 文庫 の 処理 


作業 、 返 却 処理 


・ 他 館 か ら 来 た 図書 の 


出 


cv 


・ 予 約 本 の 割り 当て 
〇 庶務 係 で の 作業 
・ 庶 務 係 の 業務 内 容 


・ 図書 館内 に お ける 庶務 係 の 管轄 物 の 説明 (見 学 ) 


書館 員 が 集まっ て 新規 購入 する 図 


に 行わ れる 、 名 古屋 市 全体 の 
展 ホ デー タ を ネッ ト 上 で 公 


、 提 供する ホー ムペ ー ジ 


所 蔵 す る こと の 日 


と いう 仕事 と 自分 の 司書 と し て の 可能 本 


、 主 に 三 つ の 要素 を 持っ て いる と 考え て いる 。 一 つ 目 は 、 
。 図書 館 に は 運営 上 、 複数 の 部 署 が あり 、 その 部 署 に 応じ て 業務 が 完全 に 異な っ 


て いる 。 それ は 、 
E た 、 月 
て いく 上 で 、 部 署 や 月 


日 来 な い 和 贈 本 を 利 


者 に 提供 する サー ビス 


E に つい て 


UI 


を 選定 する 会 議 。 


多種 多様 性 の ある 仕 


貸出 処理 等 の 単純 な 業務 か ら 、 レ ファ レン ス 等 の 専門 性 と 想像 力 が 問わ れる 


ンティア の 助け を 得 て 、 点 字 図書 の 作成 や 貸 
は 数 多く の 業務 を こなさ な けれ ば な ら な い 。 


属す る 館 が 変わ れ ば 、 配 架 の ルー ル 等 ゃ 異な っ て くる 。 司書 の 仕事 を し 
属 館 の 移動 は 、 必 ず 考 慮 に 入れ な けれ ば な ら な い 。 さ ら に 、 


対象 と する 


利用 者 も ゃ 大 人 、 子 ども 、 障 が い を 持っ た 人 な ど 、 多 種 多様 だ 。 彼 ら 一 人 一 人 の ニ 
て 、 業 務 や 工夫 を 行わ な けれ ば な ら な い 。 以 上 の よう に 、 
る 相手 に 応じ て 、 業務 内 容 を 変え る 必要 が ある 。 つま り 、「 適 応力 」 が 必要 と な っ て くる の だ 。 


ズ に 合わ せ 


司書 は 自分 の 所 属す る 館 や 部 署 、 対 


に 、 人 外部 組織 と 関わ れる 仕事 で あや る こと だ 。 例 えば 、 稔 舞 中 央 


HH 作業 が 行わ れ て いる 。 
と ころ が 、 職 員 の 数 は 
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図書 館 で は 、 多 く の ボ 
先程 も ゃ 述べ た よう に 、 
限ら れ て お り 、 自 分 達 


2013 年 度 


だ け で 解決 し よう に や も 上 手 く いか な 
運営 する こと が 出来 る の だ 。 さ ら に 、 
まれ る 。 和 折 舞 中 央 図書 館 の 場合 、 
し 会 を 外部 の 
選書 館 に 付加 


ク ヤ ー ド で の 業務 が 大 半 を 
れ に あたる 。 
考え 、 行 動 し な けれ ば な ら な い の だ 。 
この よう に 、 司 書 の 仕事 と は 「 適 
事 で ある 。 私 自身 は 、 
ゃ 引越 し を 繰り 返し 、 そ の 度 に 新 し 
司書 
きた い 。 


占め る 。 例 


ロ 


直 に 仲間 達 に 頼っ て きた 。 

を 立ち 上 げ る 時 に 、 役 立つ 
そし て 、 最 後 

じ る 。 た と え 見 えな い 業 務 


は ず で ある 


この よう に 、 今 回 の 実習 は 、 司 書 と 


実際 の 業務 を 体験 する こと で 、 そ の 本 質 を 知り 、 よ り 自 


出来 る よう に な っ た 。 


者 に 直接 奉仕 する 業務 も ある 。 し か し 、 


えば 、 


これ ら の 業務 で も 、 利 用 者 の 使 
その 為 、 常 に 「 貢 身 さ 」 を 持ち * 
「 外 部 と 交流 する 力 」、 
これ ら を 兼ね 揃え て いる と 考え て いる 。 適 応力 に つい て は 、 過 去 に 何 度 
環境 に 馴染 ん で きた 経験 が 役立つ は ず だ 。 し か し 、 私 は 
と し て 、 適 応 先 に ふさ わし い 技 術 力 を 


応力 」、 


o 


の 献身 さ に つい て だ が 、 私 は 


\ に だ 
に 避 


古屋 グラ ン パ ス と の 連携 
団体 に 行っ て も ら う 場合 も や ある 。 こ の よう に 、 積 極 的 に 外部 組織 を 関わ る こと で 、 
画 値 を 付け る こと が 出来 る の だ 。 つ 
引 後 に 、 司 書 の 仕事 は 献身 的 で ある と いう 事 だ 。 


り 、 


司書 


書館 現場 演習 報告 


ゝ こと が ある 。 そこで 、 外 部 の 人 々 の 助け を 借り 、 円 滑 に 
ヨ 分 達 だ け で は 生み 出せ な い 1 


値 も 、 外 部 と の 交流 で 生 
われ た 。 さ ら に 、 お は な 


事業 が 行 


自ら 「 交 流す る 力 」 が 必要 な の で ある 。 
の 業務 は カウ ンタ ー 作 業 に よっ て 利用 


これ ら の 作業 は 氷山 の 一 角 で 


し か な い 。 実 際 は 、 バ ッ 


録 作業 や 選書 、 
\ 勝 手 が い いよ うに 、 利 


書館 ンス テム や 事務 作業 が こ 
H 者 の た め に な る こと を 


区 


之 け な けれ ば な ら な い 。 


「 貢 身 さ 」 が 必要 不可 欠 な 仕 


E だ 持ち 合わ せ て いな い の で 、 今後 の 課題 と し て い 


また 、 新 し い 人 と 関わ る こと が 好き な の で 、 外 部 機関 と の 連携 3 


供 か の 為 に な る こと を 行う こと に 、 
で あっ て も や も 、 丁 寧 に 励む や こと が 出来 る 。 な ぜ な ら 、 利 
行っ た 相手 が 見 えな いか ら こ そ 、 そ の 質 に 敏感 に 反応 する か ら だ 。 

\ ら 仕事 に つい て 見 つめ 直す きっ か け と な っ た 。 そ し て 、 


また 、 外部 と 交流 する 力 は 、 高校 の 時 の 部 活 や 大 学 の サー クル 活動 で の 経験 が 役立つ 。 グル ー 
プ で 行動 を し て いく 過程 で 、 私 は 何 度 も 物事 に 行き 詰まっ て きた 。 そ の 度 に 、「 
ゃ も の を 冷静 に 見 つめ 、 ど こま で 実行 する こと が 可能 か を 判断 し た 。 そ し て 、 不 可 


自分 」 と いう 
能 な 箇所 は 素 
巨 き を 


に 


や り が い を 感 
] 者 は それ を 


分 の 具体 的 な 将来 像 と し て 見 る こと が 


(奈良 県 立 図書 情報 館 〉 
文学 部 美学 芸術 学科 高 比良 南 美 
1. 実習 日 程 と 実習 内 容 
に ち 実習 内 容 
10/17 | 午前 | 奈良 県 立 図書 情報 館 や 図書 館 業務 に つい て お 話 を うか が う 。 館 内 を 実際 に 
( 木 ) 案内 し て いた だ く 。 主 に 複写 サー ビス に つい て 、 実 際 の 申込 用 紙 を 用 いな が 
ら 説 明 を 受け る 。 
午後 | 情報 資源 整備 の 業務 に つい て 説明 を 受け た あと 、 実 際 に 目録 デー タ 作 成 、 
奈良 県 立 図書 情報 館 の OPAC で ある LIMEDIO へ の 図書 登録 、 資 料 整 備 を 
させ て いた だ く 。 
10/18 | 午前 | 新聞 閲覧 準備 を お 手伝い する 。 2 、3 階 の 開架 を 案内 し て も ら っ た 後 、 排 
( 金 ) 架 作業 を 体験 させ て いた だ く 。 情 報 ス ペー ス で ある 2 階 の カウ ンタ ー 業 務 に 
つい て 説明 を 受け る 。 
午後 | 2 階 の カウ ンタ ー に て 、 貸 出 や 返却 な ど を 実践 さき せ て いた だ く 。 障 得 者 サー 
ビス に つい て お 話 を 聞き 、 対 面 読書 室 や 点字 ・ 音 読出 力 装置 室 な ど を 案内 し 
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て で て W た だ く 。 


書館 学年 報 


第 39 


3 階 の カウ ンタ ー 業 務 に つい て 


説明 を 受け る 。 


10 プ 22 
( 火 ) 


ブッ ク ポ スト に 返却 され た 


返却 を 中 心 に 業務 を 
実例 を 交え た 


書 を 処 


凶 


E す る 。 3 階 の カウ ンタ ー 
実践 さき せ て いた だ く 。 レ ファ レン ス サ ー ビ ス に つい て 、 
お 話 を うか が 2 う 。 


に て 、 貸 出 ・ 


クイ ッ ク サ ービス に つい て 
半 細 WHOUR( 
・ 行 政 活動 な ど に つい て 


較 


説明 を 受け た あと 、 


実際 ! 


と セッ ト を 作り 、 県 内 


技 う 。 未 設置 町 村 支 援 
説明 を うか が う 。 


・ 子 ども 読書 モ セット や ビ 


10/23 
( 水 ) 


ジネス 
ブッ ドス ト 


グ 
層 


MM 革 


に 返却 され た 
情報 館 に ボラ ンティア で 来 ら れ て いる 方 々 に 説明 し て いた だ き 、 
時 を させ て いた だ く 。 


区 


書 を 処 


E す る 。 


資料 整備 を お 手伝い する 。 奈 


書館 機能 


際 に 8 


に つい て 説明 を 受け 、 
活動 に つい て お 話 を うか が う 。 戦 人 文庫 
料 を 見 せ て いた だ く 。 


書 を 見 せ て いた だ く 。 広報 
つい て 説明 を 受け た あと 、 実 


た 


10 プ 24 
( 木 ) 


ブッ ク ポ スト 


排 架 作業 を 体験 する 。 


に 返 電 され た 
器 に つい て お 話 を うか が う 。 


書 を 処理 す 


凶 


書館 電算 シス テム や 情報 機 


ミ ヒ 鐵 
雑誌 管理 


(に つい て 


説明 を 聞き 、 3 階 に て 雑誌 の 


奈良 県 立 区 


る さと コー ナー を 案内 し て いた だ く 。 


いた だ く 。 


書館 の 頃 か ら 集め て お られ る 郷土 資料 に つい て 


説明 を 聞き 、 ふ 


書 が 保管 され て いる 部 屋 を 見 せ て 


貴重 


2. 司書 と いう 仕事 と 


宝 
天 


凶 


ゃ ちろ ん 、 今 回 実習 に 行か す せ て いた だ いた 奈良 
館 機能 な どの 様々 な 機能 を 持た れ て いる た めで も ある と 思 2 


の 分 、 実 習 中 毎 


そし て 、 意 外 と 


多々 あり 、 そ の 点 で も 驚か され た 。 


店 た 
ご /ー ュ 


好奇 心 を 刺激 し 、 


だ いた 。 
ある 。 そ の た め 、 


ほ に 情報 を 提供 する だ け で は な く 、 
知り 、 そ の こと が と て も 印象 に 残っ て いる 。 司書 6 
うい う 人 情報 に 
与え られ る 、 と て も や り が い の あ る 、 お も ゃ も しろい 
司書 の 専門 必 


「 わ た し は こ 


計 


司書 


自分 の 司書 と し て の 可能 性 
際 に 色々 な こと を 経験 させ て いた だ いて 、 
30 分 と いう 短い 時 間 で 、 新 聞 閲 覧 準備 や ブッ ク 
書館 の 裏側 で は 司書 の 方 々 が こ 


ん な に も ゃ も 多く の 仕事 


(に つい て 


県 立 


図 圭 


回 


1 


を され て いる と 知 
情報 館 
2 が 想像 以上 で あっ た 。 


る こと も あれ ば 、 


まず 驚い た の が 、 仕 事 の 量 の 多 さ で ある 。 朝 の 
ドス ト 返 却 図 書 処理 を こなす こと か ら 始 ま 


ーー ニ 


っ て 、 と て も 驚い た 。 
書館 と 比べ て 、 公 文書 
し か し 、 そ 


思 が 他 の 了 図 


新しい こと を た くさ ん 教え て いた だ き 、 発 見 ば か り だ っ た 。 
体力 仕事 で る る こと に 気づか され た 。 貸 出 や 
て いる だ け で は な く 、 排 架 作業 で 館内 を ぐる ぐる と 


レフ ァ レ ンス の カウ ンタ ー に 座っ 
重い 資料 を 運ぶ こと も 


造 や 仲介 に も 力 を 入れ られ て いる こと を 


、 情 報 を 


集 す る こと で 、 利 用 者 の 知 的 


H 編 


Me た ん だ 」 と いう 新た な 気づき を 


職業 だ と 今回 の 実習 を 通し て 気づか せ て いた 


E と は 、 利 用 者 の 方 々 に 「 何 か の 系 
は 他 の 人 より ゃ 色々 な こと を 知っ て いる べき で あり 、 


だ け に 留まら ず 、 様 々 な 場所 へ と 繰り 出す こと で ジャ ン ル に 


ある 。 
今や 


さん ある だ ろう 2。 
な 役 守 


誰 で や も 簡単 に イン ター ネッ 
め る 時 代 に まで な っ て し まっ た 。 


し か し 、 取 捨 選択 が 難し い ほ ど に 


| を 果たす と 考え る 。 
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口 を 提 


提 人 f 


まる と と 拒 と こと そ 、 あ る の で 
また 、 図 書館 の 中 


富ん だ 人 と お 付き 合い する べき で 


で 調べ も の が で き 、 つ い に は イン ター ネッ ト 上 で 本 を 読 
人 0 


志 


は 重要 


2013 人 4 


INU 
澤 
図 
理 
王 
品 
潮 
各 
吸 
持 
入 コ 
吾 


(枚方 市 立 中 央 図書 館 〉 


1 . 実習 日 程 と 実習 内 容 


日 程 実習 内 容 


9〆# (月 ) 


っ 


・ 朝 礼 
・ 図 書館 概要 説明 
・ 館内 見 学 


架 業務 説明 


・ 回 送 本 探し 

・ 配 架 説明 

・ 配 架 ・ 書 架 整 理 
・ 巡 回 荷物 仕分 け 説明 
・ カ ウン ター 業務 説明 1 
93 ( 火 ) | ・ 朝 礼 
・ 寄 贈 本 受入 れ ・ 装 備 ・ コ ー デ ィング デー タ 登 録 
・ カ ウン ター 業務 説明 2 

・ 回 送 本 探し ・ 回 送 本 処理 
・ カ ウン ター 業務 ・ 配 架 ・ 書架 整理 
・ 巡 回 荷物 仕分 け 


(翌日 か ら 、 朝 礼 、 回 送 本 探し 、 回 送 本 処理 、 カ ウン ター 業務 、 配 架 、 書 架 
整理 、 巡回 荷物 仕分 け は 、 毎日 行っ た 。 よっ て 、 次 項 よ りこ れ ら は 省略 する 。) 


9 4 ( 水 ) き 成人 選書 見 学 | 実習 

・ 予 約 処理 説明 

9 グ 5 ( 木 ) | ・ 児 童 選書 見 学 

・ 障 害 者 サー ビス に 関す る 読 明 

・ レ ファ レン ス 相 五 貸 借 に 関す る 説明 

・ レ ファ レン ス 事 例 実践 

9 グ 7 ( 土 ) ・ 利 用 者 へ の イン タビ ュー 調査 1 

・ お は な し 会 の 手遊び ・ 読 み 聞 か せ 練 習 
・ お は な し 会 見 学 ・ 実 習 

9 グ 8 (日 ) ・ 利 用 者 へ の イン タビ ュー 調査 2 

・ 予 約 資料 到着 の 電話 連絡 実習 
・ 実 習 ノ ー ト 記入 

終 ミ ー テ ィング ・ 反 省 会 


2. 司書 と いう 仕事 と 自分 の 司書 と し て の 可能 性 に つい て 

実習 の 一 週間 で 多く の 業務 を 見 学 ・ 体 験 さそ せ て いた だ いた が 、 こ れ ら は まだ 図書 館 を 構成 3 
る 仕事 の ほん の 一 部 に すぎ な い の だ と 思う 。 様 々 な 専門 的 知識 を 活か し 利用 者 に 知 を 提供 する 
の が 図書 館 と 言う 場所 だ 。 一 般 書 フロ ア の 貸出 、 返 却 、 予 約 や 書 保 整 理 と いっ た 普段 利用 者 が 
目 に する の は 表 の 仕事 で 、 そ の 裏 で は より 多く の 人 が 様々 な 仕事 に 勤め て いる 。 今 回 接する こ 
と が で きた 体験 を 、 司 書 と は どう ある べき か を 考え 振り 返る 。 


4 
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児童 フロ ア の 読 


の 重要 さ を 実 感 し 


る だ ろう 。 お は な し 会 に 来 て くれ る 子ども は 、 


み 聞 か せ 体 験 で は 、 子 ども の 集 


選書 館 学年 幸 


た 。 効 少 時 


や も の 読書 の 重要 さ 


第 39 二 


力 の 高 さ に 驚か され 、 生 涯 読書 の 初期 段階 
時 に 本 が 嫌い に な っ て し まえ ば 、 そ の 後 読書 の 習慣 が つき に くく な 
少な く と も 本 が 嫌い で は な い 、 ま た は 親 が 子 ど 


に 理解 か あめ る と 考え られ る 。 司書 は その よう な 子ども た ち を 満足 させ 、 更 に 


多く の 子ども た ち に 来 て も ら う 努力 を し な けれ ば な ら な い 、。 
参考 資料 室 で 行っ た レフ ァ レ ンス 演習 で は 、 書 庫 に 入っ た り 郷 土 資料 を 探し た り と 実際 の 仕 
旧 者 へ 行っ た イン タビ ュー 調査 で は 、 多 く の 方 が 探し 物 を 一 般 書 フロ ア で 自 
』 を 多く 備え る 参考 室 の 利用 、 レ ファ レン ス サ ー ビ ス の 利用 は 少 


事 を 体感 し た 。 利 月 
己 完結 され て お り 、 有 人 益 な 情 境 


な い 。 ま た 、 レ ファ レン ス 利 用 は 全国 的 に も 少な し 


め の 図 書館 を 存続 さき せる た め の 和 案 を 考え 続け な けれ ば な ら な い 。 
で は 、 自 分 の 障害 者 へ の 理解 の 不足 を 思い 知っ た 。 図 書館 で は 、 利 用 者 と 図 


障害 者 サー ビス 


書館 員 の コミ ュ 


ケー ショ ン が 重要 だ 。 障害 者 の 神 
要 だ 。 司書 は 、 障 害 者 や すべ て の 人 を 含む 利用 者 ヵ 


何 を 伝え た い の か 、 受 け 取 る 力 を 身 に 着け な け 
選書 会 議 で は 、 本 の 知識 と 


\ と 思え る 。 司書 は 国民 の 疑問 を 解決 する た 


[会 進出 を 支援 する た め に 、 正 し い 知識 が 必 


S、 ど の よう な 考え 方 を し て 、 何 を 望む の か 、 


「 れ ば な ら な い 、。 
自 館 の 蔵書 の 知識 が 十分 に な けれ ば 務 ま ら な いこ と を 知っ た 。 危 


な げ な く 選 書 に 携 わ れ る よう に な る に は 何 年 か か る だ ろう か 。 ま た 、 寄 贈 本 の 受け 入れ や 必要 


な 知識 は 前 述 の 通 


り 、 更 に 加え て 寄贈 本 の 
本 と 図書 館 の 知識 の スペ シャ リス ト を 志 向 


和 容 の 吟味 を 慎重 に 行わ な けれ ば な ら な い 。 司書 
し な けれ ば な ら な い 、。 


は 


ーー 


そし て 、 利 用 者 の 方 と 接する 大 切 さ を 最も 教わっ た の は 、 一 般 書 フロ ア で の 業務 だ っ た 。 一 


言 の 挨拶 が 重要 な コミ ュ ニ ケー ショ ン だ 。 


選書 館 に は 老若 男女 、 本 当 に た くさ ん の 方 が いら っ 


し ゃ る が 、 ほ と ん どの 方 が 周囲 に 配慮 し て 、 静 か に 本 を 探し 、 学 べ る 空間 を 作る の に 協力 し て 
くだ さっ て いた 。 そ れ に 対す る 感謝 の 気持 ち を 込め て 、 私 は 利用 者 の 方 に 「 ありがとう ご ざい 


まし た 」 と 伝え た 


成す る 要素 に は 、 利 用 者 の 存在 が 含 3 


大 切 に 思い 、 利 
司書 と いう 仕事 


本 を 想う 仕事 で ある 。 出 版 不 況 、 経 費 削 減 ニ エトセトラ と いう 現実 的 な 問題 に 対処 する 必要 は 
を 忘れ な い 仕事 で や る べき だ 。 こ こ で 、 司 書 
に な ら な か っ た 場合 の 可能 性 に つい て も 同時 に 回 答 で きる 。 図 
者 に な れ ば よい 。 


る の だ が 一 方 で 、 
し て の 可能 性 に 加 


。 図書 館 の 業務 に は 多く の 職種 の 方 が 携わり 運営 され て いる が 、 図 書館 を 構 
E れ て いる 。 司 書 は 単なる 本 の 専門 家 で は な く 、 利 用 者 を 
者 と 協力 する 存在 で な けれ ば な ら な い 。 


は 様々 な こと を 要求 され て いる ヵ 


[ 


人 を 思い や る 「 あ た た か さ 」 


えて 、 司 書 
館 の よき 理解 者 に 、 司 書 を 思い や る 利 


*、 本 質 を 突き 詰め れ ば それ は 、 人 を 想い 、 


上 Tr 


文学 部 美学 芸術 学科 工藤 未 越 


浴 
中 
了 ) 
憶 


式 
館 の 概要 説明 
見 


再 
RSN 
・・ 避 
図 只 並 


ョ ミト 


書 係 
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入 コ 
中 


8 13 
( 火 ) 


午前 


朝 の ミー ティ ング 


・ 返却 図書 の 排 架 作業 


資料 課 途 次 刊行 物 係 


・ 雑 誌 受入 作業 
・ 映画 資 料 の 新規 受入 作業 


な 


考 調査 課 
業務 説明 (図書 カー ド の 作成 手順 な ど ) 


カウ ンタ ー 実 習 (一 般 カ ウン ター、 青 少年 と 暮らし の 交流 室 ) 


8 14 
( 水 ) 


・ 朝 の ミー ティ ング 
・ 返 却 図 書 の 排 架 作業 


・ 相 互 貸 借 に 関す る 作業 (図書 の 返却 作業 、 貸 出処 理 


ペン 


・ 子 ども 図書 館 で の お は な し 会 見 学 


画 協 力 課 ( 子 ど ゃ 図書 館 


・ 外 国語 絵本 の 所 蔵 情報 変更 
・ 子 ども 図書 館 の 概要 説明 


カウ ンタ ー 実 習 
お は な し 会 見 学 


8 15 
( 木 ) 


午前 


・ 朝 の 全体 ミー ティ ング 


・ 書 容 


下 整 


考 調査 課 調査 相談 係 
査 相談 係 の 業務 説明 


cl 
避 


・ レ ファ レン スス 問題 の 実習 
・ 書庫 入れ 作業 


な 


考 調査 課 調査 相談 係 


・ レ ファ レン ス 実 習 (カウ ンタ ー) 
・ 書 庫 出納 


・ レ ファ レン スカ ー ド の 入力 


午前 


・ 朝 の ミー ティ ング 
・ 排 架 作 業 


郷 


資料 課 


・ 郷 土 資 料 課 の 業務 説明 (書庫 資料 に つい て の 説明 な ど ) 
・ 郷 土 に 関す る レファレンス 問題 の 実習 


郷 


土 綿 料 課 


・ 郷 土 に 関す る レフ ァ レ ンス 問題 の 実習 
・ カ ウン ター 実習 
・ 資 料 整 理 (県 内 で 発行 され た パン フレ ッ ト 類 ) 


8 19 


午前 


・ 朝 の ミー ティ ング 


E 近 作 業 
料 課 図書 係 


* 
・ 図 書 の 装備 (単純 装備 、 ブ ッ カ ー) 
* 


料 課 途 次 刊行 物 係 
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・ 図 書 の 補修 
・ 映 画 資料 の 受入 作業 (パン フレ ッ ト 類 の 追加 ) 


8 ン 20 | 午前 | ・ 朝 の ミー ティ ング 
( 火 ) ・ 排 架 作 業 


・ 書庫 入れ 資料 の 印 押し 
・ 排 架 作 業 (図書 、 雑 


に II 
ビ 
ペン 


午後 | 参考 調査 課 

・ 一 般 カ ウン ター 実習 
・ 相 互 貸 借 申 請 

・ 資 料 の 書庫 入れ 作業 


8 グ 21 | 午前 | ・ 朝 の ミー ティ ング 
( 水 ) ・ 排 架 作 業 


・ 相 互 貸 借 に 関す る 作業 (返却 処理 、 貸 出処 理 な ど ) 
選書 館 で の お は な し 会 見 学 
・ 子 ども 図書 館 で の 絵本 整理 


I 菩 山 


午後 | 企画 協力 課 (子ども 図書 館 ) 
・ 紙 芝居 の ラベ ル 作 成 

* カウ ンダ ター 実習 

・ 書庫 出納 


・ お は な し 会 見 学 


8 グ 22 | 午前 | ・ 朝 の 全体 ミー ティ ング 


( 木 ) * 再 書架 事 
選択 実習 (参考 調査 課 調査 相談 係 ) 
・ カ ウン ター 業務 


・ レ ファ レン スカ ー ド 入力 
・「 調 べ も の に 役立つ リン ク 集 」 の URL 確認 


午後 | 選択 実習 (参考 調査 課 調査 相談 係 ) 
* カウ ンダ ー 実 習 
・ レ ファ レン ス の お 手伝い 


8 グ 23 | 午前 | ・ 朝 の ミー ティ ング 


( 金 ) ・ 排 架 作業 
選択 実習 (参考 調査 課 調査 相談 係 ) 
・ カ ウン ター 実習 


・ 所 大 雑誌 の 確認 
・ 質 問 へ の 回 答 


午後 | ・ 実 習 ノ ー ト 記入 
・ 閉 講 式 


司書 と いう 仕事 と 自分 の 司書 と し て の 可能 性 に つい て 
福岡 県 立 図書 館 で の 実習 で は 10 日 間 に わ た っ て 各課 の 職員 の 方 に 丁寧 に 指導 し て いた だ き 、 


- 148 - 


2013 年 度 


た くさ ん の 図書 館 の 業務 を 経験 する こと が で きた 。 ま た 福岡 県 立 図書 館 の 提供 し て いる 数 多く 
の サー ビス や 、 技 術 向 上 の た め の 取 組み に 関し て より 深く 知る こと が で きた よい 機会 だ っ た 。 
カウ ンタ ー で の 業務 か ら レ ファ レン ス 業 務 、 資 料 受入 、 郷 土 資料 課 で の 業務 や 児童 サー ビス ま 


で を 経験 し て 、 


これ ら の サー ビス を 提供 し 利 
難し いか が よく 分 か っ た 。 普段 当たり 前 の よう に 提供 され て 
の 必死 の 努力 で 成り 立っ て いる の だ と いう こと を 痛感 し た 10 


司書 と いう 仕 』 


且 の も つ 「 専 門 性 」 に つい て は 様々 な 場面 で 言及 され て いる 。 も ちろ ん その 「 専 


H 者 の 方 に 満足 し て いた だ く と いう こと が いか に 
\ る 図書 館 の サー ビス は 職員 の 方 
間 だ っ た 。 


下 量 


門 


E」 は 司書 が 最も 重視 すべ きも の の ひと つ だ が 、 た だ 専門 知識 を 


し どれ ほど 難し い 質 問 に 


ゃ も 回答 で きる と いう だ け で は 、 
し て いる こと ゃ 重要 だ が 、 利 
ン を と る 能力 も 加わ っ て は じ め て 司書 は 「 専 門 性 」 を 有する 職業 に な る の で は な い だ ろ う 


ジョ 


「 専 門 性 」 と いう に は 不 十分 の よう に 思わ れる 。 専 門 知 識 を 
者 の 要求 を 開き 出す テク ニッ ク 、 相 手 に 合わ せ て コミ ュ ニ ケー 


か 。「 専 門 性 」 と し て 探索 スキ ル な ど ば か り が 注目 され て いる こと が 多い が 、 今 後 は 利用 者 と 


の コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 


に つい て も 考え て いか な けれ ば な ら な い 。 


らら の 司 


と し て 適正 に つい て は 正直 な と ころ 分 か ら な い が 、 今後 も 司書 の 専門 知識 に 関す 


る 勉強 を 続け 、 コ ミュ ニケ ーション 能力 の 向上 を 目指 そ を うと する の な ら ば 可能 性 は ある と 思う 。 
選書 館 の 発展 に どう 寄与 で きる か 考え て いき た い 。 今回 の 8 月 12 日 か ら 23 日 3 


まで の 10 日 間 の 実 


習 で 、 非 常に 貴重 な 経験 を する こと が で きた 。 こ の 経験 は 講義 で 学ぶ だ け で は 得 ら れ な いも の 


で あり 、 


と て も 重要 な も の で ある 。 現 場 で 働く 方 々 か ら 直 接 お 話 を 聞く 機会 も や あり 、 将 来 を 考 


える 上 で も や 非常 に 有意 義 な 実習 だ っ た 。 


(野洲 図書 館 〉 


神学 部 神学 科 寺 本 梨 紗 


・ 朝 礼 、 開 館 準 備 ( 配 架 ) 
・ 館 長 か ら の お 話 


・ 施設 見 学 


・ 予約 ・ リ クエ スト 処理 


・ 選 書 (受け 入れ る 本 の 選び 方 と 除籍 に つい て ) 


9 11 
( 水 ) 


準備 ( 配 架 ) 


・ 心 の 種まき 事業 の 見 人 


9 ア ]8 
( 木 ) 


午前 


・ 朝礼 、 開 館 準 備 ( 配 架 ) 
・ 雑 誌 の 受入 業務 
・ ち っ ちゃ な お は な し の 森 (0 て 3 歳児 向け の お は な し 会 ) 見 当 
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・ 絵 本 の 読み 聞か せ の レク チャ ー 


・ カ ウン ター 業務 


・ 選書 会 議 の 見 学 


・ 配 架 


・ 朝 礼 、 開 館 


備 ( 配 人 ・ 


レフ ァ レ ンス 演習 1 間 ) 


・ レ ファ レン ス 実 習 (5 間 ) 


・ 新 刊 の 受入 業務 
・ カ ウン ター 業務 


・ ブ レイ ンス 
・ 配 架 


ー ミ ング を 用 いて 「 図 書館 に つい て 」 の 討論 


9 14 
( 土 ) 


・ 朝 礼 、 開 館 


備 ( 配 架 ) 


・ カ ウン ター 業務 
・ 雑 誌 の 受入 業務 


・ カ ウン ター 業務 、 


配 架 


・ 担 当 の 方 と 館長 か ら の お 話 


2. 司書 と いう 仕事 と 
回 の 現場 演習 で は 、 手 と 足 を 動か し て 「 司 書 の 付 


2 


司書 の 仕事 が 「 図 。 


が 、 実 習 に 行っ て か ら は 資料 と 利 


こと を 理 


自分 の 司書 と し て の 可能 性 に つい て 
[ 事 と は 何 か 」 を 学 選 こと が で きた 。 私 は 、 


館 が 扱う 資料 や 情報 と 
実習 に 行く 前 、 私 は 資料 を 利用 者 へ 結び つけ る 業務 は カウ ンタ ー 業 務 の み で ある と 考え て 


業務 な の だ が 、 
館 に な ら な く て は な ら な い の が 資料 で ある 。 司 是 
魅力 的 な 資料 を 選ん で 購入 する 。 業 者 か ら 資料 が 図 計 


が て 5 


資 


料 は 


書 保 


6 


この 資料 の 受入 業務 を な くし て は 図書 


選書 館 利 


者 を 結び つけ る と 

解す る こと が で きた 。 カ ウン ター で 直接 利 

料 が カウ ンタ ー に 運ば れる まで の 過程 を ここ に 記し て 
層 4 


者 へ 資料 を 渡す と 


ーー 


二 層 


書館 に 置く 資料 を 


館 に # 


* び 利用 者 へ 提供 され る の で ある 。 直 接 利 用 者 の 目 
館 が 成り 立た な い 、 非 常に 重要 な 


に 、 司 書 が 利用 者 の 情報 探索 を 助け る 


と 聞か れる こと が あっ た 。 
者 の 質問 を 深く 掘り 


は 利 


か ら 利 用 者 


鋭 書館 は 成 


を 深く 掘り 
現場 で も 司 


に | 


情 者 
える 。 現 場 で の 実 


その や も の を 提 


) 


げ て 


、 利 


と いう レフ ァ レ ンス サー 
える 。 実 際 に フロ ア で 配 加 を 行っ て いる と き 、 利 用 者 に 「 〇 〇 に つ 
実習 生 は 質問 に 答え を る こと は で き な か っ た の だ が 、 現 場 の 司書 の 方 
良 の 情報 を 提供 し て お られ た 。 
重要 な 業務 で ある と 考 


者 に と っ て 最 
する こと ゃ 情報 と 利用 者 を 結び つけ る 


mi 


SC 


旨 を 通し て 一 つ ー つ の 


下げ て 適切 な 情報 を 提 
書 の 方 が お 互い に 相談 


] 者 と を 結び つけ る こと 」 だ と 実感 し た 。 


\ た 


いう 仕事 は カウ ンタ ー 業 務 の み で は な い 


いう 仕事 は 無 


お きた い 。 


論 大 切な 
まず 、 図 書 


、 利 用 者 に と っ て より 


業務 だ と 


の 本 、 あ 


思っ た 。 
ビス も 大 切な 業務 の 一 つ だ と い 
り ま すか ?」 


ば れ 、 資 料 の 受入 業務 を 行い 、 や 
に 入ら な い 業 務 で ある が 、 


さら 


GO ので 出 


業務 に 意味 が あり 、 一 つの 業務 が な く な っ て し まえ ば 
立た な いこ と を 知っ た 。 し た が っ て すべ て の 業務 を 正確 に 行い 、 他 の 業務 を 担当 
し て いる 人 と ゃ 連携 し な が ら 業 務 を 行う 必要 が ある と 思っ た 。 ま た 、 司 書 の 仕事 に 欠か せな い 
の が 「 コ ミュ ニケ ーション 」 で ある 。 資 料 に 関す る 知識 を 持っ て いる こと も 大 切な の だ が 、 連 
携 し な が ら 業 務 を 行う た め に ゃ 職員 同士 の コミ ュ ニ ケー ショ ン が 必須 で ある し 、 利 用 者 の 質問 
供する た め に も コミ ュ ニ ケー ショ ン が 必要 で ある と 思っ た 。 
し な が ら 業 務 を 行っ て お られ る 様子 や 、 


を し て お られ る 姿 を 見 る こと が で きた し 、 業 務 の 休憩 時 間 も 楽 し く 会 話 を し て お られ 、 と て も 


良い 雰囲気 を 感じ る こと が で きた 。 コ ミュ ニケ ーション に 関し て は 司書 
で も さま ざま な 人 に 触れ 合い 、 コ ミ 


大 切な こと で ある の で 、 日 


> 多 生 F 


利 生 祐 


し て いき た いと 思っ た 。 
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こま め に 業務 の 報告 
以外 の 仕事 に お いて も 


ュ ニ ケー ショ ン を 大 切 に 


2013 年 度 図書 館 現場 演習 報告 
5 日 間 の 現場 演習 を 通し て 図書 館 の さま ざま な 業務 に つい て 教え て 頂き 、 実 践 する こと で 知 


識 を 深め る こと が で きた 。 それと 同時 に 


ん あっ た こと を 痛感 し た 。 昔 か ら 図 書館 は 大 好き な 場所 で あっ た が 、 


自分 の 勉強 不足 や 細やか な 配慮 が 足 
実際 に 司書 の 仕 ヨ 


な い 


押 が た くさ 
事 を 体験 


し て みて 司書 の 仕事 も 好き に な っ た 。 司書 に な り た いと いう 想い は ます ます 強く な っ た の だ が 、 
司書 の 方 か ら 正 規 職員 に な る まで の お 話 を 聞き 、 公 共 図 書館 で 正規 職員 に な る の は 狭き門 で あ 
る こと を 改め て 実感 し た 。 司書 の 方 か ら 「 な ぜ 司 書 に な り た い の か 」、 も っ と 深く 掘り 下げ て 「 な 
ぜ 公 務 員 に な り た い の か 」 と いう 答え を 明確 に し な けれ ば な ら な いと 教え て 頂い た 。 ま ず 、 私 
は 「 な やせ ぜ 司書 ・ 公 務 員 に な り た い の か 」 と いう 答え を 見 つけ な けれ ば な ら な い 。 こ の 問い の 答 
え が 見 つか っ た と き に 初め て 私 の 司書 と し て の 可能 性 が 見 えて くる の で は な いか と 思う 。 将 来 、 
どの よう な 場所 に 就職 し た と し て も 貴重 な 現場 で の 経験 を 忘れ ず 、 良 き 図 書館 の 利用 者 ・ 理 解 
(なりたい 、。 
〈 八 幡 市 立 図書 館 〉 
法学 部 政治 学科 鈴 木 菜 月 
1 . 実習 日 程 と 実習 内 容 
日 に ち 実習 内 容 
9 グ 3 ・ 館 外 ポ スト の 回 収 
(月 ) ・ 館 内 案内 
・ 図 書館 に つい て の 概要 説明 
・ 促 事務 と 資料 事故 処理 事務 に つい て の 説明 
・ 障 害 者 サー ビス に つい て の 説明 
・ コ ンピュータ ー シ ス テム に つい て の 説明 
・ 児 童 サ ービス に つい て の 説明 
10/ 1 開館 準備 (児童 図書 生 
( 火 ) 児童 奉仕 
児童 図書 の 検収 、 装 備 、 修 理 
10〆2 | 午前 分 館 (男山 市 民 図 書館 ) で の 児童 奉仕 
( 水 ) 分 館 の 館内 案内 
午後 | ・ 成 人 図書 の 検収 、 装 備 
・ 移 動 図書 館 業 務 
・ 成 人 奉仕 
10〆3 | 午前 開館 準 備 (成人 図書 室 ) 
( 木 ) 朝 の ミー ティ ング 
児童 図書 の 選書 会 議 
午後 | ・ 成 人 図書 の 選書 会 議 
・ マ タニ ティ スク ー ル 見 学 
・ 成 人 奉仕 
10〆5 | 午前 | ・ 開 館 準 備 (成人 図書 室 ) 
( 土 ) ・ 成 人 奉仕 
午後 | ・ 児 童 奉仕 


= コ 5 


選書 館 学年 報 第 39 


ES 


・ 総括 
3 


・ お は な し 会 見 学 


2. 司書 と いう 仕事 と 自分 の 司書 と し て の 可能 性 に つい て 

私 が 実習 を 通し て 感じ し た の は 、 司 書 と し て 深い 専門 性 を 持つ こと の 重要 性 で す 。 実 習 に 来る 
まで に さま ざま な 講義 で 、「 司 書 と は 専門 職 で ある 」 と 学び 、 理 解 し て いる つも り で し た 。 そ 
し て 一 方 で 、 業 務 委 託 や 指定 管理 者 制度 な どの 運営 方 法 の 変化 や 担当 制 を 敷 か な い 業 務 体 系 に 
つい て や ゃ 学び 、 考 慮 すべ き 事 項 と し て 考え て きま し た 。 し か し 、 実 際 現場 で 働か せ て いた だ き 、 
その よう な 効率 性 を 上 回 る 専門 性 と それ を 活か す た め の 担当 制 の 大 切 さ を 実感 し 、 今 まで の 自 
分 の 理解 の 甘 さ を 痛感 し まし た 。 
専門 性 と は 、 も ちろ ん 図書 に 関す る 知識 に 対す る 深い 理解 の こと を 含ん で いま す 。 し か し 、 
それ だ け で は あり ませ ん 。 図 書 を 利用 する 人 ・ 組 織 に つい て まで も 専門 性 を 活か し た 対応 が で 
き な け れ ば な ら な い の で す 。 八幡 市 立 図書 館 で は 司書 の アド バイ ス と コー ディ ネー ト に 重き を 
置き 、 担 当 制 を 敷い て いま す 。 そ の 方 針 に の っ と っ て 八幡 市 立 図書 館 で は 、 例 えば 、 よ く 利 用 
する 子ども に つい て の 情報 を 担当 者 で 共有 し 、 そ の 子 が 図書 と 出会え る 環境 を 支え る と いう サー 
ビス を 実現 し て いま し た 。 こ の よう な サー ビス は 、 責 任 を 持っ た 日 常 仕事 の 蓄積 や 責任 を 持っ 
た 各々 の 行動 に よっ て 実現 で きる サー ピス と 言え ます 。 つ まり 、 業 委 託 や 指定 管理 者 の よう 
な 効率 性 を 重視 し た 運営 で は せ 、 こ こま で の 南 任 を 負っ た サー ビス は 難し いと いう こと で す 。 ま 
た 、 こ れ ほ ど 深 い 仕事 を 行っ て いる と 、 仕 事 量 ゃ 果て し な く 多 く な り ま す 。 こ の よう な 多量 の 
仕事 を 確実 に 行っ て いき 、 図 書館 が 役割 を 果たす た め に は 、 担 当 制 と いう 方 法 を 取る と いう こ 
この 一 つの 有 多 が 手記 で め ら の VN の こら る 2 りり まし た 。 き ら e、 そ の 引導 測 凡 よる 閑 生 の 
ウ ハ ウ の 鞭 積 が 図書 館 の 外 の 組織 へ の 図書 館 の 役割 の アビ ピー ル に 一 役 か っ て いる こと も 教え て 
も らい まし た 。 図 書館 は 公 の 機関 で も る た め ( 妥 5 和合 玩 の 還 の お の 
信 し て いく こと f ょ 、 非 常に 重要 で ある と 考え ます 。 担当 制 に よる 情報 発信 を 実現 する こと で 、 
また 、 図 書館 の 専門 性 が 保 た れる と 考え られ ます 。 
以上 の よう に 実習 で 私 は 、 机 上 で は わか ら な い 図 書館 の 実態 と 司書 に 求め られ る 専門 性 を 学 
ぶ こ と が で きま し た 。 こ の 経験 を 通し て 、 私 は まだ まだ 司書 と し て 理解 で き て いな い 部 分 が 非 
常に 多かっ た と 知る こと が で きま し た 。 そ し て 、 こ の 現場 で の 経験 を 通し て 司書 に つい て 深く 
考え る こと が で きる よう に な り 、 司 書 と し て の スタ ー ト ライ ン に よう や く 立 つこ と が で きた と 

ゃ 感じ まし た 。 今後 は この 経験 を 活か し 、 司 書 と は どの よう な 役割 を 果たし て いく べき な の か 
を 常に 問い 続け て いき た いと 考え て いま す 。 
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